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　濃密な空気が肌にまとわりつく密林の中を、三人の人間が逃げていた。


　降り注ぐのは、肌を焼く陽ひ射ざしと、肉を裂く銃弾の雨。


　ひとりは、迷彩服に身を包んだ、密林戦仕様のフル装備の四〇歳くらいの男。


　ペインティングを施ほどこした顔は東洋系で、体格は熊くまのように大柄である。背はい囊のうは背負っておらず、前に回して肩にかけている。手にしているのは、ウージー社製の新型のサブ・マシンガンだ。反動が少ないため集弾率が高く、様々な機関で配備が進んでいる。


　もうひとりは、白衣を羽は織おったおそらくは三〇代後半の女。


　男に背負われて、固く目を瞑つぶっているその顔は、男と同じで東洋系だ。男の首に回した手には、小さなジュラルミンケースの取っ手が握られている。白衣はところどころ裂けて、焼け焦げの痕あともある。顔には軽い火ぶくれが出てきていたが、それは少しも彼女の美しさを損なうものではない。


　最後の一人は、赤の革製のトレンチコートを着た、眼鏡めがねをかけた一二、三歳の少女。


　ストレートの長い髪を縛しばることもせずに後ろに流し、背中に負った巨大なトランクをものともしていない。三五度を超える熱気と高い湿気にもかかわらず、やはり東洋系の愛らしい顔には汗ひとつかいていなかった。キャリコＭ９５０が両の手に握られている。旧式だが、五〇発の装弾を誇るコイル・マガジンを持つ特殊な拳けん銃じゆうだ。


「ぐ……」


　白衣の女を背負った男は、小さくうめき声を上げた。


　少女が、モスグリーンのフレームの眼鏡の奥から、ちらりと無感情な瞳ひとみを向ける。


　男のクルーカットの黒髪には、べっとりと血がこびりつき、右目は流れ込んだ血で塞ふさがっている。日に焼けた肌もあちこち裂けて血が滲にじみ、右大だい腿たい部ぶにきつく巻きつけられた布は、赤黒い染しみがじわじわと広がっていた。


　がさりと右後方で葉は擦ずれの音がして、男は無む駄だとも思える大きな動きで完全にその方向を振り返ると、手にしていたサブ・マシンガンのトリガーを引いて、一いつ斉せい射しやした。タタタタ、という乾いた音と共にコッキングレバーが激しく動き、その度たびに弾丸を打ち出して空になった薬やつ莢きようが吐はき出され、腐くさった葉の間に落ちて、じゅっと音を立てた。


　茂みの向こうで複数の悲鳴が上がり、すぐに応射があった。


（くそっ！）


　男は、射線から二人を守ろうと、体を半身に開いて立ち、更に二斉射した。


　一人であれば、密林戦において無敵を誇り、ゲリラの間で《グリーンデビル》と恐れられる高たか幡はた勇ゆう二じ三等特佐も、少女を連れ、背中に白衣の女性を一人しがみつかせた状態で、かつ、彼女たちを守りながら戦うのは至し難なんの業わざだった。


　パスッと音がして、高幡三等特佐の腹部に小さな穴が開いた。衝しよう撃げきに体が震ふるえる。


「あなた！」


「しっ」


　背中の女性が思わず上げた声を、三等特佐は、息でそう諌いさめると、絡からみ合う枝の向こうに見えた影に向かってもう一度トリガーを引いた。悲鳴が上がる──排除完了。


　その時、背後で別の気配がし、振り向こうとしたが、足に痛みが走って果たせなかった。


（殺やられる）


　どっと汗が噴ふん出しゆつした。それは、自分の身を思ってではない。背中の女──長い間捜していた妻のことだった。自分はいい、だが彼女は──


　銃声が聞こえ、三等特佐は、背中に死を感じなければならないことを覚悟した。だが、妻の腕からはぬくもりは消えず、力も抜けなかった。


　一時、密林には元々の静けさが戻り、三等特佐は神経を張り詰めたまま振り返った。


　妻──高たか幡はた裕ゆ美みと追っ手の間に、まるで壁になるようにして、赤いトレンチコートの少女が立っていた。手にしたキャリコの銃口からは硝しよう煙えんが立ち昇っている。僅わずかに肩が下がり、振り向いた拍子に、コートからバラバラと変形した弾が落ちた。


「大だい丈じよう夫ぶか!?」


「問題ない。前進するぞ」


　少女は平然とした顔で言うと、二人の先に立って再び歩き出した。返った口調は男の子のようだが、声は甘い。銃弾の飛び交うこの密林にあって、まったく動じていなかった。


　だが、新結合ポリアミドのアラミド抗弾コートを着ているといっても、痛みがないわけではないはずだ。大の男でも、時に気を失うほどの衝しよう撃げきがある。しかし、少女は自らを盾たてとして数発の弾丸を受けたにもかかわらず、顔色ひとつ変えてはいなかった。


（これが、《ＭＭＰＳ》なのか……）


　主理論を確立させ、実際に処置を施ほどこす指揮を行わされた背中の妻──裕美の話を疑うつもりはなかったが、こうして目まの当たりにすると寒気がした。世界中で紛ふん争そうが続く地域を見れば、子供が銃を取って戦うことは珍めずらしいことではない。けれども、この子は違う、とはっきりと思えた。一言で言えば──場ば馴なれしすぎている。


　まるで、百戦錬れん磨まの老兵のような雰ふん囲い気きがある。


　どこの軍にも伝説的な存在の兵士がおり、三等特佐はその幾いく人にんかに教練を受けたことがあったが、何な故ぜか目の前を行く少女は、彼らを思い出させた。


　どう見ても、一三歳よりも上には見えないのに。


　密林の基地にあっても、東洋系にしては白い肌は、日焼けひとつしていない。クラスで委員長でもやっていそうなタイプだ。融ゆう通ずうが利ききそうもないように見えるのは、かけている眼鏡めがねのせいだろうか？　とても、戦場で顔色ひとつ変えずに人を殺すようには見えなかった。


　あまりにも、密林に似合っていない。平和な国のどこにでもいそうな少女だ。


（だからこそ、の《ＭＭＰＳ》か）


　普通に見える、というそのことこそが、妻の研究が成功した証あかしに他ほかならないのだろう。一目で兵士とわかってしまっては、アンダーカバー──秘密潜せん入にゆう要員や、暗殺者としては役に立たない。疑われずにターゲットに接近できてこそ、の特殊兵士だ。


　妻の話では、この南米の研究所で《調整》されていた《ＭＭＰＳ》と呼ばれる特殊兵士は、全部で六人だという話だったが、確保できたのは先を行く少女──妻が、ロシィ、と呼ぶただ一人だった。他の五人は、科学者連中と共に取り逃がしてしまっている。


　三等特佐の部隊のミスではない。原因は、味方の裏切りにあった。


（──シールズめ、何が後方支援だ）


　体を軽く揺すって妻を背負いなおし、三等特佐はロシィのあとを迫って歩き出した。水みず溜たまりのように見える小さな底なし沼を飛び越えながら、胸の内で舌を打つ。


（義に兄いさん、あんたの読み通りだったぜ。連中、端はなから全すべてを独り占めするつもりでいやがった。俺おれたちを、後ろから撃うちやがって！）


　味方から撃たれる、という経験はこれまでにもなかったわけではない。アメリカ最強の特殊部隊、ネイビー・シールズが共同作戦にしたい、と強ごう引いんにねじ込んできた時にも、何かある、とは感じていた。だが、こっちを殲せん滅めつしようとするまで考えなかったのは、甘かった。


「あなた……」


　耳を、心配そうな、けれど昔と少しも変わっていない、甘い声がくすぐった。


「さっき、撃たれたんじゃないの……？」


　腹に喰くらつた一発のことを言っているのだろう。背中から見えるかはわからなかったが、三等特佐は薄く微ほほ笑えんだ。


「大だい丈じよう夫ぶだ。抗弾チョッキがちゃんと止めてくれた。青あお痣あざぐらいにはなってるだろうが」


　ホッとしたように、首に巻きついている腕から力が抜ける。数年ぶりに嗅かぐ、妻の汗の匂においが力をくれる。二度と離すものか、という強い思いが湧わきあがってくる。


　腐くさって倒れた樹木を乗り越え、向こう側に飛び降りた途と端たん、足元へ数発着弾して、木の破片を辺りに撒まき散らした。


　背中で妻は首を竦すくめたが、声は上げなかった。


　発射音だけでは、土ど壇たん場ばでやはり裏切ったシールズか、相手を選ばず武器を調達して売りさばく闇やみの兵器トラストの用心棒どもか、区別はつかない。


　ロシィの足元も同じように銃弾が抉えぐり、跳はねた土がジャングル・ブーツを汚したが、瞬まばたき一つせずに銃声のした方へキャリコの銃口を向けると、引き金を引いた。空から薬やつ莢きようが舞い、敵からの銃じゆう撃げきは瞬またたく間に止やんだ。


「急げ」


　無感情な声に促されて、三等特佐は早足になった。モルヒネが効いているおかげで、足の銃創の痛みは考えないで済む。少女の横に並び、ちらりと横顔を見たが、とても静かな表情だった。まるで、自分の庭を散歩でもしているようだ。


　それからしばらくの間は、遠く銃じゆう撃げきの音はするものの、直接的な攻撃は受けなかった。


　やがて、自分の息いき遣づかいに混じってはっきりと、ヘリコプターのローター音が聞こえてきて、妻の安あん堵どしたような吐と息いきが耳元で漏もれるのを三等特佐は感じた。集合時間には、ぎりぎり何とか間に合ったようだ。あれは飛び立とうとしている音ではない。


　枝を払い、三人は密林の開けた場所の入り口に立った。飛び出しはしない。


　今は打ち捨てられた集落の残ざん骸がいが残るだけの場所に、三機のヘリが着陸していた。内の二機は七枚ブレードのコンバットレスキューヘリで、残る一機は三〇ミリ機関砲を装備したガンシップだ。いずれの機にも、所属を示すマークはない。


　開きっぱなしになっている扉から身を乗り出していた兵士が、こちらに気付いて、下からすくうように大きく腕を動かした。顔はよく見えないが、焦あせりは伝わってくる。唇くちびるが、高たか幡はた三等特佐急いで、と動いたのが読み取れた。


　その向こうで、奥のコンバットレスキューヘリがローターの回転を上げて、離陸した。自分たちが最後だったようだ。ガンシップも続いて離陸する。


　距離にして二〇メートルほどだったが、密林の縁からヘリまでのその短い距離が、最も危険だった。辺りに遮しや蔽へい物ぶつはなく、恰かつ好こうの的になってしまう。だが、もたもたしてはいられなかった。三等特佐は一いつ旦たん妻を降ろして背はい囊のうを背負いなおすと、彼女を前に抱くようにした。その方が流れ弾に当たる確率が減る。


「走れ！」


　三等特佐は叫んでロシィの肩を叩たたき、共に走り出した。彼女は庇かばってやる必要がないことを、彼はもはや理解していた。


　たったの二〇メートルが、三等特佐にはこの上なく長く感じた。一〇〇キロ近いフル装備で密林に降下し、五日間かけて集合地点を目指す、チームで最も過か酷こくなサバイバル訓練でさえ、ずっと楽だったように思う。


　その時、聞きなれた、しかしこの状況下では最悪な轟ごう音おんがして、三等特佐は走りながら緑の森を振り向いた。枝葉を散らして、最新式の科学の槍やりが、真まっ直すぐにコンバットレスキュー目掛けて投とう槍そうされた。レーザー誘ゆう導どう式しきの携帯型地対空ミサイルだ！


　急速に上昇をかけたが間に合うものではない。ミサイルはヘリの腹に吸い込まれ、直後、大爆発した。積み込まれていた様々な機械や資料、そして乗員諸もろ共とも四散し、走る彼らの真上に降り注いだ。


　悲鳴を上げる妻を、自分の腹に押し込めるようにして、三等特佐は残りの距離を駆けた。背中に千ち切ぎれた腕が当たって落ち、炎が肌を焼く。だが、ロシィは器用にその破片を避よける。それは、まるでバレエを披ひ露ろうしているようだった。


　密林に、赤いトレンチコートの裾すそが翻ひるがえる。


　ミサイルが発射されたと思われる付近を目掛けて、ガンシップの三〇ミリ機関砲が唸うなりを上げ、掃射した。緑が散り、その下で小さな爆発が起こり、おそらくはＳＡＭが発射の前に爆発したのだろうとわかった。だが、安心はできない。あれひとつというはずはないし、相手がシールズなら、すぐに増援が来るはずだ。


　銃じゆう撃げきが始まり、耳や髪を弾が掠かすめた。これだけは、いくら経験しても慣れない。数ミリ、数センチの差で、死が通り過ぎていくのだ。思わず総毛立ってしまう。


「頑張れ！」


　気を失いかけている妻を抱き締め、三等特佐は残りの距離を足を引きずりながら急いだ。傷が開いたのか、モルヒネが切れかかっているのか、痛みでほとんど上がらない。額に、暑さのためではない、別種の汗が滲にじんだ。


　それでも、なんとか廃はい墟きよの隙すき間まにローターを回したまま着陸していたコンバットレスキューの側面にようやく辿たどり着くと、轟ごう音おんと風の中で、彼は少女と妻を先にヘリに上げた。隊員がしっかりと引き上げてくれる。だが──


「ぎゃっ！」


　操縦席の方で、聞き覚えのある嫌いやな音と悲鳴が聞こえ、反射的に三等特佐はヘリの前面へと走りこんだ。目に飛び込んできたのは、抗弾ガラスにポツリと開いた穴と、その向こうで、もはや動かなくなった二人の操縦士の姿だった。


（特殊鉄鋼弾か！）


　万ばん事じ休きゆうすだった。勇ゆう二じはヘリを扱った経験はなかった。教練で、どこを狙ねらえば撃げき墜ついすることができるかは習ったが、操縦は別だった。自動化が進んでいるとはいっても、いまだに離陸と着陸は人の手で行わなければならない。


（どうする!?）


　嫌な汗が迷彩服の下でじわりと滲んだ。それでも体は動き、弾丸の入射角から想定される射手の位置を目掛けて弾をばら撒まき、煉れん瓦がの陰に隠れて歯は嚙がみをした。


　その時、血に染まった操縦席で動く影を認めて三等特佐は首を巡らせ、ぎょっとした。


　赤いトレンチコートの眼鏡めがね少女が、まったく物もの怖おじした様子なくずかずかと入り込んでくると、無造作にパイロットの遺体を椅い子すから引きずり倒し、体液と脳のう漿しようで汚れたシートへ無む頓とん着ちやくに座ったのだ。


（何を、考えてる！）


　今や、あの場所は恰かつ好こうの的だ。先さき程ほどの銃撃で狙そ撃げき手しゆを仕留めた確信はない。ヘリに駆け上り操縦席に入って少女を引きずり出す時間はなかった。狙撃手が生きていたら、その間に撃うたれてしまう。三等特佐に取れる道はひとつだった。


「くそったれ！」


　彼はヘリの前に飛び出し、自らが的になる覚悟で、手にしていた銃をぶっ放した。通常弾がつぎつぎと体を掠かすめていき、体中の毛という毛がむくむくと逆立つのを感じた。恐ろしいはずなのに、口元は何な故ぜか笑みの形に歪ゆがむ。頭を空っぽにして、ただ機械的に引き金を引き、マガジンを取り替え、再び引き金を引く。


（！）


　背中から、強く巻くような風が吹き付けてきて勇ゆう二じは、よし、と引き金を引く指を緩ゆるめた。誰だれかが──おそらくは予備のパイロットがヘリを動かしたのだ。だが、振り返り彼は、目を瞠みはった。


　操そう縦じゆう桿かんを握っていたのは、ロシィだったのだ！　眼鏡めがねの色が変わっている。


（最新型の軍用ヘリの操縦技能まで用意されているのか、《ＭＭＰＳ》には！）


　呆あつ気けに取られている勇二に向かって、少女は顎あごをしゃくって、乗れ、と合図を送ってきた。


　ヘリのローターの回転が上がり始め、着陸脚が僅わずかに地面を離れて浮き上がった。機体が回転し、ドアの閉まった方の側面を狙そ撃げきされた方向へ向ける。妻が何かを言い、隊員がハッとしたように駆け出すと、すぐに側面の機銃が火を噴いた。勇二の装備していたような豆鉄砲ではない。一二・七ミリ弾が、容よう赦しやなく木々を抉えぐっていく。


　我に返り、三等特佐は援護射撃をしつつ、後退した。


「あなた、手を！」


　そこには妻がいて、端に摑つかまりながら必死に手を伸ばしていた。その時、目の前のヘリのローター音に混じって、別のヘリの音が聞こえ、勇ゆう二じは密林を振り返って目を凝こらした。小さな黒点のように見える物が二つ。それが次第に近づいてくる。


（ガンシップ！）


　おそらく間違いない。あのローター音は《エメラルド・シャーク》──シールズ保有の最新鋭攻撃ヘリだ。味方のガンシップも、そうだと気が付いたのか、勇ゆう敢かんにも向かっていった。こっちが脱出する時間を稼かせいでくれるつもりなのだ。


（すまない）


　胸の内で謝り、三等特佐は妻の手を取った。が──


「あっ！」


　その時、一発の銃弾が妻の肩を掠め、皮ひ膚ふを破った。白衣に血が滲にじみ、彼女はヘリの装甲板を摑んでいた手を放してしまった。落下防止用の安全ベルトを付けていなかったために、バランスを崩して、三等特佐諸もろ共ともヘリから落下する。


　勇二は咄とつ嗟さに妻を抱きかかえて背中から落ち、短くうめいた。痛みに耐えて、何とか青あお臭くさい草の上を転がり、廃はい墟きよの陰に入ると、自分たちを呼ぶ隊員の声がした。顔を上げると、ヘリの側面で無数の火花が散っていた。


「ドアを閉めろ！　積荷を守れ！」


　三等特佐は怒ど鳴なった。もう、タイムリミットだ。あのヘリに積み込まれているのは、《ＭＭＰＳ》計画の全容の解明に必要なものだ。ここで失うわけにも、他ほかの連中の手に渡すわけにもいかなかった。


「行け！」


「特佐を置いてはいけません！」


「行くんだ！　俺おれのニックネームを忘れたか!?　俺は《グリーンデビル》！　密林で死ぬものかよ！　わかったら行け！　そして、必ず阿あ部べ室長に彼女を送り届けろ！」


「これを、ロシィに！」


　妻はそう叫ぶと、まだ持ったままだった小さなジュラルミンケースを放り投げた。隊員はしっかりとそれを受け取り、ぐっと唇くちびるを嚙かむと、それから側面のスライド式のドアを閉めた。間かん一いつ髪ぱつ、多数の弾が命中して火花が散る。通常弾なら物の数ではない。ヘリはゆっくりと上昇を始めた。


「……すまない、裕ゆ美み。せっかく日本に帰れると思ったのにな」


　瓦が礫れきの陰で妻の肩の具合を見ながら、三等特佐は言った。怪け我がの方は軽い擦さつ過か傷しようだった。きちんと消毒しておけば問題ないだろう。腰の救急箱から、消毒液のしみこんだ湿布を取り出して張ってやると、妻は一いつ瞬しゆん眉まゆを顰ひそめて、それから微ほほ笑えんだ。


「あなたがきっと、連れて帰ってくれるわ」


　湿布の包装をしまいこむ三等特佐の顔を、裕美は見つめた。


「わたし、諦あきらめてた。もう二度と、あなたにも、瞳ひとみにも会えないんだって思ってた。でも、あなたはこうして来てくれた。だから、信じられるわ。あなたがわたしを守ってくれる。きっとあなたと日本に帰れる」


「裕美……」


　銃弾が髪を掠かすめ、ヘリの着陸脚のゴム車輪に穴が開いた。跳弾した弾が、地面を抉えぐる。けれども不思議と恐怖は感じなかった。むしろ、腹の底が火がついたように熱くなり、大地にどっしりと足の裏が吸い付いたような、何物にも揺るがない奇妙な自信が湧わきあがるのを感じた。


「見て」


　妻の言葉に振り返ると、ヘリの前面がこちらを向いていた。操縦席にはトレンチコートのロシィが座って、自信に満ちた表情で操そう縦じゆう桿かんを握っている。


　裕美は真まっ直すぐに彼女を向くと、


「ロシィ！」


　回転が上がっていくローターの巻き起こす、強い風に髪が弄なぶられるに任せながら、そう声を張った。だが、おそらくは届いていないだろう。硬質な印象のレンズの向こうから、黒い瞳が静かに見つめる。


「こんなこと、頼たのめた立場じゃないのはわかってる！　でも、お願い……瞳を守って！」


　──任せろ


　聞こえないはずだ。だが、少女の唇くちびるは、間違いなくそう動いた。


　コンバットレスキューヘリは急上昇すると、アクロバティックな動きで向きを変えて出力を殆ほとんど全開にして飛び去った。


　同時に、味方のガンシップの攻こう撃げきで一機の《エメラルド・シャーク》が爆発して破片を撒まき散らした。もう一機は、テールローターを撃うち抜かれたが、シャークの名に恥はじない獰どう猛もうさでガンシップの横腹へ突っ込み、諸もろ共とも墜つい落らくした。


　航空燃料をたっぷりと積んだタンクに引火して爆発し、熱風が押し寄せた。積んであった弾薬が誘爆を起こす。四方八方へ向かって弾がばら撒かれ、あまたの悲鳴が上がった。


　すぐ足元にも、何かが飛んできて転がった。炎を踏み消すと、バックパックだとわかった。手早く調べると、中には戦闘糧食が何日か分と、予備の五・五六ミリ弾が箱に詰まった状態で二箱ほど入っていた。背はい囊のうの中にも予備はあるが、先のことを考えれば、多いに越したことはない。まさに天からの贈り物だった。


　空になっていた予備弾倉を腰から引き抜いて、手早く弾を込める。その作業を、じっと妻が見つめているのに気がついて、勇ゆう二じは微ほほ笑えんだ。


「大だい丈じよう夫ぶだ。絶対に生きて帰れる。──瞳ひとみにも会える」


「ええ、わかってるわ」


　大きく領うなずいた妻の頭を抱き寄せて、懐なつかしい髪の匂においを存分に嗅かぎ、勇二は廃はい墟きよの陰から正確に銃撃を浴びせ掛けると、中腰になって彼女を抱えるようにして走り出した。無数に襲おそい掛かってくる銃弾も、今は当たる気がしない。


　少女の操縦するヘリの爆音は遠く去り、懸け念ねんしていた航空機の追撃もないようだった。


　高たか幡はた勇二三等特佐は、妻の裕ゆ美みと共に木々の海へと再び飛び込み、緑の中へと消えた。








[image: ]








　背中に負った革製のリュックの中で、少し音の幅が足りない　『美しき青きドナウ』のメロディが、振動と共に鳴り出して、


（タイミング悪いなあ……）


　シャインレッドも鮮あざやかなマウンテンバイクのペダルをこいでいた一七歳の少年──高たか幡はた瞳ひとみは、小さく息をついた。紺こんのブレザーの下の、少しくすんだ赤いネクタイの緩ゆるんだ衿えり元もとから入り込んでくる風は、刺すように冷たい。


（誰だれだよ、まったく）


　気にはなったが、止まろうとはしなかった。西の空から、底が灰色に染まった巨大な雲が迫りつつあるのだ。雨に降られる前に、家に帰り着きたい。マウンテンバイクの車輪には、泥どろ除よけなどという気のきいたものは付いていないから、雨の中を走ったりすれば、汚れた水が跳はね上がって背中に真まっ直すぐに線がつくことになる。


　何か用があるなら、留守電にメッセージを残すだろう。


　二五秒ほどで、メロディは鳴り止やんだ。


　ホッとして、ペダルをこぐ足に力を入れようとした途と端たん、再び背中で『美しき青きドナウ』が鳴り始めて、二五秒フルに鳴り、留守電に切り替わったであろう後に、もう一度鳴り出した──しつこい。


「わかった、わかったよ」


　イライラしたように言って、若者は路側帯から、段差が一五センチはある車止めを軽々とジャンプして飛び越え、歩道へと着地した。


　母親に手を引かれて通りかかった子供が、すごーい、と声を上げ、首を竦すくめて歩いていた中年の男が、迷めい惑わくそうに眉まゆを顰ひそめて口の中で何かを呟つぶやいた。白い息が漏もれる。どうせ、最近の若いのは、とか言っているのだろう。


　気にしてもしょうがない。若者は、染めているわけではない少し濃い目の茶の髪を、目の前から払いながらリュックを下ろした。ジッパーを下げ、中から携帯を取り出す。カメラなどはついていないシンプルなものだ。メールと電話ができればそれでいい。


　五度目の『ドナウ』が鳴り出したところで、やっと若者は二つ折りの携帯を開いて、相手を確認することができた。表示は『阿あ部べ宏ひろ明あき』となっている。


（やっぱり、伯お父じさんか）


　留守電にメッセージを残して、相手がいつ聞くかイライラして待つよりは、出るまでかけ続けた方がいい、という人なのだ。


　通話ボタンを押すなり、


『遅えぞ、瞳！』


　いきなり怒ど鳴なられた。


　予想していたことだったので、耳に当てていなかったのは正解だった。鼓こ膜まくが破れそうな大声だ。瞳ひとみは、伯お父じが少し落ち着くのを待ってから、携帯を耳に当てた。


「しょうがないだろ、バイクで走ってたんだから」


『おまえ、いつ免許取ったんだ？』


「違うって。バイクっていっても、ＭＢ──マウンテンバイクだよ」


『だったら自転車と言え自転車と』


　マウンテンバイクの話題が出ると、必ずこのオチになる。母の兄である伯父のことは好きだが、こうした会話の繰り返しは、どうしても面倒くさく感じてしまう。


「で、何？　雨が降りそうだから、早く帰りたいんだけど」


『今、どこにいる？　すぐに迎えをよこすから動くなよ？』


「は？　なんで？　俺おれ、今日は用が──」


『ぐだぐだいわずに、いいから言うことを聞け！』


「まってくれよ！　だいたい俺、マウ──自転車なんだぜ？　迎えって車だろ？　どうするんだよ？」


『迎えの若いのに乗らせて運ばせる』


　頭の中に、筋骨隆々の迷彩服の男の姿が浮かんだ。尻しりの下でフレームは歪ゆがみ──


「やだよ！　幾いくらしたと思ってんだよ！　どうせろくな乗り方しないんだから、お断り！」


『あー、わかったよ！　じゃあ、軽トラで行かせる。だったらいいだろ？』


「そういう問題じゃなくて、だから、用事があるんだよ！……夕方から、女の子たちと遊ぶんだ。だから、明日でいいだろ？」


『駄だ目めだ！』


　にべもない。こうなったら伯父は引かない。しかも、


『どうせ、大した付き合いじゃないだろ？』


　言うに事欠いてこれである。


（たしかに、大した付き合いじゃないけどさ）


　瞳はため息をついた。どうせ、頭数合わせの合コンだ。勝まさる──栗くり原はら勝に誘さそわれて、別に断る理由もなかったから受けただけの遊びだった。瞳は素早く、合コンで出るだろう料理と、伯父が奢おごってくれるだろう料理を思い浮かべて比べた。


　高校生の財布で食べることのできる料理など、たかが知れている。合コンの場所は、一応、イタリアン・レストランということだったが、がっつり食べることはできないだろう。


　比べると、伯父は会えば必ず飯を奢ってくれる。それは、焼肉と相場が決まっているが、この辺では超が付くほど高級な、まず学生だけで来ているような客はいない店だ。


　秤はかりは、簡単に傾いた。


「代わりに、夕飯奢ってくれよ？」


　一応、念を押した。


『わかった、わかった。で、どこにいるんだ？』


　瞳ひとみは通りの名前と、傍そばにある店の名前を告げた。受話器の向こうで、メモを取る音がする。


『よし。──ところで、おまえ今日、ちょっと変わった女の子に会わなかったか？』


「変わったって、どんな？」


『小学生か、中学生くらいで──お、すまん、上から電話だ。とにかく、だ。女の子に気を付けろ。いいな？』


「何のことかわかんないけど……まあ、わかったよ」


　瞳は、苦笑しながら電話を切った。


　相変わらずの強ごう引いんさだが、瞳は、テロに巻き込まれて遺体すら見つからなかった母の兄である、この伯お父じが嫌いではなかった。殆ほとんど一人暮らし同然の自分の面倒を、何かにつけて見てくれているというのもあるが、年はもう四二で、思い切り『オヤジ』な年とし頃ごろなのに、腹も出ておらず、煙草タバコは吸うが、いわゆるヤニ臭くささというものが不思議とないところがいい。


（にしても、女の子に気を付けろだなんて……もしかして伯父さん、この前、ダブルデートで女の子に駅前で殴なぐられたのを知ってるのかな？）


　その時のことを思い出して、瞳は頰ほおを擦こすった。


　先々週、友人のカップルと、その彼女の女友達との四人で映画に行ってお茶をしたのだが、何が気に入らなかったのか、その女友達が怒り出して、平手打ちをされたのだ。


「……おまえさあ、もうちょっと身の入った返事はできないのかよ？」


　と友人には言われたが、よくわからなかった。四人で映画を見て、お茶を飲んで、馬ば鹿か話ばなしをして、それでいいじゃないか、と思うのだが、それでは駄だ目めだったらしい。なら、仕方がない。瞳は、肩を竦すくめて家に帰っただけだった。そんなことがあっても、遊びの誘さそいは引きもきらないし、別の相手を探せばいいだけのことだ。


　携帯をリュックに戻して背負い直すと、瞳は、


「よっ、と」


　後輪だけで器用に倒立して見事に方向転換した。


「！」


　直後、いつの間にそこにいたのか、向きを変えた真下に、ブロンドの髪の欧米系の少女が立っていることに気が付いて、焦あせりに体がカッと熱くなった。


　このまま車輪を下ろしたら、某格闘家の踵かかと落おとしのように、少女の頭頂部を、前輪で思い切り殴りつける恰かつ好こうになってしまう！


　瞳は踏ん張って、無理矢理車体を捻ひねった。バランスが崩れ、スニーカーの底をタイル模様の歩道に、だん、と音が響ひびくほど強く踏みしめる。転倒はしなかったが、膝ひざに、じん、とした痛みが走った。


（く～っ！）


　思わず目に涙が滲にじんだが、自分のことよりもまずは、少女だった。


「お、おい、大だい丈じよう夫ぶだったか？」


　痛みを堪こらえて、瞳ひとみは訊きいた。前輪は肩を掠かすめもしなかったが、驚おどろかせたことは間違いない。よほどショックだったのか、少女はぎゅっと目をつむり、肩を震ふるわせている。


　この辺りでは、見かけたことはない子だった。


　年の頃ころは一二、三歳といったくらいで、軽くウエーブした金髪をポニーテールにまとめていて、ヘッドドレスを付けている。服は、何となくゴスロリっぼい感じの黒のドレスだ。後ろには、体格に似合わない、海外旅行の時に持っていくような巨大なトランクがある。


（な、泣かせちゃったかな……？）


　瞳は慌あわてて辺りを見回した。何事か、と通りすがりの人たちも足を止めて、ひそひそと囁ささやきかわしながらこっちを見ている。じわり、と汗が背中に滲むのを、瞳は感じた。なんだか、このままでは、ものすごい極ごく悪あく人にんにされてしまいそうだ。


『一七歳の高校生、少女に暴行！　白昼の惨さん劇げき!!』


　などという見出しが躍おどり、


　──ええ、そうですわ。あんなことをする子には見えなかったんですけどねえ。


　──学校では普通の子でしたよ、ええ。


　──俺おれは、いつか大変な怪け我がをさせるんじゃないかって思ってたね、マウンテンバイクってバイクだろ？　暴走族だよ、あれは！
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　見も知らぬ人たちが、あたかも顔見知りのように、モザイク入りの顔で雄弁に語っているのが目に浮かぶ。


　それに、異国の少女が、近くに在日米軍基地があるわけでもないのに、こんなところに一人でいることは考え難にくい。きっと親が一いつ緒しよのはずだ。もしその親が、密林のゲリラの基地をひとりで急きゆう襲しゆうして壊かい滅めつさせてしまうような、すごいマッチョだったら──瞳ひとみは、ブルブルと頭を振ると、後輪をスライドさせて、肩を震ふるわせる少女の正面にマウンテンバイクが真横に並ぶように立った。


「ね、ねえ、お嬢じようちゃん……」


　言って、上半身を屈かがめる。


　すると、うつむいたままの少女の手が、白くて小さな手がそつと上がって、ひた、と瞳の頰ほおを挟はさみ込むように触ふれた。少女の肌は少し冷たく、火ほ照てった顔に気持ちがよかった。


　その時、瞳はようやく、少女が泣いているのではないとわかった──笑っている!?


「つ・か・ま・え・た」


　真まっ赤かな唇くちびるら、ぽそり、とそう呟つぶやきが聞こえ、瞳は、


（やばい）


　と直感した。逃げようと慌あわてて顔を上げようとして、しかし、


（う、動かない!?）


　がっちりと捕まえられた顔は、びくともしなかった。


　頰の骨が軋きしみ、瞳は、悲鳴を上げそうになったが、少女の小指が喉のどに食い込んで、どこをどうされたのか声は出なかった。


　周りの目は、いつの間にか微ほほ笑えましいものに変わっている。


　瞳が謝ったことで少女がそれを許し、いいのよ、という代わりに軽く挨あい拶さつ代わりのキスをしようとしていると思っているのかもしれない。そうなら嬉うれしいが、違う、と思えた。する、と少女の両方の親指が頰を上へと滑すべってくる。


（な、なんか、ヤバいぞ……）


　そう思った、次の瞬しゆん間かん。


「汚ねえ手を離しやがれ、ビッチ！」


　男言葉だが、少女独特の甘さがある声がそう聞こえ、ブロンドの少女が歩道の方を振り返った途と端たん、


　──どばしっ！


　とばかりに、真っ黒い餅もちのような物が少女の顔面に張り付いて、そのまま、首根っこを引き抜く勢いで、車道の方へと吹き飛ばした。


（いてーっ！）


　手は外れたが、瞳ひとみはマウンテンバイク諸もろ共とも引き倒されて、したたか腕を打った。


　たまたまた通りかかったセダンタイプの車が、少女を轢ひきそうになって慌あわててハンドルを切り、街灯に激突！　ボンネットが跳はね上がって、エンジンが白い煙を噴く。


　ぶつかったところから街灯がメリメリと折れて倒れ、人々は悲鳴を上げながら逃げ出した。それはオープンカフェのシェードを直ちよく撃げきして、逃げ遅れた客の上にシートをバサリと落とす。カップやソーサーの割れる音が響ひびき渡る中、瞳は呆ぼう然ぜんと見ていることしかできなかった。


「さあ立て、豚野郎！」


　混乱の中でもよく通る声が耳を打ち、瞳は、思わず振り返っていた。女の子の声で、そんな汚い言葉を聞いたのは初めてだった。髪をモヒカンに剃そり上げて、体のいたるところにピアスをジャラジャラとつけているような姿を想像していたのだが、そこに立っていたのは、赤いコートの眼鏡めがねをかけた少女だった。


　年の頃ころはやはり、一二、三歳に見える。黒のローヒールのブーツの足を軽く開いて立ち、赤せつ褐かつ色しよくの、ボタンの代わりに複数のベルトで前を留めるタイプのトレンチコートを着ている。


　顔は──かなり可か愛わいい。腰の辺りまで届いている滑なめらかな黒髪が、海の方から寄せてくる風になびいていて、厚くなりつつある雲の間から、何かの啓示のように差し込む陽ひ射ざしに、眼鏡のレンズがきらりと光った。


　だが、圧倒的にそぐわない物がただひとつあった。
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　少女の手には、銃が握られていたのだ。


　形はかなり変わっている。拳けん銃じゆう、というには全体が長く、グリップの上の部分に、筒のような物がついている。少女はその銃口を容よう赦しやなく倒れたままのブロンドの少女に向けると、


「貴様、それでも兵士か!?　この俺おれ様さまの目は節穴じゃないぞ！　貴様は最低の×××の×××だ！　貴様の××を抉えぐり取って、犬に食わせてやる！　さあ、立て！」


　そう、罵ののしった。


　辺りの騒さわぎより何より、学級委員長が似合いそうな容よう貌ぼうの少女から出た、海兵隊の新兵訓練のような口ぶりに、誰だれもが呆あつ気けに取られた。


　すると、


「フフ……ウフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフ！」


　仰あお向むけに寝転がったまま、ブロンド少女は笑い出した。


　人種の違いか、年齢のわりに育っている胸が、柔らかそうにぷるんぷるん揺れるのがわかって、瞳ひとみは我知らず、ごくんと喉のどを鳴らしてしまった。慌あわてて、誰も気が付いていないことを確認するために辺りを見回すと、トレンチコートの眼鏡めがねっ娘こがこっちを見ていて、レンズの向こうの黒い瞳が氷のように冷たかった。


（し、仕方ねぇだろ、健康男子なんだから……）


　別に、しなくてもいい言い訳を、瞳は胸の中でした。と、


　──どばしっ！


「ぬぐあ！」


　銃口が火を噴き、ブロンド少女を吹っ飛ばした黒い餅もちのようなものが、腹にめり込んだ。


「ぬぐおおおおお……」


　まるで、ボクサーに思い切り殴なぐられたかのようだ、と思った──そんな経験はなかったが。切腹をしたように腹を押さえて前まえ屈かがみになり、歩道に顔を擦こすり付ける恰かつ好こうになる。屈くつ辱じよくだ。


　すると、眼鏡っ娘は、ハッとしたように銃口を上げた。


「す、すまん」少女は様子が変わった。「お、おかしいな……わたしは、何をしたんだ？」


（人のこと撃うっといて、何を、じゃねーっつうの！）


　そう突っ込んでやりたかったが、無理だった。痛みに声も出ない。


　と、ぴたりと笑い声が止まって車道を振り返ると、ゴスロリ系ブロンド少女が、むっくりと上半身を起こすところだった。顔に、くっきりと丸く痕あとが残っている。まるでベタなコントのようだ。


「……やっぱり来てたのね、《スペクタクルズ》」


　あれだけの痕が残っているのだから、相当痛かったと思うのだが、ブロンド少女はそんな様子は一切見せずに、どこか悪いた戯ずらっぽく微ほほ笑えむと立ち上がり、ふわりと広がる黒のスカートを小さな手で叩たたいた。


「だろうと思ったわ。《パパ》もそう言っていたもの」


　すると、眼鏡めがね少女の様子が、再び変わった。


「俺おれ様さまを、そんな名前で呼ぶんじゃねえよ」


　さっきは『わたし』だったのに、また柄が悪くなった。銃身の背で、肩を叩たたくようにする。


　ブロンド少女は、もはや瞳ひとみには目もくれず、トレンチコートの眼鏡っ娘こを見み据すえたまま、ゆっくりと歩道に戻ると、トラベル用トランクの──つまりは目の前に立った。そうして拳こぶしを振り上げ、トランクの取っ手の部分を、だん、と殴なぐりつける。


　トランクはその一いち撃げきで僅わずかに開き、中から何かが伸びて出てきた。それは、おそらくは伸縮自在の、ずらりと衣装のかかったハンガーだった。かかっている服に、まったく統一感がないのが、一目でわかる。ブロンド少女が今着ている服に似ているが、少し違う、いわゆるメイド服といわれるものや、密林仕様迷彩に都市迷彩の歩兵用軍服、薄いピンク色のナース服に、男物の着物まであった。


　すると対抗するように、眼鏡っ娘はトレンチコートのベルトを外して、がばっと片側を開いた。コートの下はこの寒いのに、タンクトップとバミューダパンツという恰かつ好こうで、裾すそから伸びた健康的な白い足が眩まぶしい。


　けれど、コートの裏側は、ブロンド少女のトランクに負けず劣らず、変わった作りになっていた。何十というポケットがあって、そのひとつひとつに眼鏡が収納されていたのだ！　外に出ているフレームが、ギラギラ光っている。


（な、何なんだ、この子たち……）


　瞳は何とか体を起こすと、睨にらみ合う二人の少女を見た。もはや、互いのことしか目に入ってはいない様子だった。放っておいてくれるなら、その方がいい。


　どんどん野や次じ馬うまが集まってきていて、車道では車が渋じゆう滞たいを起こし、後ろの方でクラクションが幾いく度ども鳴らされていた。誰だれかが、警察と消防車と救急車を呼べ、と何度も叫んでいる。面倒なことになりそうなのに、少女たちは気にした様子もない。


「邪じや魔まはさせないわ、《スペクタクルズ》！」


　先に動いたのはブロンド少女。


　彼女はトランクをぐるりと回し、ケースが眼鏡っ娘に向くようにしてその陰に隠れると、瞳の目の前で、何の躊ちゆう躇ちよもなく黒のドレスを脱ぎ、一いつ瞬しゆんにして、白いスリップ姿になった。


「うわ！」


　驚おどろいたのは瞳の方である。合コンなどにも出て、適当に遊んでいるとはいえ、彼女いない歴一七年の若者にとって、女の子の生着替えを見たのは、まだ教室で男女が一いつ緒しよに着替えをしていた、小学校四年生以来のことだった。


　だがまったく気にした様子もなく、少女はハンガーから手早く一着の服を選ぶと、ものすごい早はや業わざで袖そでを、裾を通した。瞬またたく間に着替えが済んだその恰好は、どう見ても、


（ガ、ガンマン？）


　そう見えた。西部劇に出てくる、あれである。ご丁てい寧ねいに、革のチョッキの胸の部分には金色に輝くシェリフバッチがついている。体格に比べて大きめのガンベルトには、銃身の長いリボルバー拳けん銃じゆうが収まっていた。


　少女は最後にテンガロンハットを被かぶると、両腕をだらりと下げて、トランクの横にゆっくりと歩み出た。眼鏡めがねっ娘こは動かない。しかし、レンズの向こうの瞳ひとみは、油断なく、ガンマン少女の一挙手一投足を見つめている。


　異様な緊きん張ちよう感かんに、辺りは静まり返った。


　その時、すぐ近くの歩行者用信号機が電子的なメロディを奏かなで始め、ガンマン少女の腕が動いた、と思った瞬しゆん間かんには銃声が響ひびき渡り、トレンチコートの眼鏡少女の後ろで、店の巨大なショーウインドウが粉々に砕け散った。彼女は、その瞬間には、すでにそこには立っていなかった。横っ飛びに跳び、歩道を転がる。それを追いかけるように、銃じゆう痕こんが刻まれて行く。


「わーっ！」


「キャーッ！」


　頭からガラスの破片をかぶった野や次じ馬うまの口から、悲鳴が上がる。瞳ひとみは素早く伏せたが、そのまま逃げ出す者も多かった。銃犯罪が日常的ではない国の人間の反応だ。


　銃声はすぐに止やんだ。撃うち尽くしたのだ。リボルバーは通常、六発しか装そう塡てんできない。ガンマン少女はトランクの陰に隠れると、スウィングアウト式のシリンダーを横に出し、空から薬やつ莢きようを捨てて新しい弾を再装塡した。


　頭を出しかけたところへ、銃じゆう撃げきが来た。黒い餅もちのようなものが、次々とトランクに当たって跳はね返る。眼鏡少女が、反撃を開始したのだ。


「この××の×××！　俺おれ様さまのこの銃弾で、貴様の腐くさりきった××を撃ち抜いてやる！」


「言ってなさい！　この裏切り者！」


　すぐに、ガンマン少女も撃ち返す。


（冗談じゃないぞっ！　何なんだよ、いったい！）


　映画の撮影なんじゃないか、という想像が浮かんだが、ガンマン少女の撃っている弾は、どう見ても実弾だった。あれが、あらかじめ歩道に火薬を仕込んだタイルを埋め込んでいるのだとしたら、大した予算がかかっている映画だ。


　その時、殆ほとんど真横でタイヤが鳴る音がして、瞳は顔を上げた。ゴムの焦こげる匂においが鼻をつく。すぐ脇わきに、軽トラックが停車していて、乱暴に扉が開いた。


「瞳クン、乗って！」


　ぴったりした膝ひざ上うえのスカートの、カーキ色の女性自衛官のスーツを着こなした女性が、そう叫んだ時には、瞳は反射的に立ち上がっていた。マウンテンバイクを荷台に放り込むようにして、助手席へと体を滑すべり込ませる。ドアを閉める前に軽トラは発進し、危あやうく放り出されそうになって、瞳ひとみはシートにしがみついた。


　何とかドアを閉め、シートに体を固定すると、大きく息をついてバックミラーを見た。もう少女たちの姿は見えなかったが、銃声は間断なく続いている。と、轟ごう音おんと共に炎が噴き上がって、瞳は首を竦すくめた。おそらく、車が爆発したのだろう。


（何なんだよ、まったく……）


　瞳は、腹部に張り付いていた、黒い餅もちのようなものを剝はがすと、それをダッシュボードの上に投げて、深いため息をついた。


　まったく、わけがわからない。


　ただひとつ確かなのは、きっと荷台のマウンテンバイクには、傷がついてしまっただろう、ということだった。もし、あれが映画の撮影なら、絶対に弁償させてやる──瞳は、ずるずるとシートに体を沈み込ませながら、頰ほおを膨ふくらませて、そう誓った。





『自衛隊東京港湾駐ちゆう屯とん地ち』──分厚い木の板に立派な字でそう書かれた看板が掲げられた門柱の横の通用門をくぐって、詰つめ所しよで手続きをした瞳は、荷台から降ろしたマウンテンバイクに跨またがって、高い木々の植わった道を慣れた様子で走り抜けた。


　鉛なまり色いろの雲はまだ西の空にあって、ここには届いていない。しかし、雲の真下は暗く翳かげっていて、雨が降っているのがわかった。


　ドックには最新型のイージス艦かんが二隻せきと、いまだに空母ではないと言い張っている、ヘリコプター母艦が一隻、停泊している。艦の甲かん板ぱんに着陸しているのは、くたびれた感じのある大型の、コンバットレスキューとかいうタイプのヘリだ。あの母艦は、確か海外の演習に参加していたはずだが、戻ってきたらしい。兵器にはたいして興味はないが、いつもいつも伯お父じが自慢するので、ついつい覚えてしまった。


　常駐している隊員は多くなく、大抵の人間が瞳のことは知っているので、高校生がマウンテンバイクで基地内を走っていても咎とがめられることはない。


　入り口から三分ほど走ったところにある、青い外壁の、五階建てのビルの前に愛車を止めて、瞳は自動ドアの前に立った。いつも思うのだが、ここのドアは反応が悪い。マットの上に載ってから開くまで、数秒かかる。安物なのかもしれない。


　分厚いガラスのドアが左右に分かれて開くと、温かい空気が流れてきて、体を温めてくれた。内側に置かれた椅い子すに座って雑誌を読んでいた若い隊員に軽く会え釈しやくをして、エレベーターの前に立ってボタンを押すと、すぐにドアは開いた。


　伯父の部屋がある五階のボタンを押して、ドアを閉めようとした時、


「あ！　待って、瞳クン！」


　そう声がして、瞳は慌あわてて『開』のボタンを押した。


　ふわり、と甘い香水の匂においをまとって、一人の女性がエレベーターに乗り込んできた。カーキ色の女性自衛官用の制服に、ほっそりしていながらメリハリのある体を包んでいる。美しいストレートの髪が肩から背中へと流れ落ちていて、それを軽く白い手で整えるようにして、その女性は綺き麗れいな顔でにっこりと微ほほ笑えんだ。


　もちろん、先刻、わけのわからない騒そう動どうから自分を救い出してくれた、あの女性だ。


「ありがとう、瞳ひとみクン。このエレベーター、一度、行っちゃうと、なかなか来ないのよね」


　駐車場から走ってきたのだろう。頰ほおは少し上気している。


「まさか、千ち里さとさんが迎えに来てくれるとは思わなかったな」


　瞳は『閉』ボタンを押しながら言った。どこかに寄って来たのか、彼女は手に書類か何かが入った紙袋を持っていた。


「そう？　瞳クンに呼ばれたら、室長に言われたんじゃなくても、わたし、すぐに行くけどナ」


　そんなことを言って、千里は薄く微笑んだ。大人の女性の笑みだ。


　瞳は、ほんの少し頰が熱くなるのを感じながら、衿えり元もとを緩ゆるめた。


　ところで『室長』とは伯お父じのことである。彼のここでの役職は、自衛隊特殊戦略室・室長というもので、階級は一等特佐。父の上官に当たる。その部署が、どんな目的で作られて、どんなことをやっているのかは、瞳は知らなかった。訊きいたことはあるが、教えてもらえていない。身内とはいえ、瞳は一般人なのだから、当然と言えば当然だが。
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「そうだ。勝まさる、今日の夕飯のこと、何か言ってなかった？　あの子、今日、当番なのよね」


　エレベーターの中は広いのに、どうしてだか二の腕が触ふれ合うくらい近くに立って、彼女は首を傾かしげ、大きな瞳ひとみで瞳ひとみの顔を覗のぞき込むようにして訊きいた。


　勝まさる、というのは、今日の合コンを企画した同じクラスの友人である。目の前の女性──伯お父じの秘書官である、栗くり原はら千ち里さと特曹長は彼の姉なのだ。


　彼らの両親は都会暮らしを嫌って地方へ引っ越し、現在は姉弟二人暮らしである。クラスの男子は、美人のお姉さんと二人きり、というシチュエーションを羨うらやましがっているが、本人は『うるさいだけだぜ』と言っている。


「餃子ギヨウザがどうの、って言ってたけど……勝が作るの？」


「まさか。あの子がそんな手の込んだもの作れるわけないわ。そう言ったんなら、きっとスーパーのお惣そう菜ざいコーナーで買ってくるつもりか、冷凍でしょうね」


　千里は子供っぽく唇くちびるを尖とがらせた。こういう時は、とても二五歳には見えない。


「あーあ。何が悲しくて、仕事で疲れて帰って、弟と二人で冷たい餃子をつつかなくちやならないんだか。ビールでも飲まなくちゃやってられないわよね？──って、瞳クンにはまだわかんないか」


「ビールくらい、飲んだことあるよ」


「あー、いけないんだ。室長に言いつけちゃうわよ？」


　千里はほっそりした指で、瞳の鼻をつついた。


「お酒は、二〇歳になってから[image: ]」


　ウインクをして見せる。そんなことを言っても、絶対に伯父に言ったりしないだろうことはわかっていた。単に、からかわれているのだ。そうわかっていても、不思議と嫌いやな気分にはならないのが、千里の得な所だと思う。


「千里さん、だったら伯父さんに焼肉奮おごってもらおうよ。俺おれ、たかるつもりだから」


　当然、すぐに飛びついてくると思ったのだが、意外にも彼女は眉まゆを顰ひそめた。


「うーん、今日は多分、無理だと思うけどな」


「何で？　何か仕事？」


　だが千里は答えてはくれず、真まっ直すぐに立って、顔を扉の方に向けてしまった。表情は険しいわけではないものの、それはかたくなに秘密を守る、一人の自衛官の顔だった。


（まずいこと訊いちゃったな）


　瞳は、質問を後悔した。沈ちん黙もくがエレベーターの中に広がって息苦しい。けれど、それは長い間のことではなかった。程ほどなくエレベーターは五階に到着し、ドアが左右に分かれて開くと、ホッとしたのは瞳だけでなく、千里の方もだったらしい。


　彼女はにっこりと微ほほ笑えむと、先にエレベーターを降りて、ドアを手で押さえてくれた。瞳が降りるとドアは閉まり、エレベーターは下降していった。


　二人は廊下を右に向かい、一番奥まった場所にあるドアの前で立ち止まった。プレートには『ＳＤＦ─ＳＳＳ』とある。『ＳＤＦ』は『Ｓｅｌｆ　Ｄｅｆｅｎｃｅ　Ｆｏｒｃｅｓ』──つまり『自衛隊』のことで、後ろの『ＳＳＳ』は『ＳｐｅＣｉａｌ　Ｓｔｒａｔｅｇｙ　Ｓｅｃｔｉｏｎ』──『特殊戦略室』の略だ。伯お父じが統括しているここは、後半部分をとって『スリーエス』と呼ばれているらしい。


　千ち里さとは背筋を伸ばしてドアを叩たたいた。


「室長、瞳ひとみクンがいらっしゃいました」


「おう、入れ」


　すぐにそう応こたえが返って、千里はドアを開けてくれた。


　革リュックを背負い直して中に入ると、正面のスチール製の机の向こうに座った伯父が、太い腕を上げた。ここ数日、家に帰っていないのか、無ぶ精しよう髭ひげが伸びている。スーツの上着は椅い子すの背にかけていて、少しくたびれた感じのするワイシャツと、ベストという恰かつ好こうだ。ネクタイは思いきり緩ゆるめている。


「伯父さん、また家に帰ってないのかよ？」


　勧すすめられるよりも前に、いつもの定位置である黒い革ソファーにリュックを下ろして、瞳は訊きいた。千里は、彼の目の前のテーブルに、手にしていた書類を置くと、コーヒーでいい？　と訊き、頷うなずくと、踵きびすを返してコーヒーサイフォンへと向かった。


「ちょっと、ごたごたしててな」


　くわえていた煙草タバコを灰皿に置くと、伯父は、手にしていた書類を放った。机の上には、書類が山と積まれていて、伯父の姿は、その谷間からかろうじて覗のぞいている、といった感じだ。崩れたら、と思うと人事ながらぞっとする。


「千里君、俺おれにもコーヒー」


　言って、伯父は机を回ると、ソファーへとやってきた。彼の左の脇わきには、革製のホルスターが吊つられていて、本物の銃が納められている。どっか、と座ると、タイミングよく伯父と、瞳の前にコーヒーが置かれた。とても、いい香りがする。伯父のソーサーにはカップの他ほかは何も載っていないが、瞳のそれにはスティックタイプのシュガーとミルクがあって、瞳は両方ともカップに入れて、よく搔かき混ぜた。


「南米の本物だぜ？」


　瞳が飲んだのを見て、伯父はそう言ってニヤリとした。まるで、やばい薬でも入っているかのような、怪しげな言いようだ。単に、向こうの御土産おみやげ、ということなのだろうが。


「それで？」


　啜すすりながら、瞳は訊いた。


「雨に降られる危険を冒して来たんだから、よっぽどのことだよな？」


　すると伯父は、同じ大きさなのに、彼の手の中にあるとデミタスコーヒー用に見えるカップを包むように持ち、唇くちびるの端を持ち上げるようにして不敵な笑みを浮かべた。


（まずい）


　瞳ひとみは、来たことを後悔した。この顔は、面倒を押し付けようとしている顔だ。


「実は、おまえに頼たのみたいことがあってな」


（ほら来た）


　この伯お父じがこういう顔で、こういうもって回った言い方をする時は、並みの面倒ではない。


　前にも、馬ば鹿かでかい犬の世話を半月も押し付けられたことがあった。しかも一匹ではなく、十匹である。その上、ようやく馴なれて情もわいた頃ころに、容よう赦しやなく取り上げるのだから質たちが悪い。他ほかにも、体長八〇センチのワニの世話などもしたことがある。


「……生き物お断り」


　瞳がそう言うと、伯父は目を丸くした。


「どうしてわかった？」


「やっぱり、そうなんだな？　あれだけ何度も押し付けられれば、伯父さんの態度でわかるって。とにかく、動物だけはもうごめんだからな。大体、なんで俺おれなんだよ」


「そりゃあ、おまえが寂さびしがり屋だからさ」


　さらりと言った伯父に、ぶう、とコーヒーを噴きかけそうになって慌あわてて飲み込み、


「うげっ、げほっ、ごほっ」


　瞳は思い切り咳せき込んだ。あらあら、とすぐに千ち里さとが飛んで来て、ハンカチで口元を拭ぬぐってくれようとするのを、押し返す。


「な、なんだよ、それ」


「言葉通りだぜ」


　伯父はコーヒーを飲み干すと、カップをソーサーに戻してニヤリとした。


「俺がただ、出張に出かける隊員のペットを無造作におまえに預けたと思うか？　そりゃあ違う。俺は、おまえが落ち込んでいる時に、そいつを慰なぐさめてやろうと思ってだな、それで世話を頼んだんだぜ？」


　そう言われれば、思い当たる節がなくもなかった。世話を頼まれた時期は、高校の滑すべり止め受験に失敗した（本命は受かった）時とか、マウンテンバイクを盗まれて、しかもそれが壊こわされて見つかった時とかだった気がする。


　瞳は、カーッと顔が熱くなるのを感じた。確かに、あの動物たちにはずいぶんと助けられたが、伯父にそんな風に思われていたとは、夢にも思わなかった。


「そ、そんな慰め方あるかよ……だ、大体、俺は今、落ち込んでなんかねえよ」


「だろうがな、今度ばかりはこっちの都合だ──おい、入れ」


　伯父は、瞳たちが入ってきたのとは別のドアの方に向かって、そう呼びかけた。


　ノブの回る音に瞳は振り返り、あっ、と声を上げた。


　ドアを開けて入ってきたのは、赤い革製のトレンチコートにパールホワイトの眼鏡めがねをかけた、黒いロングヘアーの一二、三くらいの美少女──変な弾を込めた銃をいきなり人に向けてぶっ放した、あの眼鏡めがねっ娘こだったのだ！


「おまえ！」


　思わず腰を浮かして身構えた瞳ひとみに冷たい一いち瞥べつを向けただけで、少女はあとは彼を無視して伯お父じの座ったソファーの後ろに──つまりは瞳の正面に──回り、軽く足を開いて両腕を腰の後ろの辺りで組んで立った。まるで、よく訓練された軍人である。


「何だ、もう会ったのか？」


「会ったっていうか……」


　あんな話をして、信じてもらえるだろうか？　とてもそうは思えなかった。すると、畳たたんだハンカチをスカートのポケットにしまいながら、千ち里さとが、


「室長。わたしが駆けつけた時には、彼女は瞳クンを護まもって、すでに交戦中でした」


　そう、わけのわからないことを言った。


「護って!?」


　思わず、聞き返してしまった。そんなはずはない。実弾じゃなかったとはいえ、いきなり撃うたれたのだ。今もまだ、ずきずきする。きっと痣あざになっているだろう。


「ま、待ってくれよ。俺おれ、そいつにいきなり撃たれたんだぜ……？」


　伯父は眉まゆを顰ひそめて、少女を振り返った。


「本当か？」


「ゴム・スタン弾だ。問題ない」


　しれっと言う。


「ないわけあるかっ！」


　思わず瞳は声を荒げたが、少女は無表情を崩さなかった。そんな瞳の様子に、伯父も、千里も、珍めずらしい物を見たかのように眉を上げ、それに気がついた彼は、浮かしたままだった腰を降ろして、いつものように感情を押し殺した。


　伯父は貫かん禄ろくのある肩を竦すくめて、


「……まあ、そんな事故もあるさ。流れ弾に当たるなんてのは戦場じゃよくあることだ」


　と言ったが、あれは流れ弾などでは断じてなかった。明らかに、狙ねらって撃ったものだ。それに、何よりここは戦場ではない。


　だが、そんな心の抗議に気付いた様子もなく、伯父は更に、


「で、まあ。今日からおまえには、この娘こと一いつ緒しよに暮らしてもらうことにしたから」


　そう、とんでもないことを言った。


　瞳は、驚おどろいて思わず目を剝むいた。一人暮らしの健康男子の自分に、こんな女の子を預かれだって!?　言っている意味がわかっているのだろうか？　しかも、いきなり人のことを撃つような危ない人間を！


「ち、ちょっと待ってくれよ、伯お父じさん。無理だって！　この子は、女の子だぞ？　今まで預かったペットと同じみたいに、そんな軽く言われても──」


「そりゃまあ、男の子じゃねえやな。いいじゃねえか。おまえのとこ、部屋、たくさん余ってるだろ？　ちょうどいいさ。あいにく俺おれの家は手て狭ぜまだし、千ち里さと君のところは、ほら、まあ色々あるだろう？」


　瞳ひとみは、千里をちらりと見て、そりゃそうだけど、と口の中で呟つぶやいた。困ったように彼女は曖あい昧まいな微ほほ笑えみを浮かべる。彼女に問題はない。あるのは弟の勝まさるの方だ。確かにあいつの所よりはまし──と考えそうになって、瞳は慌あわてて首を振った。


「本気で言ってんのかよ？　そもそも、この子、誰だれなんだよ？」


「それなんだがな」


　伯父は腕を組んでソファーに体を預け、珍めずらく深刻そうな態度を見せた。この人が言い澱よどむなどめったにない。それが逆に《わけあり》であることを強く滲にじませていた。


「な、なんだよ……」


「瞳……驚おどろかないで聞けよ？──お前は、今、南米のとある組織に狙ねらわれている」


「は？」


　いきなり飛んだ話に、瞳の思考は、まったくついていけなかった。少女が自分を護まもった、というのもずいぶんな冗談だが、これは更にその上を行く。


　だが、構わずに伯父は先を続けた。少し背を丸めて、膝ひざに両りよう肘ひじを乗せて手を組んだ様子に、ふざけた所はない。


「こいつはおまえだから打ち明けるんだがな。俺たちは少し前、南米にある武器トラスト──ぶっちゃけて言うと、武器の密売組織の連合の中核の組織と研究所を米軍と共に叩たたいた。作戦は八割方成功。ところが、だ。研究所の所長で、コードネーム『パパ』と呼ばれる科学者を、開発中だった特殊兵器と共に取り逃がしちまった。──んで、その科学者が、おまえを狙ってるってわけだ。わかったか？」


「わかるかって」


　途と中ちゆうで話が飛びすぎである。


「それと俺が、何の関係があるんだよ？　それに、この子と一いつ緒しよに暮らさなくちゃならない理由にもなってないだろ」


「そうか？　じゃあまあ、もう少し話すか」


　が、そう言ったきり、伯父は沈ちん黙もくした。何をどこまで話すか、考えているのだろう。現在まだ、自衛隊は海外への出動は法律で認められていない。続発するテロに後押しされる形で、色色と改正案は出されているが、非戦闘、が大前提である。だが『ＳＳＳ』はすでに、秘密裏に海外で実戦に参加している。表向きは演習と称して。瞳の父──高たか幡はた勇ゆう二じは、その実戦部隊の隊長だった。


　瞳ひとみは、カップを手にすると、残っていたコーヒーを飲んだ。ちらりと伯お父じの後ろの少女に目をやると、彼女は微動だにせずに立ったままだった。まるでマネキンだ。まったく動かないこともそうだが、とにかく表情というものが感じられない──確かに、可か愛わいいことは可愛いが。


「ようするに、だ」


　たっぷり五分は経たってから、伯父は口を開いた。


「その壊かい滅めつ作戦に勇ゆう二じが参加していたんだが、とにかく徹底的に研究所を破は壊かいした。まあ、ちょっとしたイレギュラーな事態が起こって、所長を取り逃がしちまったわけなんだが、どうもそいつが復ふく讐しゆうを誓ちかったらしいんだな──《グリーンデビル》の血族は、誰だれ一人生かしてはおかない、と。それで、おまえが狙ねらわれているってわけだ」


「ち、ちょっとまってくれよ？　じゃあ、父さんのツケで、俺おれ、そんなおっかない連中に殺されそうになってるってわけ？」


「すぐには殺されない。連中はおまえを拉ら致ちし、じっくりと復讐をするつもりだ」


「ははは、伯父さん、冗談はやめてくれよ。大体、その肝かん心じんの父さんはどうしたのさ？」


「勇二は、まだ南米だ。部隊は引き上げたんだが、撤てつ退たいに間に合わなかった」


　伯父の口調があまりに淡々としていたために、意味する所がわからず、瞳は目を瞬またたいた。だが、じわじわと染しみてくると、胃の辺りがぎゅっと絞しぼり込まれるような感じがした。


「……それって、死んだ、ってことか？」


「いや、大だい丈じよう夫ぶだろう」


「気休めはやめてくれよ、伯父さん」


　瞳は、年に似合わぬ苦笑を浮かべると、組んだ手の指を忙せわしなく動かした。


「それに……別に、どうでもいいさ」


「気休めなんかじゃないぞ？　密林戦でのサバイバルで、あいつに敵かなう奴やつはそうはいない。アメリカのシールズ、イギリスのＳＡＳ、ドイツのＧＳＧ９でも、研修を受けたが、そこの教官が舌を巻いたほどだ。おまえは知らないだろうが、勇二が入った周囲数キロの密林は死の庭になる、と言われたほどの男なんだぞ？」


「そんなの、知るわけないだろ。母さんが死んでから、殆ほとんど家にいない男のことなんか。たまに帰ってきたかと思うと、俺をシゴキまくりやがって。おかげで、憶おぼえたくもない技術ばっかり体に叩たたき込まれちまったよ」


「そいつは財産だぞ？　今じゃ逆にあちこちの特殊部隊から、教練に来てくれ、と内々に依い頼らいが来るほどの男なんだからな」


「だから、どうでもいいって、そんなこと」


　瞳は、組んだ自分の拳こぶしに爪つめを立てた。


「高校生に、ジャングルでのサバイバル技術とか、ナイフの使い方がなんの役に立つんだよ。富士の樹海にでも潜ひそんで、ランボーごっこでもやれっての？──まあ、いいや。俺が狙われているってのはわかったよ。伯お父じさんと、千ち里さとさんの様子を見れば、噓うそじゃないらしいってことはわかるからさ。実感はないけど。で？　それと、その子と暮らすことに、何の関係があるんだよ？　まさか、父さんの隠し子とか？」


「ふざけてる場合じゃないぞ、瞳ひとみ」


　伯父の表情が険しくなった。まるで人食い熊くまだ。だが、怖くなどない。こんな話、まともになど聞けるものか。瞳は、大おお仰ぎように肩を竦すくめてやった。伯父は眉まゆを顰ひそめ、小さく息をついた。


「……いいか？　この子は、おまえの護衛だ」


「妹、って方が、まだ冗談としては面白いと思うな」


「冗談なんかじゃない。おまえ、見たんだろう？　この子の戦っている様子を」


　瞳は、口の端を意識的に歪ゆがめた。


「じゃあ、何？　俺おれを狙ねらってるって殺し屋は、その子と銃じゆう撃げき戦せんをやった、あのブロンドのちっちゃな女の子だってわけ？」


　伯父がちらりと眼鏡めがね少女を振り返った。


「《ドレス》だ」


　少女は、淡々とした声でそう答え、それを聞くと、伯父は喉のどの奥で唸うなった。


「投入してくるとは思っていたが……第一世代の《ＭＭＰＳ》か」


「そうだ」


　瞳は眉を顰めた。何の話だか、さっぱりわからない。


「何だよ、その《ＭＭＰＳ》って？」


「機密事項だ」


「あっそう」


　にべもない答えに、瞳は立ち上がった。


「まあ、いいけどさ。──とにかく、こんなわけのわからない子供と暮らすなんて、俺はお断りだね。確かに、銃撃戦は見たけど、だからって、腕がいいのかどうかなんてことは、善良な一般市民の俺にはわからないしさ。どうせ護まもってくれるんなら、もっと頼たのもしそうな隊員にして欲しいね」


「それで、おまえが護れるなら、そうしている」


　いつになく真剣な口調だった。その言葉の力に押されて、瞳はリュックに伸ばした手を、思わず止めて伯父のことを振り返った。


「《ＭＭＰＳ》とは、ある特殊な処置を施ほどこされた兵士のことだ。おまえを襲おそったという少女は、並みの兵士など問題にならないほどの力量を持っている。しかもあの容姿だ。『拉ら致ちする』という大前提がなかったら、おまえはとっくに死体になっている」


　脳のう裏りに、ブロンド少女の微ほほ笑えみと、


『つ・か・ま・え・た』


　という甘ったるい声が蘇よみがえってきて、瞳ひとみはぞっとした。


「で、でも、何で、俺おれを殺さないで拉ら致ちしようとしてるってことがわかったんだよ？　わざわざ予告があったわけじゃないんだろ？」


　そう訊きくと、伯お父じは立てた親指で、後ろに立つ少女を指した。


「彼女に聞いた」


　ちらり、と見た眼鏡めがね少女は、相変わらずの無表情さで、瞳を見つめ返した。


「この子も──ロシィも《ＭＭＰＳ》だ」





　窓まど際ぎわに立ち、マウンテンバイクを押しながら、眼鏡少女──ロシィと並んで帰っていく瞳の後ろ姿を見つめるボスの雑然とした机の隅に、千ち里さとはコーヒーを置いた。


「千里君──《ドレス》だったか？　そいつは、どうなった？」


「行ゆく方え知れずです」


　トレーを胸に抱くようにして、千里は答えた。


「だが、目立つだろう？　金髪碧へき眼がんの少女が、馬ば鹿かでかいトランクを持ち歩いてるんだ」


「そのはずなんですが……依い然ぜん、見つかってません」


　それを訊くと、阿あ部べ室長はため息をついた。


「やはり、侮あなどれない、ってわけか」


　千里は窓のところへ行き、ボスと並んで立つと、彼を見上げた。


「……室長。どうして、瞳クンを駐ちゆう屯とん地ちで保護しないんですか？　いくらあの子が《同じ》でも、一人では限界があると思います」


　口調を自衛官らしく改めた千里の問いに、室長はゆっくりと首を振った。


「瞳を《組織》で守れば、必ず知られることになる。俺は、あいつを誰だれにも利用させたくはない。トラストの連中はもちろん、アメリカ──それにこの国の連中にもだ」


「でも、それでは全すべてが後手に回ってしまいます」


「わかっている。だがあいつも、それにあの子も、上の連中に知られれば、実験台にされるだけだ。そいつは……避さけたい。知っている人間は少なければ少ない方がいい。『ＳＳＳ』の隊員はいい。元々が、俺と勇ゆう二じの我わが侭ままで作った組織だしな。だが、他ほかは──」


　室長は、千里を振り返ると、少し困ったような笑顔になった。


「……そいつは、やっぱりダメかね？」


　この、悪いた戯ずらを見つかった子供のような顔を見せられると、どうにも逆らうことができない。


　千里は、ほう、と湿ったため息をついて、ゆるゆると首を振った。


「すまねぇな」


「いいです、もう。室長が、言い出したらきかないってことは、知ってますから」


「ま、そういうことだ」


　一転、彼は瞳ひとみに度たび々たび見せていた、自信に溢あふれた男の笑顔になった。


「……ところで、アレの方はどうなってる？」


「例の、ジュラルミンケースに入っていた《眼鏡めがね》ですか？」


「ああ」


「特殊な樹脂で固められていて、取り出すのは簡単には行かないみたいです。下手に薬品に浸つけたり、振動を与えたりしても、《眼鏡》ごと、粉砕してしまう可能性があるそうですから。それと、部隊が持ち帰った《ＭＭＰＳ》調整用といわれている機械ですが、マニュアル一式と資料が撃げき墜ついされた方のコンバットレスキューに搭載されていたために、解析には時間がかかりそうです。特佐を探された方が早いと思われますが？」


「現地に、協力要請は出した」


「『ＳＳＳ』部隊は、やはり動かせないんですか？」


　室長の眉まゆが微かすかに曇くもる。


「どこから漏もれたんだか、南米での極秘作戦を野党が疑っているらしい。防衛庁の方から、しばらくは活動を自じ粛しゆくするよう促された。仕方ない。まあ、色々と面倒をかけると思うが、頼たのむわ」


「はい」


　千里は頷うなずと、窓を振り返り、小さくなっていく二つの背中を見送った。
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（やっぱり、送ってもらえばよかったなあ……）


　まるで夏の夕立のように降り注ぐ夜の雨を、自衛隊官舎であるマンションのホール外の張り出しの下に立って、瞳ひとみはため息と共に見上げていた。自分の家がある、同じ造りの官舎のマンションまでは公園を突っ切る必要がある。


　今出れば、間違いなくずぶ濡ぬれだ。


　マウンテンバイクに乗っていれば、降られる前に帰り着くことができたのだろうが、隣となりで無表情な顔で立つ少女──ロシィと名乗った──が、何が入っているのか、巨大なトランクを背負っていたので、後ろに乗せるわけにも行かず、ひたすら押してくるしかなかったのだった。


　何しろ重い。


　瞳は一応、女の子に対するいつもの調子で、持とうか？　と声をかけ、頑丈そうなベルトに手をかけたりもしたのだが、これが殆ほとんど動かなかった。するとロシィはまったくの無表情で、彼を押しのけてそれを背負うと、とっとと歩き出してしまった。


　これでは、申し出た自分が馬ば鹿かみたいである。


（……まったく、可か愛わいげのないやつ）


　誰だれに対してもにこやかに接する瞳だったが、これだけ無ぶ愛あい想そうだとさすがに、上う手まくやろうと思う気も失うせる。どのくらいの間になるのかわからないが、こんな子供と一いつ緒しよに暮らさなくてはならないのかと思うと、うんざりする。


（大体、信じがたいんだよな）


　伯お父じが冗談を言っているとは思わなかったが、自分がわけのわからない組織の標的にされているというのは、どうしても実感が湧わかなかった。


　父が何か危ない任務に着いていることはいい加減、知っていたし、その辺の口止めも、物心ついた頃ころからよくよく言い聞かされていたが、父は、佐官とはいえ、たかが一自衛官であり、自分はその一人息子だった。それを、わざわざ狙ねらうというのがわからない。


　しかも、それに対抗する手段が、こんな子供だとは──やはりなにか、騙だまされているんじゃないか、という気になる。


　だとしでも、最終的には逆らえなかった。父の留守中は、伯父が保護者なのだ。特にバイトもせずにふらふらしていられるのは、伯父を通してもらう、父の給料のおかげである。これを差し止める、といわれてどうして、まだ我を張れよう。


　バイトをすることに抵抗はないが、瞳は、あの『履り歴れき書しよ』という奴やつが大嫌いだった。特に、家族構成を書かなくてはならないのが、腹が立つ。父子の名前しかないことに気がついた時の、面接担当者の顔が嫌いだった。あの顔を見ると、心の中に土足で入ってこられたような気分になる。家族構成と仕事の能力に何の関係があるんだよ、と思うのだが、一七歳という年齢は、そんな主張を簡単に押し潰つぶしてしまう。


　それを思えば、この少女を受け入れる方がましだった。立場は、家主の自分の方が上だ。最初にガツンと言っておけばいい。どんな訓練を受けているかは知らないが、しょせんは、この間まで、トランクの代わりに、ランドセルを背負っていたような少女である。


　それに、あの伯お父じとは今後も良好な関係を続けて行きたかった。彼は、あまり羽は目めを外したりしなければ、生活に干渉したりしないでくれる。真に理想的な保護者だった。


　唯ゆい一いつの例外が、今度のことだ。


　長く関係を続けて行くためには、たまには退ひくのも必要だ、ということを、瞳ひとみは、微妙な人との距離を保つコツとして、身をもって憶おぼえていた。


　仕方ない、とあきらめた方が得策だな、と彼は結論した。


　本気か冗談かわからないが、伯父が、狙ねらわれていると言うのなら、彼のＯＫが出るまで、同居をするしかないのだろう。


　一いつ緒しよに生活をするに当たって、少女の分の生活費（食費、光熱費、その他雑費を含む）がかなりの額上乗せされるのを、慰なぐさめとするしかない。節約をピンはねと言うなら言え、という気持ちである。


「……なあ」


　雨に濡ぬれる公園を見ながら、瞳は駐ちゆう屯とん地ちを出てから初めて、ロシィに声をかけた。


「おまえ、日系か？」


　顔はもろに日本人であり、日本語も流りゆう暢ちよう、だが、名前はいかにも外国っぼいのでそう訊きいたのだが、


「知らん」


　その即答に、瞳は少女を振り返った。


　ロシィは真まっ直すぐに、完全に左右シンメトリーに立って、やはり公園を見つめていた。


「なんだよ、知らないって」


　パールホワイトの眼鏡めがねの向こうで、ロシィは黒い瞳だけを動かして、瞳を見た。


「言葉通りだ。わたしたちに、過去の記き憶おくはない。必要がないから削除された。人種のことを聞いているのなら、おそらくはアジア・モンゴロイドなのだろう。この顔はいじられているから意味はないが、肌の色は元のままだ。国籍を問うているのなら無意味だな。しかるべき手段をとれば、偽造は難しくはない。これだけ国家の多民族化が進んでいれば、どの国の人間でもおかしいとは思われない」


「は、はあ……」


　瞳は、そう答えるしかなかった。


　どうせ一緒に暮らさなくてはならないのなら、表面的にでも仲良くなろうと思って、パーソナルな話題を振ったのだが、これでは話が続かなかった。国の名前でも出れば、当たり障さわりのない観光話でもできたのだが、あの返事では会話を拒否しているとしか思えなかった。


　少女は、再び視線を公園に向けた。その綺き麗れいな横顔を見ながら、


（整形、してるのか）


　彼は、ロシィの言葉からその単語を拾った。


　している、というより、された、という方が正しいのかもしれない。


　結局、伯お父じからはあれ以上、詳しい話は聞き出せなかったが、それでもこの少女が《ＭＭＰＳ》というコード名だかなんだかの、武器密売トラストの新製品だとはわかった──伯父の話が真実だという大前提でのことだが。


　残ざん酷こくな話だが、それでも、子供が、暗殺やテロに有効な素体であるというのは理解できる。大人には、小さな子供は無害であるという思い込みがある。肉体的に勝っている、という生物としての本能が、そうした錯さつ覚かくを起こさせるのかもしれない。


　にこやかに微ほほ笑えむ人形のような少女が花束を持って近づくのを、無む碍げにする大人は少ない。権力者なら尚なお更さらだ。そこには人の目があるし、彼らはそれを非常に気にするからだ。


　そうした目的には、少女というのはまさしく、もってこいだろう。


　だが瞳ひとみは、ロシィを、かわいそうに、とは思わないようにした。記き憶おくがないのなら、本人にそうした意識はないだろうし、何より、自分がそう思われるのが嫌いやだ、というのがある。同じ場所に立ったこともないくせに何がわかる、と思うし、それはこのロシィにしても、同じだろう──そうとも、俺おれにはわからない。


　瞳は、少女と同じく、再び雨の公園に目を向けた。雨足は少し弱まったような気がするが、まだまだずぶ濡ぬれになるには十分だ。公園の中に立つ外灯が、降り止やまぬ雨を銀の筋として浮かび上がらせている。


「あっ……？」


　ぼんやりとその様子を見ていると、横合いの暗がりから唐とう突とつにそう声がして、瞳はぎょっとなった。隣となりでロシィが、素早くトレンチコートのベルトを外して、合わせに手を突っ込む。カチッと何かを外す音が確かに聞こえた。


（……夕方の女の子か？）


　雨音に紛まぎれてはっきりとは聞こえなかったが、バタバタと、雨粒が傘かさを叩たたく音が近づいてくるのを聞きながら、瞳は自分がほんの少し、緊きん張ちようしているのを感じた。あの少女も日本語は流りゆう暢ちようだった。サバイバルナイフがあれば心強いが、普ふ段だんは持ち歩いてはいない。


「…………」


　ロシィは無言で暗がりを睨にらんでいる。


　やがて、街灯の中に黄色い傘の布が現れ、続いて見えた姿に、瞳はホッとなった。


「木き沢ざわか」


「うん」


　瞳が言うと、彼女は微笑んだ。


　間違いない、木沢詠えい美みだ。いつも、タータンチェックのスカートの、ブレザータイプの制服姿しか見ていない分、ブラウスの上に暖かそうなモコモコしたピンク色のセーターにロングスカート、履はいているのは踵かかとの低いブーツ、という恰かつ好こうは新鮮だった。そのセーターは、大きな胸のせいで、プリントされた柄が少し伸びている。


　詠えい美みは傍そばに来ようと小走りになったが、その行く手を遮さえぎるように、赤い影が滑すべり込んできた。トンランクが腕にぶつかり、瞳ひとみは小さくうめいたが、ロシィは構わず、


「何者だ」


　トレンチコートに手を突っ込んだまま、そう問うた。おそらく、眼鏡めがねの奥から無表情に、彼女を見ているに違いない。


「え……？」


　足を止め、傘かさの下で、詠美は明らかに戸と惑まどいの表情になった。
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「貴様、第七世代か？」


　少女には似つかわしくない、ドスのきいた声である。


「な、何のこと？──ねえ、高たか幡はた。この子、何言ってるの？」


　明らかに気け圧おされている。詠美とは中学からの知り合いだが、あまり気は強い方ではない。いや、どちらかというと泣き虫だ。


「やめろよ、馬ば鹿か」


　瞳はロシィの頭を、がしり、と鷲わし摑づかみにすると、無理矢理自分の方を向かせた。それでも、強ごう情じようにも体は、詠えい美みの方を向いたままである。


「彼女は、同じクラスの友達だよ。名前は、木き沢ざわ詠美。伯お父じさんから、聞いてないのか？　俺おれと付き合いのある連中の名前とか、さ」


「……む、思い出した」


　ロシィはコートから手を抜き、それで瞳ひとみも手を離した。


「そういえば、そんな名前の女がいた。──だが、思い出せなかったのは、わたしの能力が低いせいじゃないぞ？　おまえは、どうでもいい人間との付き合いが多すぎる」


「あのなあ……」


　うんざりとしてため息をつくと、


「高たか幡はたにとって、あたしって、どうでもいい人間なんだ……」


　沼のそこに沈んだような声で、詠美がそんなことを言って、瞳は顔を上げた。彼女は黄色い傘かさの下で、拳こぶしを口に当ててうつむき、小さく肩を震ふるわせている──やばい。


「い、いや、そうじゃなくてさ。今のは、この子が勝手に言っただけで、そんなことないって！　本当だぜ？」


　慌あわてて言うと、詠美の肩の震えは大きくなった。ようやく、瞳は気がついた。彼女は、泣いているのではなく、笑っているのだ！


「木沢ぁ」


「うふふ、ごめんね？　噓うそ泣なきでした。──でも高幡、本当のところ、この子は？」


　さて、なんと答えたものか、と瞳は考え込んだ。もちろん、伯父の話をそのまま伝えるわけにはいかない。


　すると、詠美は何かを思いついたのか、あ、と声を上げ、その表情を曇くもらせた。


「高幡……もしかしてその子、今日の合コンの？　栗くり原はらのことだから、もしかして、とは思ったけど、いくらなんでもまずいよ。こんな小さな子を、お持ち帰りだなんて──」


「ば、馬ば鹿か！　んなわけないだろ！」


　瞳は、本気で慌てた。ロシィは、微かすかに眉まゆ根ねを寄せただけで、何も言わない。


「──ったく、大体どうして知ってるんだよ」


「どうして、って、栗原が自慢してたよ？　すごいのをそろえた、って。でも、まさか、本当に中学生との合コンをセッティングするとは思わなかったな。大だい丈じよう夫ぶなの？　ちょっと時期的にまずくない？」


「だ・か・ら、違うって言ってるだろ？」


　瞳は、少しいらついて髪をかきあげた。理由はわからないが、詠美には、わざとこちらを怒らせたりしているような節がある。


「うふふ、冗談よ？──でも、本当にどうしたの？　迷子だったら、交番に連れて行った方がいいんじゃない？　一いつ緒しよに行ってあげるよ？」


「あー……」


　妹、というのは通用しない。瞳ひとみが一人っ子だということくらいは、浅い付き合いでも彼女は知っているはずだった。


「……親しん戚せきの子なんだ。家でしばらく預かることになったんだよ」


　それを聞くと、詠えい美みの眉まゆは微かすかに曇くもった。


「なんだよ？」


「高たか幡はたって、一人暮らし……だよね？」


「おう──って、おい、変なこと考えてるんじゃないだろうな？」


「だって……若い男女が二人っきりでひとつ屋根の下──」


「馬ばぁぁぁぁ鹿か」


　真ん中の『ぁ』を伸ばして、瞳は思い切りそう言ってやった。


　詠美は、それを聞くと、にっこりとした。


「だよね」


　彼女は傘かさを差したまま屋根の下にくると、少し膝ひぎを折って、ロシィと目線を合わせた。


「こんばんは。あたし、木き沢ぎわ詠美。高幡の友達だよ？　よろしくね？」


「ロシィだ」


　この厄やつ介かいなボディガードは、ただその一言だけしか言わず、あとはスタンスを広めにとってポケットに手を突っ込んだまま、微動だにしなかった。当然、会話が続くはずもない。何となく気まずい空気が漂い始めて、瞳は代わりに口を開いた。


「んで、木沢はどうしたんだよ、こんな時間に。おまえの家、こっちじゃないだろ？」


　詠美の親は自衛官ではないから、官舎には住んでいない。


「やだな、高幡。まだ七時前だよ？──あたしは買物の帰り。ここをぬけると早いんだ。暗いからちょっと怖いけどね。高幡は？　その子を迎えに行って、それで雨に降られたの？」


「ああ、あと少しだったんだけどな」


「じゃあ、これ貸してあげるよ」


　詠美は傘を差し出した。


「二人で差して行きなよ。すぐそこだし、家に帰れば、傘、あるんでしょ？　あたし、ここで待ってるから」


「それは、駄だ目めだ」


「どうして？」


「見ろよ、この官舎。暗いし、殆ほとんど人気はないし、危ないだろ？」


「そうかな？　大だい丈じよう夫ぶだよ」


「俺おれが、嫌いやなんだよ」


「……迷めい惑わく？」


「じゃなくて！──とにかく、さっさと帰れよ。明るい道だぞ、いいな？」


　言って、瞳ひとみは雨の中にマウンテンバイクを担かついで飛び出した。


「あ──」


　と、声が追いかけてくる。公園に入ったところで振り返ると、ロシィは顔を流れる雨をものともせずに着いて来ていたが、詠えい美みはホール外の明かりの中に残っていた。


「気をつけてな！」


　ロシィが追いつくのを待って、瞳がそう声を張ると、


「うん、ありがとう！」


　雨の中に詠美の声が返り、彼女は雨の中に歩き出した。そうしなければ、こっちが動かないことをわかっているのだ。たとえ表面的な付き合いしかしていなくても、長くなれば、こちらの性格は、ある程度なら、わかってしまうものだ。


　薄うす闇やみの中、黄色い傘かさはやがて公園の周囲の木々に紛まぎれ見えなくなった。


　それを確認して視線を動かすと、ロシィがじっとこちらを見ていることに瞳は気が付いた。


　眼鏡めがねのレンズの表面を雨が流れて、彼女の瞳はよく見えなかったが、殆ほとんど感情を感じさせないそれは、昔、水族館で見た鮫さめの目を思い出させた。


「……なんだよ」


「いや」


　ロシィはそう言うと、先に立って歩き出した。迷いがないのは、どれが目的のマンションなのか、知っているからだろう。瞳も走り出し、彼女を追い抜いて公園を突っ切った。当然のことだが、遊んでいる子供も、たむろしている母親たちの姿もない──まあ、元々この官舎には入居者は多くないのだが。


（もっとちゃんと口止めしておけばよかったかな？）


　詠美との会話を思い出して、瞳はそう考えた。


　明日、学校に行ったら、勝まさるが五う月る蝿さいことは間違いない。何しろ何の連絡も入れず、約束をすっぽかしたのだから。その上、こんな少女と一いつ緒しよに暮らすことになったと知れば、何を言われるかわかったものではない。


「ちきしょう、俺おれにも幸せを分けろ！　友達だろ！」


　とか何とか言って、首をしめようとするに違いなかった。男のくせに、同性に対するスキンシップが少し過か剰じようなのだ──栗くり原はら勝は。ことさら撥はね除のけたり、邪じや険けんにしたりして、雰ふん囲い気きを悪くすることはないから我が慢まんはしているが、正直、鬱うつ陶とうしく思うこともある。それを除けば悪い奴やつではないのだが、何が気にいったのか、あれこれと構ってくる。


　瞳の方は特に興味もなかったから、千ち里さとから去年、


「弟が同じ高校に入ったのよ」


　と聞いても、特にどんな奴か訊きくこともしなかったのだが、勝の方は、色々と聞き出していたらしく、初対面でかなりのことを知っていた。更に、何の因果か同じクラスになってからは、否いや応おう無しに、その人となりを知らされる羽は目めになった。色々と。


　公園を抜けると、瞳ひとみは最後の数メートルを全速力で駆けた。


　巨大なトランクを担かついでいるのに、ロシィはまったく遅れずに着いて来る。


　エントランスの丸屋根の下に走り込んだ時、一ひと際きわ、降りが強くなった。真上で巨大な水道の蛇じや口ぐちを捻ひねったかのように、雨がマンションを包み、公園も、コンビニも、たちまち水煙に覆おおわれて霞かすむ。


「あぶねー……」


　心底、ホッとして呟つぶやくと、隣となりで、


「それは、木き沢ざわ詠えい美みのことか？」


　そんな声がして振り向くと、髪や、形のいい顎あごから雨を滴したたらせて、ロシィが公園の方を見つめていた。本当に鮫さめのようだ──獲物を狙ねらっているような。


「違うって言ってるだろ」


　瞳は、担いでいたマウンテンバイクを下ろすと、鞄かばんや顔についた雨を拭ぬぐった。リュックもバイクも、あとでよく手入れをしなくては。


「土ど砂しや降ぶりに巻き込まれなくてよかった、ってことだよ」


「十分濡ぬれた」


「ま、そりゃそうだけどな」


　リュックを背負いなおし、スニーカーをべちゃべちゃ言わせながらマウンテンバイクの向きを変え、瞳はエントランスホールの脇わきのパネルに触ふれて、スライド式のドアを開閉した。スモークガラスがはまっているが、これは防弾だ。管理人はいないが、入館の様子は二四時間、地下の警備室でモニターされている。


　中に入り、ロシィが続いて、背中でドアが閉まると、雨の音が一気に遠くなった。


　静まり返ったホールを過ぎて、エレベーターの△ボタンを押すと、すぐにカーゴが降りてきて、マウンテンバイクごと乗り込んだ。ロシィが入ってくると、カーゴが、ぎし、と軋きしんで重量オーバーのブザーが鳴るのではないかと思ったが、大だい丈じよう夫ぶだった。


　七階のボタンを押すと、扉はすぐに閉まってカーゴは上昇を始めた。足元には見る間に水みず溜たまりができていく。


「……なあ」


　髪を後ろに撫なで付けるようにして水を絞しぼりながら、瞳は口を開いた。自分の声なのに、切り取られた箱型の空間の中で反はん響きようしたそれは、別人のようだった。それとも、耳に水が入ったのだろうか？


「木沢のこと、どんな風に知ってるんだ？」


「──木沢詠美。一七歳。身長一六〇センチ。体重五〇キロ。スリーサイズは上から、九〇・五八・八八。おまえとは同じ私立中学に通い、三年間、同じクラスだった。現在は、私立『四し瑞ずい峰ほう学園』の二年。共通の知人に、今も続いている関係者に『ＳＳＳ』室長秘書、栗くり原はら千ち里さとの弟の栗原勝まさる、最も古い関係者に、桜さくら乃の瑠る璃りがいる」


　桜乃瑠璃──唐とう突とつに出てきたその名前に、瞳ひとみは胸を抉えぐられた。


　まだ、心臓が凍りつく。


「……どのくらい知ってるんだ？　瑠璃ちゃんのこと」


「桜乃瑠璃と木き沢ざわ詠えい美みとの関係なら、二人は小学三、四年生と同じクラスであり、友人だった。それは、おまえも知っているはずだが？」


　もちろん、知っていた。


　中学に入って同じクラスになった時、彼女が話し掛けてきたのは、瑠璃の存在があったからなのだから。それゆえに瞳は、詠美を遠ざけようとしたのだが、彼女は諦あきらめるということを知らなかった。おかげで、あまりにあからさまな拒絶の態度は、いじめ、と周囲に受け取られてしまい、結果、事情など何も知らない当時の担任の仲裁があった。


　適当に、明日いなくなっても、ま、いいか、と思えるようなどうでもいい人間関係を作ることを自分に課していた瞳は、仕方なく、それを受け入れたが、その時、担任には内ない緒しよで詠美に、今後、桜乃瑠璃の話をしない、という約束をさせた。一応、守られてはいるが、ときどき口を滑すべらせることもある。


　もちろん、昔ほど過か剰じような反応は起こらないが、それでもこうしてまだ、胸は痛む。


「………」


　それ以上、話題にする勇気が起きず、瞳は沈ちん黙もくした。


　ロシィも何も言わない。


　やがて、到着を告げる電子音がしてカーゴが止まった。階表示は七階になっている。住人が少ないこともあって、途と中ちゆうで止まることは殆ほとんどない。


　ドアが開くと、雨の音が大きかった。廊下の蛍光灯はいい加減古く、何となく薄暗い。強化プラスチックの窓に雨が流れて、景色がただの色になっている。


　マウンテンバイクを引き出して、瞳は一番奥の部屋に向かった。この階には今、瞳の他ほか、誰だれも住んではいない。マンション自体は立派なのだが、世帯主が自衛官の家族しか居住できない上、東京港湾駐ちゆう屯とん地ちの勤務者が意外と引っ越してくることを希望しなかったこともあって、どこかゴーストタウンめいている。


（そうだ……こんなに空いてるんだから、一いつ緒しよじゃなくても、隣となりの部屋に別々に住んだっていいんじゃないか？）


　そのことに考えが至らなかったのは、迂う闊かつだった。信じられないような話を立て続けに聞かされたせいだろう。だが、幾いくら護衛だからつて、始終一緒にいる必要はないはずだ。隣なら、すぐに駆けつけることもできる。


　しかし、とにかくも今日は、鍵かぎもないし、このまま招くしかなかった。


（あとで、伯お父じさんに電話しょう）


　そして、今思いついたことを提案するのだ。


　そう考えると、少し気持ちが軽くなった。早ければ今夜にでも、遅くても数日中には、自分のいつもの暮らしが戻ってくるだろう。そのくらいの短期間なら、この変わった少女を、お客さんとして扱うこともできる。


　瞳ひとみはマウンテンバイクをいつもの場所に立てかけると、ポケットからチェーンのついたキーホルダーを取り出して、ドアに鍵を差し込んで回し、それから暗証番号を打ち込んだ。カチッと音がして鍵が外れる。セキュリティが高いのは安心だが、少し面倒くさい。


　ドアを開けて、瞳は振り向き、


「えーと……いらっしゃい、っていうのは変なのかな？」


　と言った。


　急ににこやかになったのを不審に思ったのか、ロシィは眼鏡めがねの向こうで微かすかに目を細めた。


「変だな」と、にべもない。「わたしは、今日からここでおまえと共に暮らすのだから、日本語では『おかえりなさい』というのが正しいはずだ。そう記き憶おくしている」


「ま、まあ、そうだけど……」


　ロシィはドアを押さえた瞳の前を過ぎて玄関に入ると、彼の方を向いて腰を下ろした。そうしてトランクを廊下に置き、ジッパーを降ろしてブーツを脱ぐ。ざあ、と水が溢あふれだし、他ほかの靴を濡ぬらした。それが済むと、彼女は濡れたコートのままで家に上がり、ぺたぺたとフローリングの床に小さな足跡を残しながら、奥へと歩き出した。


「先に、トラップがないか調べる」


「あ、おい、待てよ！　そんなものあるかよ！」


　瞳も慌あわてて靴を脱ごうとした。勝手に、引っ搔かき回されてたまるか。だが、こんな時に限って、スニーカーの湿った紐ひもが言うことを訊きかず、解ほどけない。それでも何とか脱ぐと、閉まったドアを施せ錠じようし、びちょびちょの靴下も脱いで、バスルームのドアのノブに引っ掛け、あとを追った。その合間にもロシィは、リビングを見回し、キッチンを一いち瞥べつし、廊下を折れて瞳の部屋に向かいつつある。


　瞳は、本気で焦あせった。と同時に、怒りが湧わき上がってきた。護衛だろうがなんだろうが、立ち入っていい場所と悪い場所がある──そこは、俺おれだけのものだ！


「おい、待てって！」


　だが、ロシィは構わず、瞳の部屋に消えた。


　僅わずかに遅れて飛び込むと、少女は部屋の隅に置かれた机の前に立って、何かを覗のぞき込むようにしていた。


「おい、ふざけんな！　何、勝手に入って──」


「これは、桜さくら乃の瑠る璃りだな？」


　だが、瞳ひとみの怒りなどまったく無視して、ロシィはそう訊きいた。彼女の手には、一般的な大きさのフォトスタンドがあった。中の写真は古い物で、子供の頃ころの瞳と両親、それに少女が一人と、その子の両親が一いつ緒しよに写っているものだ。


「返せよ！」


　瞳は、ロシィの手からフォトスタンドを引ひっ手た繰くるようにした。少女は、驚おどろきも、戸と惑まどいも見せなかった。相変わらず鮫さめのような目をしている。


　目が逸そらせない。


　硬質なレンズの向こうの少女の瞳を見つめていると、なぜだか怒りが冷えていくのがわかった。何となく、鏡に向かって怒ど鳴なっているような気分になるからかもしれない。自分が、ものすごく餓が鬼きに思えて、恥はずかしさが込み上げてきた。


　いつもの自分を取り戻さなくては──瞳はゆっくりと深呼吸をして、先輩が後輩を諭さとす時のような、年上の微ほほ笑えみというやつを、何とか浮かべて見せた。


「いいか？　世の中には、プライベートってものがあるんだ」


　瞳は、フォトスタンドを机に戻して、ゆっくりとそう言った。


「護衛だろうが、なんだろうが、個人の物を勝手に触さわるのは、マナー違反だ」


「おまえは甘い」


　ロシィにそう一言で切り捨てられて、瞳の頰ほおは震ふるえた。


「大切にしている物にトラップを仕掛けるのは珍めずらしいことじゃない。まず、最初に調べようとする物だからな。そいつは、おまえにとって大事な物なのだろう？」


　それは、その通りだった。


　まだ、何も知らず幸せだった頃の、唯ゆい一いつの証拠。


　それが、この写真だった。


　他ほかには何もない。全すべて、持ち去られてしまっていた。


「桜乃瑠璃とその家族のことは教えられている。──事故があっていなくなったのだったな」


「ああ、そうだよ」


　瞳は、フォトスタンドのフレームを撫なでると、それを倒してロシィからは見えなくした。


（これは、俺おれだけの思い出だ）


　護衛でもなんでも、踏み込まれたくはなかった。


　桜乃一家は、七年前まで隣となりに住んでいた。


　目など閉じなくても、殆ほとんど姉弟のように育った瑠璃のことは簡単に思い出せる。


　実際は、瞳の方が半年ほど早生まれだったのだが、瑠璃はいつも彼のことを弟のように扱った。おしゃべりで、一分と黙だまってはいられず、喜き怒ど哀あい楽らくが激しい女の子だった。


　髪もひどい癖くせっ毛で、いつもそれを愚ぐ痴ちっていて、ある日アイロンを使ってそれを直そうとして、火事を起こしかけたこともある。


　とにかく騒さわがしい子だったが、瞳ひとみは彼女のことが好きだった──それが、初恋というものだとわかったのは、彼女がいなくなってしまってからだったが。


「この話は、もうおしまいだ」


　瞳はロシィの肩に手をかけると、ぐるりと回してドアの方へと向けた。


「そして、いいか？　もう二度と話題にするな。俺おれの過去がどうだって、今、俺を護まもることには、何の関係もないはずだ。とにかく、部屋から出て行ってくれ。ああもう、床がびしょびしょじゃないか」


「わたしだけのせいじゃない」


「ああ、そうだよ。だけどな、おまえのせいでもあるだろ？　俺は着替えるから、廊下で待ってろ。おまえの部屋はそのあとで用意してやるから」


　すると、ロシィはぐるりと部屋を見回した。レンズに、お世辞せじにも綺き麗れいだとはいえない部屋が映りこむ。


　壁に貼はってあるポスターは古いアメコミのもので、取り立てて好きだというわけではなく、伯お父じが勝手に貼っていったものだ。剝はがすとうるさいので、そのままにしてある。


　他ほかには、マウンテンバイクの雑誌などがベッドの脇わきに山積みになっていたり、読みかけの週刊漫画誌が、そこを開いたままでフローリングの床の上に置かれていたりする。


「わたしも、ここで寝るんじゃないのか？」


　ふざけているのかどうか、顔からではわからない。勝まさるであれば、万ばん歳ざいをして喜ぶような申し出だろうが、瞳は苛いら立だちに舌を打ちそうになった。


「んなわけないだろ」


　何とか押し殺し、軽く背中を押してやると、ロシィは逆らわず外に出た。コートから落ちる滴しずくが転々と続く。掃除が大変だ、と瞳はうんざりした。彼女を廊下に出すと、無言でドアを閉めた。リビングやキッチンを調べるなら調べるがいい。だが、ここだけは俺だけのものだ──そんな気分だった。


　捨てても構わない週刊漫画誌をいくつか並べて、リュックを肩から下ろし、その上に置いてから、制服を脱いだ。ブレザーもズボンもすっかり雨を吸って重く、冷たかった。まるで冷蔵庫で冷やしておいたみたいだ。きちんと乾かすのは後にして、とりあえず、やはり下に雑誌を敷いてハンガーにかけた。ワイシャツとその下のＴシャツ、トランクスは適当に丸めて転がす。全裸のまま、脱ぎ散らかしておいた中から、着られそうなものを発掘していると、背中がぞくりとした。振り返ると、ドアの隙すき間まから、眼鏡めがねのレンズが片方覗のぞいていた。


「な、何見てんだよ！」


　瞳は前を隠しながら、適当な本を投げつけたが、当たる前にドアは閉じ、本は表紙が折れて滴したたった滴の上に落ちてそれを吸い、染しみを作った。


（何なんだよ、まったく！　ふつう、逆だろう!?）


　タオルを見つけてそれで体と髪を拭ぬぐい、洗ってそのまま埋もれていたトランクスと、寝ね間ま着き代わりのトレーナーの上下が見つかって、それを着た。


　同じタオルで床を拭ふく。


　革のリュックとマウンテンバイクの手入れをすぐにしたかったが、濡ぬれた少女を廊下に立たせたままでは、気が入らないこともわかっていた。


（……しゃーねえよな）


　ため息をつき、タオルを首に引っ掛け、瞳ひとみは部屋のドアを開けた。


　その途と端たんに、目があった。


　ロシィは、廊下に体育座りをして、彼を待っていた。言われた通り、廊下で。どこにも行かず。何となく、捨てられた子犬を思い出させるような画えだった。ただ、眼鏡めがねの奥の瞳は相変わらずの鮫さめであったので、絶対に拾ってもらえそうもなかったが。


（自分勝手なんだか、素直なんだか、わかんねえ）


　瞳はもう一度息をつくと、手を差し伸べた。少女の周りには、結構な水みず溜たまりができている。


「ほら、立てよ」


　一人で立ち上がるかと思ったが、意外にも素直に手を握ってきた。その手は小さく、そしてとても冷たくて、それが瞳の胸を少しだけ刺した。引き上げると、体格は小さいのにひどく重たかった。おそらくは、トレンチコートのせいだろう。中にはびっしりと眼鏡が収納されている上、ホルスターを下げ、そこには化ばけ物ものみたいな銃を入れているのだから。


「シャワーを浴びろよ。風か邪ぜなんか引かれたら面倒だからな。替えの服とかは、あのトランクの中か？」


「いや。そうしたこまごました物は、あとで届くことになっている」


「じゃあ、なんか貸してやるよ。着られれば、何でもいいだろ？」


「ん」


「バスルームはこっちだ」


　ロシィの肩を押すようにして、転々と水溜りが続く廊下を玄関の方へ戻った。少女は素直に歩き、瞳は玄関脇わきのドアを開けて、脱衣所に彼女を押し込むと、首に引っ掛けていたタオルを渡した。


「シャワー、使い方はわかるのか？」


「大体は。赤くマーキングされたコックを捻ひねるとお湯が出るのだろう？」


「そんなとこだ。コックとコックの間のレバーを捻って切り替えると、シャワーと蛇じや口ぐちの流れが切り替わる。温度は適当に調節しな」


「ん」


「じゃあな」


　瞳ひとみは軽く手を振って、バスルームのドアを閉めた。ノブに引っ掛けたままだった靴下が落ちて、びちゃっと濡ぬれた音を立てる。それを拾おうと屈かがむと、ドアの向こうで、無数の眼鏡めがねのフレームが触ふれ合って立てる、じゃらじゃらという音が聞こえた。


　それは何やら、音おん痴ちの風鈴のようだった。





「だから、駄だ目めって何でなんだよ、伯お父じさん」


　濡れた床の掃除を終え、髪をドライヤーで乾かした瞳は、コードレス電話の子機を手に、リビングに置かれたソファーの前をぐるぐると回りながら訊きいた。ロシィを隣となりの家に住まわせる件で、伯父のところに電話をかけたのだ。バスルームでお湯を使っていることが、キッチンの給湯器のランプでわかる。


「誰だれも住んでないんだから、別にいいじゃないか」


　受話器の向こうで、ため息がした。


『あのなあ、空いてる空いてないの問題じゃないんだよ。それじゃあ訊くが、おまえいつも、玄関のドアの鍵かぎ、開けっ放しにしてるのか？』


「何だよ、急に。してないさ。物ぶつ騒そうだからね」


『だったら、何かあった時、どうやってあの子が駆けつけるんだよ？　銃の携帯は特別に許可してるが、弾は全すべてゴム・スタン弾だぞ。そんなものじゃ、玄関のドアは破れん。窓を破って入るにしても、後手後手に回っちまうのは間違いない。それじゃあ、あの子をつけた意味がない』


「じゃあ、鍵を開けとくよ」


『ばーか。なめるなよ、瞳。おまえが、それで家でくつろげるのかどうか、俺おれがわからないとでも思ってるのか？　噓うそをつくんじゃない』


　瞳は、足を止めて眉まゆを顰ひそめた。


　伯父の言う通りだった。家に帰って、すぐに鍵をかけないと、どうにも落ち着くことができない。幼い頃ころからずっと、戸締りはしっかりとしろ、と言われ続けたからだろうが、マンションで玄関がオートロックだからと言って、玄関の鍵をかけずにいられる神経は、瞳には理解できなかった。


（そういえば、瑠る璃りちゃん家ちはいつも開けっ放しだったな）


　普ふ段だんは思い出さない、そんなことが浮かんだのは、おそらく先さき程ほどのロシィとのやりとりのせいだろう。心臓が締め付けられて、瞳はますます眉を攣めた。


「……わかったよ」


　どうやら、諦あきらめるしかなさそうだった。こうなると伯父は頑がん固こだ。


『わかってくれて嬉うれしいぜ。とにかく頼たのむぜ？　千ち里さと君に、生活に必要だと思われるものを用意してもらって、部下に持って行かせたから、じきに着くんじゃねえかな？　あと、当座の生括費として、金も持たせた。三〇万だ』


「マジ!?」


　自分でも現金だと思うが、お金のことを訊きいた途と端たん、思わず目を輝かせてしまった。丁ちよう度ど、財布の中身が寂さびしかったのだ。銀行に行けば生活費はあるが、今日はもう駄だ目めだ。コンビニでも下ろせなくはないが、手数料が馬ば鹿かにならない。肉を奢おごってもらうつもりであったので、どうしようかと思っていたのだ。キッチンにはろくな材料がない。


　その時、インターホンのチャイムが鳴った。多分、伯お父じが言っていた荷物が、届けられたのだろう。


「さっそく、到着したみたいだ」


『時間的にはそうだな。だが、ちゃんと確認しろよ？　トラストの奴やつらかもしれないからな』


「脅おどかさないでくれよ」


　低くなった声に、そう返したが、伯父の方は冗談で言っているつもりはないようだった。


「……わかった。ちゃんと確認する」


『よし』


　受話器の向こうで、頷うなずく姿が見えるようだ。


『ああ、それとな。ロシィちゃんが可か愛わいいからつて、悪さするなよ？　いいな？』


「するかよ。……大体、そんな心配するんなら、同居なんかさせるなよな」


　それを聞くと、豪快な笑い声が受話器から響ひびいて、彼はもう一度、ちょっといたずらするくらいいいだろうとか思うなよ、と念を押した。


　わかったって、と言って、瞳ひとみは通話を切った。


（頼たのまれたってするかっての）


　再び、急せかすようにチャイムが鳴る。子機をガラスのテーブルの上に置いて、玄関にあるインターホンに向かった。濡ぬれたままのトランクを避さけて、小型のＴＶモニターを見ると、『ＳＳＳ』の制服を着た男性が二人、エントランスに立っているのが映っていた。


「はい」


　そう応答すると、彼らはレンズを覗のぞき込むようにして、帽ぼう子しを取った。一人は知っている顔だ。父と共に、二、三度、この家にも来たことがある。


『瞳君かい？　阿あ部べ室長に頼まれて、荷物を持ってきたんだけど』


「はい、開いてます。今、開けますから」


　瞳は、暗証番号を押した。自動ドアが開いて、二人は軽く会え釈しやくをしてカメラの前を離れる。通話を切っても、カメラが自動的に、彼らの姿を追いかけていってくれる。


　二人が運んできたのは、大きな紙袋がひとつだけだった。少女の姿はない。姿が見えなくなると、瞳はカメラを切り替えた。七階の廊下が映る。しばらく待っていると、カーゴが上がってくるのが見えた。扉が開き、自衛官が下りてくる。彼らだけだ。


　瞳ひとみは、玄関の鍵かぎを外して押し開けた。


「やあ、久しぶり」


　見知った男の方が、被かぶり直した帽ぼう子しを、軽く上げて笑いかけてきた。瞳は、ども、と会え釈しやくをすると、後ろに下がって、彼らが荷物を入れやすいように場所を空けた。


　玄関を上がったところに、紙袋が置かれた。あまり濡ぬれていないのは、きっと、エントランスまで車で乗りつけたのだろう。


「女物の服なんか、どうするんだい？」


　男の言葉に、瞳は声を詰まらせた。どうやら、詳しいことは訊きいていないらしい。


「あー……父方の親しん戚せきの子供を、ちょっと預かったんですよ」


「ふうん、信用あるんだな、瞳君は」


　瞳は、曖あい昧まいに笑った。中身の確認は後だ。


　男は、懐ふところから分厚い茶封筒を取り出して差し出した。こちらの中身は訊かなくてもわかる。当座の生活資金と言っていた、三〇万円だろう。


「すいません」


　素直に受け取ると、二人は、じゃあ、と言って敬礼し、踵きびすを返して帰っていった。


　瞳はドアを閉めて鍵をかけ、封筒の口を開いて中を確認した。一万円札の束が入っている。一応、数えてみると、きっかり三〇枚あった。ありがたい。たまには出前でも取るか、と考えながら封の口を閉じ、ズボンの後ろのポケットに突っ込むと、とりあえず紙袋の中身を確認することにした。


　裏返しになっていたビニール袋を表に返した途と端たん、心臓がひとつ跳はねた。それは女物の下着だった。しかも女児用である。見るのも初めての品だった。瞳は、慌あわててひっくり返すと、ふう、と息をついた。


　……なるほど、確かにこれは必要なものだ。この家には、女の子のための下着も、服もない。


　かと言って、瞳に買いに行くことなどできるわけもなかった。店員に、どんな目で見られるか──ましてや、そこへクラスの女子などがやってきたりしたら、メールであっという間に噂うわさが広まって、注目の的だ。そんな鬱うつ陶とうしいことになるのは御ご免めんだった。


（ありがとう、千ち里さとさん）


　瞳は、紙袋に手を合わせて感謝した。と──


「何をしているのだ？」


　唐とう突とつに声をかけられて、瞳は、驚おどろいた拍子に、紙袋をひっくり返してしまった。ざあ、と中身が廊下にこぼれて広がる。まるで、現場を見つかった下着泥どろ棒ぼうだ。慌てて搔かき集めて振り返った途端、心臓が口から飛び出しそうになった。


　真後ろに、ロシィがいた。


　もちろん、ただ立っていたのなら、瞳も驚かない。けれど彼女は、素っ裸にバスタオルを肩に引っ掛けただけの恰かつ好こうで、しかし、眼鏡めがねだけはそれでもしっかりとかけたまま、という姿だった。レンズは白く曇くもっていて、菫すみれ色いろの瞳ひとみは見えない。


「わ、悪い！　わざとじゃないんだ！」
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　反射的に謝って、瞳ひとみは背中を向けると、こぼしてしまった下着や服を搔かき集めて袋に戻し、後ろ向きのまま、少女に突き出すようにした。すぐに、先さき程ほどとは違う、ひた、と湿った熱い肌が触ふれて、手から袋が離れた。ガサゴソと開く音がする。


「ひ、一通り入ってるようだから、中で着替えてくれ。い、いいか？　間違ってもそんな恰好で出てくるなよ？　わかったな？」


「何を慌あわてているんだ？　おかしな奴やつだな」


　ぱたり、とバスルームのドアが閉まる。


　瞳は、深く深く息をつくと振り返り、そのドアに向かって、拳こぶしを握った。


（おかしいのはそっちだろ!?──ったく）


　もう一度ため息をつき、ロシィの着替えが終わる前に、彼女が使うことになる部屋を片付けようと、瞳は立ち上がった。





　廊下の一番奥の部屋のドアを開くと、少し挨ほこりっぽい臭においがした。


　タンクトップにショーツだけ、という恰好のせいか、ロシィは、鼻の奥がむずむずするのをこらえきれず、小さなくしゃみをした。腕に引っ掛けていた、綺き麗れいに滴しずくを拭ぬぐったトレンチコートの内側で眼鏡めがねがじゃらりと鳴る。


　すん、と鼻を啜すすり、


「ここが、わたしの部屋か？」


　そう訊きいた。


「とりあえず、だけどな」


　言って、瞳ひとみも中を見回した。


　ベッドはあるが、どことなく物置のような感じがする。空いている場所に、ダンボールや雑誌をまとめた物が置かれているのも、原因だろう。


「好きに使ってくれていいけど、ダンボールには勝手に触さわらないでくれよ？　時間を見つけて運び出すからよ。あと、他ほかの部屋には勝手に入るな」


「トラップや盗聴器の有無を調べたいんだがな」


「なら、その時は、俺おれが立ち会う」


「わかった」


「俺もシャワーするから。──入ってくるなよ？」


「ん」


　本当にわかっているのか？　というような顔をして、瞳は部屋を出て行った。


　ロシィは、トランクを部屋に引きこむと、それを床に寝かせて置いた。重さのために、鈍い音がする。トレンチコートと紙袋は、ベッドの上に置いた。部屋は空調がよく効いていて、窓は結けつ露ろしている。


　トランクの前にしゃがむと、彼女は番号を打ち込んで、ボタンを押した。カチッと音がして鍵かぎが外れ、上下に二つに分かれて持ち上がっていく。


　瞳がここにいたのなら、トランクが異様に重かったその理由が一目でわかっただろう。


　中には、様々な武器がずらりと揃そろっていたのだ。


　もちろん、日本では非合法物の本物である。リボルバー、自動拳けん銃じゆう、短機関銃、分解された形での狙そ撃げき銃じゆう、それぞれの口径にあった弾丸の入った紙箱などがあり、また、サバイバルナイフに特殊警棒、カイザーナックルやヌンチヤク、脇わき差ざしと思われる黒くろ鞘さやの日本刀に手しゆ裏り剣けん、それに、これも眼鏡といえないことはない、暗視ゴーグルなども納められていた。


　他に、サバイバルキットや手入れ用の工具セットもある。到とう底てい、一二、三歳の少女が持ち歩くような代しろ物ものではない。


　ロシィは濡ぬれた髪を拭ふこうともせずに、ベッドの上に放り出してあったトレンチコートを引き寄せると、手探りで、内ポケットから艶つやのある黒縁の眼鏡を取り出し、それまでかけていたパールホワイトの眼鏡からそれに、殆ほとんど一いつ瞬しゆんでかけ替えた。


　すると、その顔つきが微妙に変わった。何な故ぜか、口元が少しへの字に曲がっている。


　自然と正座に座りなおして姿勢を正し、トランクのポケットから、弁当箱のような黒塗りの箱を出して脇わきに置いた。蓋ふたを開けると中には、竹製の目め釘くぎ抜ぬき、拭ぬぐい紙、袱ふく紗さ、打ち粉、油といった、日本刀の手入れ道具一式が入っていた。


「……で、ござるな」


　何が『で』なのかは、口の中に消えた。


　脇わき差ざしをトランクのベルトから外して手にし、鯉こい口くちを切って、ずらり、と抜く。刀身に映った眼鏡めがねの奥で、菫すみれ色いろの瞳ひとみに異様な迫力のある光が凝こっている。目釘抜きを手にし、脇差の柄つかに当て、竹製の釘を押し出した。ポロリと落ちたそれを器用に受け止め、手入れ道具の蓋の内側に置く。目釘抜きを箱に戻し、こつこつと柄を叩たたくと、刀身がゆっくりと滑すべり出てきた。


　それをロシィは静かに見つめ、淡々と何百回と繰り返してきたであろう手つきで、日本刀の手入れを行った。ついでに、手しゆ裏り剣けんの方もやっておく。


　それが済むと、少女は再び眼鏡をかけ替えた。今度はモスグリーンのフレームだ。途と端たんに、口元からへの字は消えたが、代わりに、眉み間けんに深い皺しわが刻まれた。


　今度は足を崩して胡あ座ぐらに戻り、刀を脇に除よけると、今度は短機関銃を取り出して、あっという間に分解してしまった。機械のように正確に。こちらも、何百回と繰り返してきた者にだけ可能な手つきだった。


「くしゅん！　む……」


　やはり、南米とは勝手が違うのか、ロシィは、ますます眉間に皺を寄せると、ずず、と鼻を啜すすって、再び黙もく々もくと銃の分解・清掃を行った。その脇には常に、ゴム・スタン弾がフル装そう塡てんされた銃──キャリコＭ９５０がセーフティが外された状態で置かれている。


　決して、油断なく。





（……腹、減ったな）


　シャワーを終えて自分の部屋で、ぼんやりとＴＶを見ていた瞳ひとみは、ぐう、と大きく鳴った胃に、普ふ段だんなら、とっくに夕食を食べ終わっている時間だったことを思い出した。ベッドのサイドボードの上の時計は、八時半を回っている。


　液晶の画面には、毎回違ったテーマで、少しお得な情報を紹介する情報番組が映っていた。だが、見ていたわけではない。今日のテーマが何なのかもわからない。


（出前……は、これからまた、何十分も待つのはちょっとなあ……コンビニの弁当にしとくか）


　瞳は、寝転がっていたベッドから起き上がると、スリッパを突っ掛けて部屋を出た。廊下はいつものように、しん、としていて、闖ちん入にゆう者しやの存在など、何も感じさせなかった。


　ロシィはあれきり部屋に閉じこもったままで、一度も出てきた様子はない。まあ、足を忍ばせれば、無音で廊下を行き来することは可能だろうが。


　元は母のものであった部屋の扉の前に立つと、瞳は軽くノックした。


「誰だれだ？」


　すぐに応こたえはあったが、この家には二人きりなのだから、誰も何もない。


　ドアが開く様子はなかったが、いきなり開けて着替えの途と中ちゆうとかだったら困る。瞳ひとみは、ドア越しに用件だけを言うことにした。


「夕飯、コンビニで弁当買ってこようと思ってるんだけど、何かリクエストはあるか？」


　短い沈ちん黙もくの後、返事の代わりに何かを片付ける音がしてドアが開き、瞳は少し下がった。


　現れたロシィは相変わらずの無表情で、パールホワイトの眼鏡めがねをかけていた。一いつ緒しよに行くつもりなのか、すでに赤せつ褐かつ色しよくのトレンチコートを着ている。ただし、ベルトの前止めは締まっておらず、あわせの間からタンクトップとバミューダパンツが覗のぞいていた。


「食事か？」


　相変わらず、淡々とした口調だ。感情を出し惜おしみしているような感さえある。


　頭越しに見える部屋の隅に、あのトランクが置いてあるのが目に入った。中に何が入っているのか、気にならなくはなかったが、こっちも部屋を引っ搔かき回されたくなければ、相手のこともし尊そん重ちようなければならない。


「ああ。腹、減ってないか？」


　瞳はいつもの調子で微ほほ笑えみかけてみたが、ロシィの顔はぴくりとも変わらなかった。結果として、一人でへらへらしていることになってしまう。


（……アホだな、俺おれ）


　馬ば鹿か馬ば鹿かしくなって、笑みを引っ込めた。そんな様子には構わず、ロシィは無表情に自分の薄いお腹なかを見下ろすと、すぐに顔を上げ、意外なことを言った。


「減っている──だが、わざわざ買出しになど行かなくても、わたしが作ってやろう」


「おまえが？」


　思わず、疑いを滲にじませて聞き返してしまったが、それでも表情は変わらなかった。


「ああ。わざわざ外に出て危険を増やすことはない」


「平気だって、すぐそこなんだからよ。リクエストがないんなら、適当に選ぶからな」


　瞳はひらひらと手を振ると、踵きびすを返そうとした。しかし──


「行くな、と言っている」


　ジャコン、という機械音がしたかと思うと、行く手を遮さえぎるに、いつ抜いたのかあの奇妙な形の銃が、鼻先に突き出されていた。銃口を向けられている訳ではないが、それでも、いい気分のはずがない。


「おいおい、冗談でも──」


　言葉は、ドン！　という銃声に遮られた。


　瞳はごくりと唾つばを飲み込んだ。つ、と汗がこめかみを滑すべる。


　廊下の壁には、黒い十字型に展開したゴム・スタン弾がへこむほど強く張り付いていて、掠かすめた鼻先が、ひりり、と痛んだ。


「自覚がなさ過ぎるな、瞳ひとみ。冗談などではないぞ？　今夜の外出は禁止だ。腹が減ったなら、わたしが、とびきりのやつを作ってやる」


　そう言うと、ロシィは銃をトレンチコートの内側にしまい、とっとと廊下を歩き出した。


「あ……お、おい！」


　瞼まぶたを瞬またたき、瞳は慌あわててあとを追った。情けないことに、足がカクカクしている。そんな瞳には構わず、ロシィはどんどんと先に行く。目指すはキッチンだろう。


　そこは、御お世せ辞じにも綺き麗れいだとはいえない状態だった。さすがに昨日使った皿がそのまま、ということはないが、今日の朝食のカップラーメンの容器は、水に浸つかってシンクに置かれたままであったし、調味料などはいちいちしまうのが面倒であったので、適当に置きっぱなしになっている。


　何とか追いつくと、ロシィはそんなキッチンの様子を一いち瞥べつして、ふむ、と呟つぶやいたが、もっときちんと整理しろとかは言わなかった。瞳は膝ひざに活かつを入れると、慌ててカップラーメンの容器の水を捨てて、それをゴミ箱に捨てた。調味料の方は、適当に隅に押しやった。


　そうして振り返ると、少女はトレンチコートの内側から、眼鏡めがねをひとつ取り出したところだった。今かけているのと形は同じだが、色がほんの少しだけ違う。フラット・ホワイトだ。ツルの部分に『☆』が三つと『Ｉ』が、刻まれている。メーカー表示だろうか？


　するとロシィは、まるで拳けん銃じゆうの早抜き撃うちチャンピオンのように、殆ほとんど一いつ瞬しゆんで眼鏡をかけ替えた。外したパールホワイトの眼鏡は、それこそ拳銃のように、開いたコートの内側のポケットに、しゅこん、と収まる。と──


「ボーンジョ────ルノ！」


　突とつ如じよ、ロシィは無表情だった顔に満面の笑みを浮かべ、両手を広げてそう叫んだ。人の顔が光を発するとしたら、まるで太陽のように眩まぶしいに違いない。


（な、なんだ……!?）


　瞳は思わずあとじさって、尻しりをシンクにぶつけ、目を瞬いた。


　消えた、と思った。


　一瞬前までそこにいたロシィは消え、代わりに、これも一瞬で、ロシィによく似た別人が、出現した、と感じた。それほど、彼女の様子は一変していた。


　無表情だった顔にはフレンドリーさが溢あふれ、その中に、プロだけが覗のぞかせる自信のようなものが滲にじんでいる。そして、何のつもりか、鼻の下に見えない髭ひげでもあるかのように、少女はそれを引っ張る仕し草ぐさをして見せた。


「瞳、君は運がいい！　このわたしの料理を、食べることができるのだからな！　まかせておきたまえ！　あまりのおいしさに、一口食べれば君は叫ぶだろう、ボーノ！　と。さあ、言ってごらん？──ボーノ！」


　ロシィは、わざとらしい様子で両手で自分の頰ほおを押さえるようにすると、今度は遠くの声を聞くように耳に手を当てて小首を傾かしげた。


　瞳ひとみは呆あつ気けに取られて黙だまっていたが、すると、彼女はますます首を傾げた。


（これは……言わない限り、ずっとこのままなのか……？）


　どうやらそのようだった。ロシィは眼鏡めがねの奥で、鮫さめのようだった瞳を楽しげにキラキラと輝かせて、見つめている。


「ボ、ボーノ……」


　それを聞くと、ロシィは満足そうに微笑はほえみ、大きく頷うなずいた。


「さて──何にするかね？」


　再び、架空の髭ひげを引っ張る。


「そうだな……アンティパスティは、プロシェット・サン・ダニエーレ・エ・メローネはどうだ？　プリミ・ピアッティのミネストレはクレーマ・ディ・ポモドーロにして、セコンディ・ピアッティは……やはり、カルニだな。ビステッカ・アッラ・フィオレンティーナはどうだね、瞳？　ドルチェはジェラートでしめようじゃないか！」


「な、何だって？」


　聞いたこともない言葉が次々と飛び出してきて、瞳はわけがわからなかった。唯ゆい一いつ、聞き覚えがあった言葉は『ジェラート』だが、その前の『ドルチェ』が何を意味するのかは、わからなかった。


　しかし、瞳の戸と惑まどいなどまったく意に介した様子なく、自眼鏡ロシィは冷蔵庫に向き直りながら、どこかで聞いたことのある鼻歌を歌った──わかった！　小学校の音楽の授業の時、担任の趣しゆ味みで習った『フニクリ・フニクラ』とかいう歌だ！


（イタリア料理なのか!?）


『ジェラート』と『フニクリ・フニクラ』が結びついた結論が、それだった。『ジェラート』はイタリアのアイスクリームだし、『フニクリ・フニクラ』はイタリアの民謡だ。それに、さっきの二つの言葉も、確かイタリア語だ。


『ボンジョルノ』は挨あい拶さつだし、『ボーノ！』は確か──そう、『おいしい！』という意味だ。前にＴＶでやっていたのを見たことがある。だが、何で突然、彼女がイタリア語を使い出したのかは、まったくわからなかった。


　ロシィはそんな瞳の疑問に応こたえる様子もなく、冷蔵庫を開けると、そのまま無言になった。


　……無理もない。冷蔵庫にはろくなものが入っていないのだから。


　何を作るつもりだったかは、ジェラート以外はわからないが、何にしても、彼女の希望の材料があるはずもなかった。


　一人暮らしに等しい身分で、たまにしか料理をしなければ、冷蔵庫に入るものはジュースや牛乳くらいになってしまう。


　この頃ごろは面倒くさがって、カップラーメンかコンビニ弁当で済ませていたから尚なお更さらだった。昔は、栄養がどうのといわれたが、今のコンビニ弁当は自分で作るよりよほどバランスのいい食事が取れるし、味もいい。


　ロシィは立ち上がると、冷蔵庫を閉めて振り返った。ろくなものがない！　と怒られるのかと思ったが、そうではないようだった。顔にはどこか挑戦的な笑みが浮かんでいる。


「瞳ひとみ……おもしろいじゃないか？　これは、わたしへの試験と言うわけだな？　いいだろう、受けて立とうじゃないか！　そこにある材料で、最高の料理を創造できる料理人こそが、真に一流の料理人！　見せてやろう、わたしの実力を！」


「いや、ロシィさん……？　俺おれはもう、別にコンビニの弁当で──」


　だが、少女は当然のように聞いてはおらず、猛然とキッチンをひっくり返し始めた。あらゆる戸棚を、床下収納の扉を、次々と開いていく。


　瞳はため息をつくと、もう好きにやらせることにした。これは、止めて止められるものではないだろう。


「……じゃあ、出来上がったら教えてくれ」


　何やら、もう二度と一人の静かな日々が戻ってこないような気持ちになって、瞳は肩を落として部屋に戻っていった。背中で、宝物を発見したかのようなロシィの声が、いちいち上がるのを聞きながら。


　三〇分後、出来上がったのは、大量のパスタだった。


　瞳自身、忘れていたのだが、床下収納庫の奥の方に、賞味期限ぎりぎりの袋がいくつもあったらしい。オリーブオイルはいつも使っていたからあるのは知っていたが、パスタはまったく盲点だった。そういえば、と瞳は思い出した。茹ゆでるのが面倒なので、伯お父じにもらったものをそのまま放り込んでおいたのだ。


　具は、缶詰のオイルサーディン──『鰯いわしのオリーブオイル漬け』だった。大きい物はシンプルにそれだけだったが、他ほかに乾燥ハーブも使われていて、脂っこい匂においの中に、なんとも言えない爽さわやかなアクセントを添えていた。


　シンクを見ると、見慣れない壜びんがいくつも並んでいた。そういえば、使い方のわからない調味料の壜がいくつもあった。多分、その内のひとつなのだろう、と思った。


　しかし、パスタはわかる。瞳が探しても、おそらく見つけ出すことができたし、そうすれば作ることもできただろう。


　だが、驚おどろいたことに、デザートに、アイスクリームがあった。


　買ってそのまま忘れていた、などということはない。季節が夏ならそうした可能性もあるだろうが、今は冬だ。もうすぐ今年も終わろうという時分に、瞳はアイスクリームの買い置きなどはしなかった。


　ロシィは、スチール製の茶筒に入ったそれを見せると、


「これは食後だ」


　と言って、冷凍庫にしまい、瞳ひとみに食卓につくように促した。


　言われるがまま、彼はテーブルについた。いかにもイタリアンといった、オリーブオイルの匂においが、食欲をそそった。そういえば久しぶりだな、と瞳はフォークを手にして思った。料理を前にして、空腹を感じたことなど。


「んじゃ、いただきます……」


　奇妙な気分で言うと、


「ん」


　ロシィは無表情に頷うなずいた。


　呼ばれて部屋から出てキッチンに戻った時、イタリア的なロシィはどこにもおらず、すでに前と同じ状態に戻っていた。眼鏡めがねも、料理をする前にかけていた、光沢のあるパールホワイトに変わっていて、レンズの奥の菫すみれ色いろの瞳も、何となく鮫さめを思わせるそれに戻っていた。


　テーブルのど真ん中に、大皿に盛られたパスタを、瞳はフォークとスプーンを使って、自分の皿へと取り分けた。こんな食べ方も初めてだった。


　スプーンを置き、フォークに、オイルサーディンと共にパスタを絡からめて、おそるおそる口に運ぶ。ふわ、と口の中にオリーブオイルとハーブの香りが広がり、瞳は目を瞠みはった。


「……美う味まい」


　御お世せ辞じでもなんでもなく、本当に美味かった。茹ゆで加減も、多分、すごくいいのだろう。


　本物の料理の凄すごさ、というものを思い知った気がした。


　パスタなら、インスタントやコンビニのものをたまに食べているが、次元が違う。日本のインスタント技術は世界最高だといわれているが、しょせんは簡便商品でしかない、とわかった。本物の料理の前では、簡単に霞かすんでしまう。


「本当に美味いぜ？　これ」


「そうか」


　変わらぬ無表情さで言って、ロシィは黙もく々もくとパスタを口に運んだ。


　だが、一いつ瞬しゆん。


　瞳は、ロシィの口元に微び笑しようが浮かんだのを見た。幽ゆう霊れいのようなもので、もう一度確認しようと思った時には、どこにもなかったが、確かに見たと思った。


（そういや、どのくらいぶりだろう？　こうやって、家で誰だれかと飯を食うの）


　覚えがない。


　父が帰ってきたのはかれこれ半年以上前になる。その時も一いつ緒しよに食卓を囲むことはなかった。ろくに会話をした憶おぼえもない。顔を合わせると、腕が鈍なまってないか調べる、との名目でしごかれるから、適当に逃げ回っていた。


　目の前の少女は、数時間前までまったくの見ず知らずであったのに、こうして同じテーブルについていても気詰まりがなかった。沈ちん黙もくすら、スパイスになる。食器にフォークが当たる音だけを響ひびかせながら、瞳ひとみはただパスタを頰ほお張ばった。ロシィも黙々と食べる。


　やがて、二人の間の大皿には、取り残した細かいハーブと、オリーブオイルだけが残った。


　ロシィは黙だまって席を立つと、コーヒーカップを取り出し、フリーズドライのインスタントコーヒーも取り出した。すでに、どこに何があるか把は握あくしたらしい。黙だまって見ていると、砂糖もミルクも無しのコーヒーを一杯だけ作った。顆か粒りゆうの量から考えて、ずいぶんと濃い。


　それはシンクの上に置いたまま、冷凍庫からスチール製の缶を取り出した。中には、アイスクリームが入っている。大きめのスプーンでそれを、ガラスの容器に取り分けると、その上に、コーヒーを少量かけた。熱いコーヒーが表面を溶かし、しかしすぐに冷やされて、シャーベット状に凍る。


「デザートだ」


　目の前に置かれたそれをスプーンですくって食べると、コーヒーのほろ苦さとアイスクリームの甘さが絶妙にバランスがよく、とても美う味まかった。


「……なあ、いいか？」


　どうやって作ったかは秘密のままのデザートを食べ終えた瞳は、彼女の容器も空になるタイミングを見計らって話し掛けた。


　ロシィは、スプーンを咥くわえたまま、瞳を見た。パールホワイトの奥の菫すみれ色いろの瞳は、まったく揺らがない。あまりに真まっ直すぐな視線に射い貫ぬかれると、言葉が喉のどで凍りつく。だが、どうしても聞いておきたいことがあった。仕方なく一いつ緒しよに暮らすとはいえ、知っておかなくては、これから先も驚おどろかされ続けることになる。そんなことは御ご免めんだった。


「おまえ、もしかして……多重人格者なのか？」


　ロシィは、微かすかに眉まゆを顰ひそめた。


（わかっていないのか？──いや、そういえば、主人格は他ほかの人格のことを認識できないって前にＴＶで見たぞ。そういうことなのか？）


　少女はスプーンを離すと、ガラスの器の中に置いた。


「何な故ぜ、そう思う？」


「昼間、会っただろ？　あの時、ものすごい汚い言葉を使ってだよな？　顔つきも全然違ってた。それに、さっきもだ。いきなり陽気になって──なんていうか、誇張されたイタリア人、って感じになっただろ？　今、こうしているおまえとは全然違う」


「そうか」


「……やっぱり、憶おぼえてないのか？」


「いや、覚えている。昼間のわたしも、先刻のわたしも、全すべて同じわたしだからな」


「多重人格じゃない、ってのか？」


　ロシィは頷うなずいた。


「人格はひとつ──いや、わたしには本当の人格はない。今、おまえと話しているわたしは仮に刷り込まれた擬ぎ似じ人格に過ぎない。感情。判断力。知識。全すべて、意図的に選択され、与えられたものだ」


「お、おい、待てよ。人格がない、って、どういうことだよ？　わけわかんないぞ？　じゃあ、今こうして喋しやべっているおまえは、何なんだ？」


「《ＭＭＰＳ》の第六世代、コードネーム《スペクタクルズ》タイプの擬似人格──《ロシィ》だ。名前は、博士から貰もらった。……コードネームでない、わたしの、わたしだけの名前だ。仮、だがな。初めは《ロス》と呼ばれていたが、可か愛わいくない、とすぐに《ロシィ》と呼んでくれるようになった」


　瞳ひとみは、眉まゆを顰ひそめた。一種の記憶喪失きおくそうしつ状態、ということだろうか？　だとしたら、《ロス》とは意地の悪い名前だ。《ロス》が《Ｌｏｓｓ》なら《喪失》とか《紛失ふんしつ》とかいう意味だ。


　が、瞳の様子に感情を動かされた様子もなく、少女は続けた。


「気が付いた時、わたしはわたしだった。様々な知識が目覚めた時からあった。だが、自分自身に関する記憶は一切持ち合わせていなかった。どこで生まれたのか。両親はどんな顔をしているのか。友達はいたのか。その一切を知らない。もちろん本当の名前、本当の性格もだ」


「待った！　単に記憶がないだけなら、今喋っているおまえは、その体の、おまえ自身ってことで、別の人格なんかじゃないんじゃないのか？」


「では訊きこう。人格とは何だ？」


「何だ、って……そりゃあ……」


　改めて考えてみると、よくわからなかった。自分が自分であることの証明とは、何だ？


　黙だまった瞳の代わりに、ロシィは答えた。


「それは記憶だ」


「記憶？」


「そうだ。高たか幡はた瞳。おまえがおまえでありえるのは、全てが記憶の産物だ。おまえ自身が全ての記憶を失っても、周囲の人間が記憶していれば、おまえは自分が　『高幡瞳』であることを認識できる。だが、誰だれもおまえのことを知らなかったらどうだ？　記憶がなくなれば、『高幡瞳』という存在は消滅する。同じ肉体を持った、別人が出現するだけだ。「違うか？」


「それは……そうかもしれないな……」


「わたしは目覚めた時、すでに《スペクタクルズ》だった。だがそれは『個』を表すための『名前』ではない。これを──」


　少女はスプーンを持ち上げた。


「──『スプーン』と呼ぶのと同じだ。ただひとつのものを呼ぶ名前ではない。だが《ロシィ》は違う。今のわたしの、わたしだけの『個』だ。しかしそれは、本当の、この肉体が持っていた元々の『人格』ではない。だから、わたしは自分を『擬似』だと言った。わかったか？」


「まあ……なんとなく。釈しやく然ぜんとしないけどな」


「そうか」


　ロシィは、スプーンを置いた。


「ところで、昼間のわたしも、先刻のわたしも、あれはやはり《ロシィ》だ」


「全っ然、性格が違ったぞ？」


「記き憶おくは共有しているし、自分が《ロシィ》だという認識もある。ただ、知識の引き出しと、性格に多少の変動がある。──おまえは、服を変えると気分が変わるということはないか？」


　瞳ひとみは、自分の体験を思い出してみた。


「まあ……ないこともないな」


　合コンに行く時はそれなりに決めていくし、そういう恰かつ好こうをすると気分も引き締まって、気持ちも遊びモードになる。


「でも、何だってそんなことが起こるんだよ？」


「わたしは《スペクタクルズ》だからな」


　瞳は眉まゆを顰ひそめ、そうして、あっ！　と声を上げた。


「もしかして、おまえ、眼鏡めがねを取り替えると、性格が変わるのか!?」


「正確には、必要な特殊技能に最も適した性格になる、だ。おまえが見たのは、海兵隊員のわたしと、天才イタリア料理人のわたしだ。性格が変わるのは、副作用のような物だ」


「今は何なんだ？」


「ただの《ロシィ》だ。もちろん、どの《わたし》も、基本的な戦闘訓練は習得している。料理人の時は包丁しか扱えない、とかいうことはないから安心しろ」


「はあ」


　曖あい昧まいな返事をして、瞳は内心で唸うなった。ということはつまり、トレンチコートの中の眼鏡の数だけ、得意な分野と、それに即した性格がある、ということだろうか？　いまひとつ、多重人格との差がわかったようなわからないような気分だった。


「じゃあ、とにかく、どんなに性格が変わっても、おまえはおまえ──そういうことか？」


「ん」


　ロシィは、こっくりと頷うなずいた。


「俺おれを狙ねらっているっていう、あの女の子も同じなのか？」


　瞳は、ブロンドのドレスの少女を思い出して訊きいた。


「《ドレス》か？　いや、あれは少し違う。服を着替えても、性格は変わらない。認識力の強度の差があるからだ、と聞いた」


「つまり、おまえが眼鏡を替えるのと同じで、あの子は服を着替えるわけか？」


「ん」


　そういえば、少女のトランクはクローゼットになっていたな、と瞳は思い出した。


（にしたって、何だって眼鏡めがねやコスプレなんだ？）


　そこに必然性が感じられず、瞳ひとみは首を捻ひねった。もっともいつの時代にも、奇想天外な兵器を思いつき、実際に開発してしまうマッドな科学者はいるものだ。


　そう納なつ得とくするしかないだろう──と、瞳は考えた──理由はともかくとして、ロシィはここにこうしていて、《ドレス》という少女は、紛まぎれもなく自分のことを狙ねらっていると言うのだから。例え、冗談にしか思えなくても。


　ロシィは、話が済んだと思ったのか立ち上がると、食器を片付けにかかった。


「ああ、いいよ。俺おれがやるから」


　瞳は、少女の手から皿を取ると、それらをシンクへ運んだ。


「料理、してもらったからな。適当にテレビでも見てろよ。使い方はわかるだろ？」


「ん」


　少女は頷うなずくと、トレンチコートを翻ひるがえしてキッチンを出、リビングへと移動した。


　すぐにＴＶの音がして、瞳はそれを聞きながら食器を全すべて流し台に入れ、赤い印のついている方のコックを捻ってお湯を出しながら、もう一度、さっきの話をゆっくりと反はん芻すうした。


（記き憶おくがない、か……）


　その状態がどういうものなのか想像すると、お湯を使っているにもかかわらず、鳥肌が立った。いったい、死とどう違うのだろうか──区別は難しい気がする。ロシィの言う通り、自分が自分であるかどうかは、記憶が全てなのだから。


　瞳は、濡ぬれた手のままリビングを振り返った。


　ロシィはソファに腰を下ろして、ＴＶを見ていた。かかっているのはニュースだ。ガラスのテーブルの上には、ごつい銃が置かれている。その横顔からは、相変わらず何の感情も読み取ることはできなかった。だが、まるでずっとここに暮らしているかのように、彼女は当たり前に部屋の様子に溶け込んでいた。


　そのことに、そう感じた自分に、瞳は眉まゆを顰ひそめた──まるで、彼女を自分が受け入れてしまったかのようであったから。


（……馬ば鹿か馬ば鹿かしい）


　瞳は、汚れごとその考えを落とすように、大皿をスポンジでごしごしと洗った。
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　目が覚めたのは、いつもの目覚し時計の音のおかげではなくて、何となく暖かく胸を締め付けるような音と、微かすかに香る匂においのためだった。


（……？）


　腫はれぼったい目を瞬またたき、ベッドから這はい出す。エアコンのタイマーをセットしておいたおかげで部屋の中は暖かい。時計を見ると、いつもより三〇分ほども早い。だが、二度寝をしたら遅刻は確実だとわかっていたので、諦あきらめて、椅い子すの背もたれにかけっぱなしだったバスタオルを手にして、カーテンを開けた。


　結けつ露ろして曇くもった窓を手で拭ぬぐう。ベランダの端が黒く濡ぬれていた。空はどんよりと曇り、公園の常緑樹を背景にはっきりと雨粒が見え、瞳ひとみはため息をついた。


（今日は、バスか……）


　学校へは、普ふ段だん、マウンテンバイクで通学している瞳だったが、雨の日にはバス通学に変わる。レインコートを着れば行けなくもないが、カバーのない後輪が巻き上げる泥どろ水みずを背中に豪快に浴びる気はなかった。


　シャワーを浴びるために、部屋を出ると、ふわ、といい匂いがして、目を覚まさせたのは、これだ、とわかった。味み噌そ汁しると──卵の甘い匂いだ。じゅうじゅうとフライパンで何かを焼く音もする。


　小走りになってキッチンに行くと、ガスレンジの前に、タンクトップとバミューダパンツの上に首からかけるタイプのエプロンをしたロシィが立っていた。三つあるガス台の内の二つに、小鍋とフライパンが乗っていて、鍋からは湯気が、フライパンの中では溶き卵が焼かれて、甘い香りを立ち昇らせていた。すぐ脇わきの電気釜がまも、蒸気を上げている。


　気配に気付いて、ロシィが手を休めることなく振り返り、そして、柔らかく微ほほ笑えんだ。


　その表情に、瞳はどきりとした──知っている気がしたのだ。


　だが目を瞬くと、そこにいたのはやはり、昨日出会ったばかりの少女だった。違うのは、今朝は紺こん色いろの眼鏡めがねをかけているところだ。


「あら、おはよう。起きたのなら、早くシャワーを浴びてきなさいな」


「あ、うん……」


　思わず素直に返事をしてしまった自分に、瞳は驚おどろいた。まったく自然だった。


　ロシィはそれを聞くと、レンズの向こうで目を細めて微笑み、料理に戻っていった。一二、三歳の少女のはずなのに、その後ろ姿は、自分よりもよほど年上に感じられた。


（……なんなんだ、いったい。何の眼鏡なんだ、あれは……？）


　しかし、何となく今は邪じや魔まをしてはいけないと感じて、もやもやした気分のまま、瞳はバスルームに向かった。


　簡単にシャワーを浴びて、眠っている間にかいた汗と体臭を落とすと、ドライヤーで髪を乾かし、寝ね間ま着き代わりのトレーナーをもう一度着た。


　リビングに戻ると、キッチンのテーブルにはすっかり朝食の準備が整っていた。ロシィはその脇わきに立っていたが、眼鏡めがねはパールホワイトの物に戻していて、彼を見ても微ほほ笑えまず、無表情の仮面と、鮫さめの瞳ひとみで出迎えた。


　準備された朝食は、昨夜のイタリアンと異なり、簡単な和風の物だった。白い飯、豆とう腐ふの具の味み噌そ汁しる、卵焼き、である。


「これ、どうしたんだよ？　家に材料なんかなかったろ？」


　覗のぞき込み、匂においをかぎながら瞳ひとみは訊きいた。もうずいぶんと、朝飯などろくに食べたことがなかった。食欲が湧わかなかったのだ。だがこれは……ひどく胃を刺激する。


「公園の向こうの小さな店で買ってきた」


　淡々とした口調に、瞳ひとみは顔を上げた。


「コンビニで？　金は？」


　ロシィは、茶封筒をエプロンのポケットから取り出して、瞳に見せた。あっ、と声が出た。三〇万円が入っていた、あの封筒だ！


「おい！　それ──」


「これは、わたしの当座の生活費だろう？　わたしが管理して当然だな？」


　鮫の瞳で見つめられながらそう言われては、返す言葉もなかった。まったくその通りではある。こっちの金銭感覚にまだ慣れていないから自分が預かる、とか、自分なりに理由を考えてはいたのだが、通用しそうもなかった。見回した限りでは、余計な物を買った形跡もない。


「……わかった」


「ん。──さあ、食べよう。料理は熱いうちの方が美う味まい」


　席につくと、ますます食欲が湧いた。


　料理を前にして、陶とう然ぜんとなる、などという経験をしたことがない瞳だったが、今、まさにその気分だった。ただの味噌汁、ただの卵焼き、ただの白飯の匂いである。だが、それが渾こん然ぜん一いつ体たいとなって、脳のう髄ずいを揺さぶり、胃を刺激する。


「いただきます」


　ロシィが、まるで見た目そのままの日本人のように言い、


「い、いただきます」


　瞳はもどかしく言って、箸はしを取った。綺き麗れいに巻かれて等間隔に切られた卵焼きの、真ん中の一番ふっくらとしている部分を取り、かぶりつく。気持ちよりも、口が待ちきれなかった。よく焼けた表面に歯が沈むと、半熟の中身がとろりとあふれ出て、舌の上で躍おどった。濃厚な卵の味が、混ぜ込まれた醬しよう油ゆと砂糖とひとつになっている。


　嚙かみながら味噌汁の椀わんを手に取った。待ちきれない。勢い余って親指に汁がかかったが、気にならなかった。ずう、と一口飲むと、香ばしい味噌の香りと甘み、鮮せん烈れつなネギの厭いや味みのない辛から味み、奥に隠された鰹かつお節ぶしの味が、胸を揺さぶった。


　かつん、とたがが外れた。


　何日も食べていなかったかのように、瞳ひとみは自分の指すら齧かじってしまいそうな勢いで、卵焼きを食べ、味み噌そ汁しるを飲み、白飯をかき込んだ。


　手が、口が、止まらなかった。


　ひたすら──ただ、ひたすら食べた。


　もう何も食べるものがない、とわかるとようやく箸はしは止まったが、体の奥底から湧わき上がる満足感に、ただ呆ほうけ、弛し緩かんした。満足とは快感である、と初めて知った。こんな、簡単な食事であったのに、昨夜の料理よりも遥はるかに美う味まかった。


「……大だい丈じよう夫ぶか？」


「え？」


　何が、と訊きこうとして、瞳は気がついた。自分でも気付かないうちに、涙が頰ほおを伝っていた。悲しいわけではない。ただ、美お味いしかっただけだ。と──


（母さん……）


　声にこそ出さなかったものの、舌の記き憶おくが瞳に、そう胸の内で呟つぶやかせていた。


（そうだ……これは、母さんが作ってくれていた、味噌汁と卵焼きの味だ……）


　舌の記憶が、間違いない、と言っていた。学者だった母が忙しい合間を縫ぬって、それでもかかさず作ってくれた朝食の定番メニューの、その味だ。


　瞳は、涙を拭ぬぐうことも忘れてロシィを見た。


　彼女はパールホワイトの眼鏡めがねの向こうで、やはり何の感情も読ませてはくれなかった。


　どうしてこの味をこの子が再現できたのか、その理由は──眼鏡しかない！


「お、おい……」


　瞳は、箸を置いてテーブルに体を乗り出した。声が震ふるえている。


「さっきかけてた紺こんの眼鏡……あ、あれ、何の眼鏡なんだ……？」


　ロシィは小さな口で嚙かみ切った卵焼きを飲み込むと、目を瞬またたいた。


「あれは『ＪＭＧ』──『典型的な日本家庭で育った人間に近づく用眼鏡』だ」


「な、何だそれ……？」


「ターゲットが日本人の場合に使う眼鏡だ。いわゆる『おふくろの味』、というやつを作ることができる。食は、人間の本質を揺さぶる。そこを押さえれば、信しん頼らいを勝ち取るのは難しくない。……感じたのか？　おまえの『おふくろの味』を」


「ば、馬ば鹿か、言うなよ！」


　瞳は、カッと熱くなった顔を、首にかけたままだったバスタオルで涙を拭ふきながら隠すようにした。心も一いつ緒しよに。認めたらまるで、マザコンみたいであったから。


（つまり、この食事は誰だれが食べても、そういう風に感じるようにできてるってことか？）


　どうしたらそんなことが可能なのかわからなかったが、人の記憶などというのは、意外と曖あい昧まいなのかもしれない。


　そうか、と言って、ロシィは自分の食事に戻った。


　昨日も思ったのだが、少女は殆ほとんど口を開けない。食事もほんの少しずつ食べる。それでいて遅くはないのだから、これも不思議だった。


　その唇くちびるの動きを見ながら瞳ひとみは、昨日、伯お父じに説明を拒否されてからも、ずっと気になっていたことを、ようやく口にした。


「なあ……《ＭＭＰＳ》って、何をするための兵士なんだ？　『海兵隊』っていうのはわかるさ。連中は戦いのプロだからな。だけど、昨日の『イタリアンシェフの眼鏡めがね』といい、今朝の『お袋の味の眼鏡』といい、そいつはいったい何のためなんだよ？」


　ロシィは、ちらりと瞳を見たが、答えなかった。黙もく々もくと食事を続ける。


（やっぱり、機密事項ってやつか）


　諦あきらめようと踵きびすを返しかけた時、ロシィの食事は終わり、彼女は箸はしを置き、瞳は足を止めた。ちらりとレンズの奥の瞳が動いて、彼を捉とらえる。そして、言った。


「簡単なことだ。わたしたちは、あらゆる環境下へ潜せん入にゆうし、暗殺・破は壊かい活動を行うために調整されている。全すべての『キー』はそのためにある」


　ほんとかよ、と瞳は思わず片かた眉まゆを上げていた。


　その疑いを読んだように、ロシィは続けた。


「別に、食事が作れる眼鏡ばかりというわけではない。昨夜と今朝はそれが必要だと思ったから、使っただけのことだ」


「あの『イタリアンシェフの眼鏡』で、何が破壊できるんだ？」


「イタリア料理が好きな人間に接近し、虜とりこにすることができる」


　少しからかいを込めて訊きいたのだが、返った声音は大おお真ま面じ目めだった。


「大した自信だな」


「望むなら、本物の材料を用意し、おまえに本物のイタリア料理を作ってやるぞ？」


　その申し出に、瞳は肩を竦すくめた。


「いや、遠えん慮りよしとく。やっぱ、俺おれ、日本人だわ。味み噌そ汁しると卵焼きが、こんなに美う味まいって思うんだからな──食器はそのままでいいからな。水に浸つけといて、帰ってきてから洗うから」


「わかった」


「夕方には帰るけど、まあ、好きにしててくれよ。ただし、あの三〇万はもう使うなよ？」


「ん。わたしも学校へ行く」


　まるで、天気の話をするように言った言葉に、瞳は踏み出しかけていた足を止めた。


「……はい？」


「当たり前だろう？　護衛のわたしが一いつ緒しよに行かなくてどうする。安心しろ。室長には先さき程ほど連絡を入れておいた。四し瑞ずい峰ほう学園の方には、話を通しておいてくれるそうだ」


「って、ま、まてよ！　おまえ、どう見たって高校生には見えないぞ!?」


「問題ない。アメリカでは飛び級など珍めずらしくもない」


「つまり……転校生ってこと、か……？」


「そうだ」


　揺るぎない答えに、瞳ひとみは呆ぼう然ぜんとするしかなかった。


　そんな彼の様子にはお構いなしに、ロシィは重ねて訊きいた。


「なあ。わたしの設定は、昨日、おまえがあの木き沢ざわとかいう女に話していた『従い兄と妹こ』でいいのか？　一応、帰国子女ということになるが。なあ、おい」


　小さな手にトレーナーの袖そでを摑つかまれて、瞳はがくがくと揺さぶられた。


（好きにしてくれ、もう……）


　がっくりと首をうなだれて、瞳は大きなため息をついた。





（バスってのは、どうも気持ち悪い……）


　革のリュックを背負い、運転席の真後ろの席の脇わきに立って、瞳はそう体感していた。


　こんな時間にバスに乗ったのは本当に久しぶりだったので、こんなにも混むものだったということをすっかり忘れていた。しかもこの時間、乗客は殆ほとんど四し瑞ずい峰ほう学園に通う生徒ばかりで、貸切と変わらない状況になる。


　自分もその内の一人なのだが、一五～八歳の、新陳代謝の活発な人間が、締め切った限定空間に押し込められて発する臭においというのは、独特なものがある。通勤電車の中年以上の人間が発する臭いも凄すごいが、はっきり言って負けていない。普ふ段だん、マウンテンバイクで風を切って通学していると、それがよくわかる。


　今は冬だから、まだマシな方だ。梅つ雨ゆの時期などは、それだけでぐったりとしてしまう。


　つり革に摑つかまって目を閉じ、瞳は良いこと、楽しいことを考えるように努めた。


　だが、どうにも視線を感じて落ち着かない。


　──当然だ。


　真後ろに、思い切り目立つ少女がいて、瞳のリュックに摑まっているのだから。


　しかも彼女は、例の巨大なトランクを車内に持ち込んでいる。非常に場所をとっていて、すぐ横の座席に座っている生徒などは、どうしたって、これをどかさなければ、バスを降りることができなかった。しかも、濡ぬれているから始末が悪い。


　置いていけ、駄だ目めだ、というやりとりをたっぷり五分は続け、結局、根負けして許したのだが、やはり力ずくでも置いてこさせるんだった、と瞳は後悔した。勝ち目があったかどうかはともかく、そう思った。


『次は四瑞神社前。四瑞神社前です。停車いたします』


　車内にアナウンスがそう流れて、瞳は顔を上げた。降りるのはここではなく、その次だ。フロントガラスの向こうに停留所が見えたが、何人かの生徒が待っていた。


　バスが止まり、後ろのドアが開く。都内を走る路線には珍めずらしく、このバスは均一料金ではない。乗る時に整理券を取って、降りる時に精算するのだ。普ふ段だんからバスを使っている定期の客はいいが、たまにしか使わない瞳ひとみのような客にとっては、これは面倒だった。何より、乗降に時間がかかって、イライラさせられる。


　降りる人はいなかったために、車内はますます混雑した。前に場所が取れて本当に良かった、と考えながら、木き沢ざわはよくこんなんで毎日通ってるよな、と感心した。詠えい美みは入学した初めからバス通学なのだ。


『発車します』


　テープが回ってそう告げて、バスは滑すベるように動き出した。


『次は四し瑞ずい峰ほう学園前。四瑞峰学園前。お降りの方は、停車ボタンを押してくださいませ』


　そう続いて流れて、誰だれかが停車ボタンを押し、軽快なチャイムの音が響ひびいた。やっと、この苦行から解放される──そんな空気が車内に広がった。


　瞳自身も、助かった、と思った。あと一〇分ほどの我が慢まんである。


「瞳、瞳」


　その袖そでを、ロシィが引いた。囁ささやくような声だ。近くの生徒が、ちら、と見る。あと少しで着くのだから、と無視していると、更に引かれ、仕方なくトランクの陰に体を少し屈かがめると、背の低い少女に顔を近づけた。


「なんだよ？」


　こちらもヒソヒソと返す。


「《ドレス》がいる」


「えっ!?」


　顔を上げようとすると、衿えりを摑つかまれて引きとめられた。まったく動けない。やはり、力ずくでは敵かなわないようだ。


「顔を上げなくても見える。脇わきから見ろ。後部ドアのすぐ脇だ。濃い緑色をしたレインコートのような服を着た奴やつがいるだろう？　あれは《ドレス》だ。あいつ、良くてクロルアセトフェノン、下手をしたらクロルベンジルマロノニトリルを使うつもりだぞ」


「何だそれ？」


　当然の疑問だったが、可か愛わいい顔の形のいい眉まゆは、微かすかに顰ひそめられた。


「そんなことも知らないのか？　ティア・ガス──催さい涙るいガスだ」


「あのな、平和日本の一介の高校生が、そんなこと知るかって」


　そう言うと、ロシィはレンズの奥からじろりと瞳を見た。


「だったら憶おぼえることだ。ただ守られるだけなら、赤ん坊と変わらない」


「はいはい、わかったよ。クロルなんとかは、催涙ガスね。それで？」


「もし、クロルベンジルマロノニトリル──スーパー・ティア・ガスだったら、この密閉空間だ。ガスは拡散することなくここにいる全員を襲おそうだろう。涙るい腺せんばかりでなく、目そのもの、鼻、喉のどの粘ねん膜まく、皮ひ膚ふまでも冒おかす。最悪の場合、死ぬ場合もある」


　可か愛わいい顔で、恐ろしいことをしれっと言う。だが、ロシィは視線をレインコートの少女に戻すと、言葉を継いだ。


「──おまえは大だい丈じよう夫ぶだ。死にはしない」


「何でだよ？」


「できるだけまともな状態で、拉ら致ちしなくてはならないはずだ。だとしたらすぐに《ドレス》がマスクをつけにくる」


　そりゃありがたいことで、と言いかけて、瞳ひとみはそれを飲み込んだ。ロシィの横顔には、ふざけている様子は微み塵じんもなかったからだ。だが、あまりにも信じがたく、何やら壮大なペテンにかけられているような気分だった。


（朝の通学途と中ちゆうのバスの中でガス騒さわぎ……なんて、本当かよ？　ちょっと、神経質になってるんじゃないのか？）


　瞳は、ロシィに更に顔を寄せると、なあ、と囁ささやいた。


「見間違いってことはないのか？　顔、見えないじゃないか。それにどうして、あの子がガスを使うって断言できるんだよ？」


「なら訊きくが、この国ではバスに乗るのに、わざわざ対ＢＣ兵器装備に身を固めたりする奴やつがいるのか？　しかも、わたしのような年齢で」


「え……？　あれは、レインコートだろ？　小さな子供が時々着てる──」


「違う。レインコートのように見えるのは、あの方が簡単にガスを洗い流せるからだ──《ドレス》の動きを封じるぞ」


　ロシィは言うなり、トレンチコートの前のベルトを外し、手を突っ込んだ。


「お、おい、まさかここで銃を撃うちまくるつもりじゃ──」


「わたしは、それほど馬ば鹿かじゃない」


　彼女はコートの内側から黒縁の眼鏡めがねを取り出すと、パールホワイトのそれと一いつ瞬しゆんでかけ替えた。途と端たん、顔が厳しく引き締まり、口元が何となくへの字になった。


（今度は、何の眼鏡だ？）


　顔つきだけでは、まったくわからない。ただ、菫すみれ色いろの虹こう彩さいが心なしか小さくなって、三白眼さんぱくがん気味になったような感じがするのは、レンズの厚みのせいだろうか？


「……動いては駄だ目めでゴザルぞ？──忍！」


「ご、ござる!?　にん!?」


　口調に驚おどろき、そして更に驚きよう愕がくの事実が目の前で起こった。目の前から、彼女の姿が消えうせたのだ！　慌あわてて辺りを見回すと──いた！　ロシィは、トレンチコートの前をいつの間にか閉じ、フードまでかぶって、バスの天てん井じようにヤモリかなにかのように張り付いていた。


（も、もしかして、忍者なのか……？）


　あまりの馬ば鹿か馬ば鹿かしさに、瞳ひとみは目め眩まいがした。


　だが、次の瞬しゆん間かん、トレンチコートが変化を起こし、色が、赤からバスの天井の色へと変化した。ちゃんと意識をして見れば、もちろんすぐにばれてしまう程度の迷彩だ。だが、それでも見えにくくなったことは間違いない。それに、状況がありえないからか、乗り合わせた生徒たちは、誰だれも騒さわぎ出さなかった。


「……忍法《傀く儡ぐつ舞まい》」


　ぼそりと呟つぶやく声が、おそらくは瞳にだけは聞こえて、


（やっぱり、忍者かよ！）


　と彼は胸の中で突っ込んだ。と──


「きゃっ！　な、何よ！」


　そんな女生徒の声が上がって、瞳を含めた乗客が一いつ斉せいに振り返ると、ロシィが《ドレス》だといった人物が、何やらぎくしゃくした動きで、人が座っている左の後部座席によじ登ろうとしている所だった。びしょ濡ぬれで土足である。だが、被害にあっている生徒は、最初の一言だけで、あとは抗議の声を上げなかった。


　その理由は、すぐにわかった。


　ギリギリと音がしそうな様子で振り返った小柄なレインコート風の人物の、本来、顔がある場所には、蝿はえの顔を思わせる『ガスマスク』が装着されていたのだ。


（マジだったのか！）


　瞳は、ぞっとした。


　丸い覗のぞき窓の向こうに、青い瞳を確かに見ることができた。手袋をした手には、円筒状の手しゆ榴りゆう弾だんのようなものが、しっかりと握り締められている。まだ、ピンは抜かれていない。そのまま指を開くことなく、《ドレス》は女生徒の膝ひざに上ると、そのまま窓を引き上げた。


　運転手は何事かを気にしながら、バスの速度を落とし始めた。急ブレーキと言うほどではないが、確実に体にＧを感じる程度ではある。


　十分に速度が落ちたところで、《ドレス》は窓の外に体を躍おどらせた。


　あっ、という複数の声がして、今度こそ運転手は急ブレーキをかけた。悲鳴が上がる。クラクションが派手に鳴る。立っている生徒たちが、バスの前の方へと倒れ掛かってくる。トランクに押し潰つぶされないように、瞳は肩を押し付けるようにして必死にこらえた。


　やがて、バスが完全に停車すると、誰もが背後の歩道を振り返った。窓から飛び出した、おそらくは子供だと思える人間がどうなったか、それを確認するために。


　瞳も同じだった。


　歩道に遠く、濃い緑色をしたレインコートのような服を着た小柄な人物は蹲うずくまっていて、周囲には遠巻きに円陣ができていた。もしや、死んでしまったのでは──何やら喉のどを締め付けられるような空気を感じ始めた頃ころ、だが、その人物は、何事もなかったかのようにすっくと立ち上がると、雨の中をあっという間に駆け去って、見えなくなってしまった。


「わたしの言った通りだったろう？」


　すぐ隣となりで声がして振り返ると、いつのまに降りたのか、ロシィが両手を後ろに組んでそこに立っていた。トレンチコートはすでに、赤せつ褐かつ色しよくに戻っている。眼鏡めがねのフレームも白い。


「い、今のはいったい……？」


「忍法《傀く儡ぐつ舞まい》──相手の自由を奪い、こちらの意のままに操る術だ。一種の瞬しゆん間かん催さい眠みん術じゆつだな。なかなか面白いだろう？」


「…………」


　なんとも答えられずにいると、頭の上のスピーカーが、ザリッと耳みみ障ざわりな音を立てた。


『えー……ちょっと困ったことが起こりましたので、バスは路肩に止めて停車いたします』


　運転手の声は本当に、どうしたものか、という感じだった。


『とりあえず、これから車庫に連絡を入れて、判断を仰ぎます。警察が、皆さんにも事情を聞く必要があるかも知れませんので、申し訳ありませんが、しばらく車内でお待ちください』


　えー遅刻だよ、という声が上がったが、運転手は構わずにバスを再発進させると、歩道に寄せて停車し、無線を使ってどこかへ連絡を入れ始めた。


　文句を言ったところで、どうにかなるわけではない。無む駄だなエネルギーを使うのはやめて、瞳ひとみは支柱に寄りかかった。認めたくはなかったが、鳥肌がおさまらない。声を出したら、震ふるえて笑いながら話しているように聞こえてしまうだろう。


　あの小さな手に握られていた、円筒型の手しゆ榴りゆう弾だんのようなものの緑色と、警告色のような、くすんだ黄色いラインが目に焼きついていた。もし、あれが──


「大だい丈じよう夫ぶだ」


　見下ろすと、パールホワイトの眼鏡の向こうから、鮫さめのような冷めた目でロシィがじっと見つめていた。すると、不思議なことに、心に立った漣さざなみが静まっていった。


「おまえは、わたしが護まもる」


「……そうかもな」


　口に出すと、本当に大丈夫な気がした。


　瞳は、ゆっくりと呼吸をして、窓に当たる雨を、流れる滴しずくをただ見つめ、あれこれと騒さわぐ生徒たちの中に自分の心を沈めて、バスを降りることができるようになるのを、静かに待った。





「おっはよーっす！」


　がらりと二─Ｃの教室の扉を開きながら、瞳は明るく挨あい拶さつをした。おはよう、と扉の傍そばの席のクラスメートから返事がくる。が、それは途と中ちゆうで戸と惑まどいの声に変わった。


（まあ、当然か）


　それでも微ほほ笑えみを絶やさず、何気なさを装って教室の中に入った。視線は、ここまで来る間に十分受けた。クラスメートのそれは、瞳ひとみ自身を通り越してその後ろに注がれている。そこにいるのは──


「瞳、瞳」


「ん？　なんだい？」


　にこやかに振り返ると、赤せつ褐かつ色しよくのトレンチコートに巨大なトランクを背負ったロシィは、微かすかに眉まゆを顰ひそめた。


「何だ、気持ち悪い。そんな生ぬるい声を出して」


「何言ってるんだよ？　いつもと変わらないだろ？」


　レンズの向こうで、少女は胡う散さん臭くさそうに目を細めた。


「……まあいい。──それより、わたしより先に未知の場所に入るな。どんなトラップが仕掛けられているかわからないし、《ドレス》が変装して待ち構えていることだってあるんだぞ」


「わかった、わかった」


　軽く言うと、彼女は瞳を睨にらんだが、それ以上は何も言わなかった。


　すると、やりとりが終わるのを待っていたかのように、クラスメートたちがわらわらと集まってきて、瞳とロシィはたちまち囲まれてしまった。


　少女は、殆ほとんど無表情ながらもピリッとした緊きん張ちよう感かんをまとい、彼らを素早く一いち瞥べつし、トレンチコートの前合わせに腕を突っ込んだが、すぐに銃や眼鏡めがねを抜く様子はなかった。


　人ひと垣がきの外縁に木き沢ざわ詠えい美みの姿もあった。いつものブレザーの制服姿だ。規格外の胸のせいで、何となく窮きゆう屈くつに見える。彼女は、瞳と目が合うと、微笑んで遠えん慮りよがちに手を振って見せたが、瞳の方は、軽く肩を竦すくめただけで済ませた。


「た、高たか幡はたっ！」


　クラスメートを搔かき分けて、ふんふんと鼻を鳴らして、興こう奮ふんした様子で前に出てきた生徒がいた。夏でもないのによく陽ひに焼けた肌をしていて、潮しおで色の抜けた長めの茶色の髪を後ろで縛しばっている。


　自称サーファーの、友人にして、伯お父じの秘書の栗くり原はら千ち里さとの弟、栗原勝まさるだ。


「だ、誰だれだ、その子っ！」


　両手を広げ、今にも飛び掛りそうな勢いで、そう訊きいてくる。


「あ、栗原。昨日は悪かったな」瞳は、にこやかに手を上げた。「伯父さんに呼び出されて、どうしようもなかったんだよ。千里さんが迎えにきちゃってさ」


「あ、姉貴が!?」


　ずさ、と勝は僅わずかに後あと退じさった。


　瞳には信じがたいことだが、彼に言わせると、あの千里さんは、家では非情な暴君になるのだという。この友人は、彼女には頭が上がらないらしく、名前が出ただけで頰ほおが引きつる。


　もっとも、無む闇やみに叱しかるわけではなく、それなりの悪さをした時にだけらしいのだが、それがしょっちゅうであったため、殆ほとんどパブロフの犬状態になったのだという。


「な、何か、俺おれのことか……？」


　わなわなと唇くちびるが震ふるえている。


「昨日、千ち里さとさんに別に『おしおき』されなかったんだろ？　全然違うさ。この子を──」


　瞳ひとみは、ロシィの頭を軽く撫なでるようにした。レンズの奥の瞳が微かすかに見開かれる。


「──迎えに行ってたんだよ。親しん戚せきの子で、うちで預かることになったんだ」


「何ぃっ!!」


　周りの生徒が思わず耳を塞ふさぐような大声で、勝まさるは驚きよう愕がくの叫びをあげた。
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「お、おまえ、今一人暮らしも同然だよな……？」


「ああ。父さんは──海外だしな」


　さらりと言えたことにホッとした。父が作戦中に密林で行ゆく方え不明になったという、伯お父じから聞いた話は、気持ちから切り離して考えないようにした。色々とうるさく訊きかれたくはないし、踏み込まれたくもない。


「じゃあ、じゃあ、おまえ……この子と同どう棲せいするってことかっ!?」


「…………」


　当たり前だが、クラスメートの反応は冷ややかなものだった。


　ロシィはどう見たって小学生の最高学年か、中学に上がりたてといった容姿だ。その子と一いつ緒しよに暮らすことになったと聞いて、『同居』ではなく『同どう棲せい』という、ほんの少し淫いん靡びな響ひびきのある単語を思い浮かべるのは、クラスではこの男くらいのものだった。


（もったいない……）


　クラスの女子の何人かは、間違いなくそう思っているはずだった。勝まさるは、顔立ちは美人の千ち里さとに似てなかなかのものである、実際、読者モデルなども何度か引き受けていて、ファンレターなどもくるそうだ。


　が、殆ほとんどは同年代からの手紙で、それを勝は一切相手にしない。何な故ぜなら、彼の女性の好みは、年下に限定されているからだ。五つくらい離れているのが望ましい、というのだから、学校の後輩ではいまひとつ完全な理想とはなり得ない制限だ。


　それを勝は、暴力的な姉の影えい響きよう、と言っている。


　千里が聞いたら、また、きついおしおきをくらいそうな話である。


　それはともかく、勝が二〇なら、相手も一五ということになるから、恋愛関係になったとしてもそれほどおかしいことはないが、今はまだ一七である。五つ引けば、相手は一二だ。さすがにそれで恋愛、というのは、世間的に認めがたいものがあるし、同年代の男子からすれば理解しがたい好みである。


　どうせなら千里さんの方が──と思うのが、クラスの大半だった。年下なら、せめて中三にならないと、と意見は共通した。去年の文化祭の準備で、男子ばかりで居残り作業をしていた時、そうした話題になったのだ。


　瞳ひとみは、どうとも言わず、ただ黙だまって曖あい昧まいにニコニコしながら、それを聞いていた。


　それを同意と誤解したのか、以来、勝は頻ひん繁ぱんに合コンの誘さそいをかけてくるようになって、時には付き合う瞳だったが、相手は見事に年下ばかりだった。といっても、さすがに五つ下ということはなく、せいぜいが三つ止まりだったが。それでも、もちろん千里には内ない緒しよだ。


　瞳は、苦笑して肩を竦すくめた。


「おまえさあ……人聞きの悪いこと言うなよ。同居だよ、同居」


　そりゃそうだよな、と周りからも笑いが起こる。と──


「それより、高たか幡はた。何でその子を学校に連れてきたんだ？　まずいんじゃないか？」


　野球部の石いし野のが、真ま面じ目めな顔で言った。本気で甲子園を目指しているこのクラスメートは、真面目に頭を坊主ぼうずにしている。残念ながら、今年は予選で敗退したが。


　一応、瞳も、人当たりのいい真面目な生徒、で通っているため、彼ともそれなりに話をする──というよりも、誰だれとでもそうだった。分け隔へだてをしない。石野と勝はタイプが違うので特に接点はないのだが、瞳を通じて少しは互いの話を聞いている。


「ああ、それは──」


　その時、チャイムが鳴って教室の前の扉が忙せわしなく開き、担任の小お野の真ま由ゆ美み先生が入って来たかと思うと、慌あわてた様子で辺りを見回し、あっ、と声を上げた。今年、二六になる彼女を見ても、生徒たちは逃げるように席についたりはしない。よく言えばフレンドリーな関係、悪く言えば、軽く見られている、ということだ。


「その子！　あなた、ロシィ・プリムラさんですね！　ああ、良かった！」


　先生は心底ホッとした、といった表情になって、何となく着崩れた感じのあるスーツからこぼれそうになっている大きな胸に手を当てて、息をついた。空いている方の手には紙袋を下げ、脇わきに出席簿を挟はさんでいる。


「途と中ちゆうでバスが事故にあったって聞いたし、あなたはこないし、だから先生、すごーく心配したんですよ？　登校したらまず職員室にくるように、って保護者の方から聞いてなかった？」


　皆の視線が、ロシィに集まる。


「プリムラ？　自分で付けたのか？」


　瞳ひとみは少し体を屈かがめると、こそっと訊きいた。


「いや。室長が、苗みよう字じも必要だろう、と言ってつけてくれた」


「へえ──おっと」


　瞳は背を伸ばすと、近づいてくる小野先生に、にこやかに微ほほ笑えみかけた。


「あら、高たか幡はた君。そういえば、プリムラさんは確か──」


「ええ、家で預かってます。それで、すいません先生。伯お父じは忙しいもので、学校のことは俺おれも、今朝、この子から聞いたばかりで、詳しい手続きなどを伯父から聞き損なってしまったんですよ。考えればそうですよね？　まず職員室にいかないと……すいません」


「い、いえ、いいのよ──無事でよかったわ」


　はい、とすぐ横で、クラス委員長の平ひら田た由ゆ香かが手を上げた。


「無事、って何かあったんですか？」


「あ、ええ……ちょっとバスジャック未み遂すいが──」


　一いつ瞬しゆんで、教室がざわめく。


「バスジャック！」


「未遂！」


「高幡っ、おまえそのバスに乗ってたのか!?」


「本当っ!?」


　一いつ斉せいに、クラスメートたちににじり寄られて、瞳は苦笑した。


「確かにそのバスに乗ってたけど、そんなんじゃないよ。あれは、レインコートの子供がバスが止まる前に窓から飛び出したってだけじゃないのかな？　確かに、ガスマスクみたいなやつをつけてはいたけど、別に、何があったってわけじゃないしさ。被害らしい被害といえば、その子供に踏み台にされた女子のスカートに靴くつ痕あとが付いたくらいだよ。悪いた戯ずらさ、悪戯」


　何だ、という空気が広がる。


　ようやく自分が教師であるということを思い出したように、小お野の先生は手を叩たたいた。


「皆さん、席に着いてください。ホームルームを始めますから。──プリムラさんは先生と一いつ緒しよに前に来てね？　皆に紹介するから」


　ちらりと目を上げたロシィに、瞳ひとみは頷うなずいて見せた。


　巨大なトランクを背負ったまま少女は歩き出し、他ほかの生徒たちも自分の席に戻った。瞳も教室の真ん中辺りにある、自分の席へ向かう。


　先生は教壇に立ち、その隣となりにロシィは軽く足を広げて立った。腕は肩に回したトランクのベルトを摑つかんだままである。


「あの、プリムラさん……そのおっきな鞄かばんには何が入っているのかしら？　一応、学校に必要のないものを持って来るのは、校則で禁止に──」


「全すべて必要な物だ」


「そ、そう……」


　じろり、とパールホワイトの眼鏡めがねの奥から、あの無感情な鮫さめの瞳でひと睨にらみされ、先生はたちまち敗北した。へこみ、しかしすぐに萎しぼんだ威い厳げんを取り戻すように、ひとつ咳せき払ばらいをして、生徒たちの方へと向き直る。


「え、えーと、ロシィ・プリムラさんは、この間までアメリカで暮らしていたんですが、このたび日本に戻られて、皆さんのクラスメートになりました。プリムラさんはまだ一二歳ですが、飛び級制度を利用したので、皆さんと同じ高校二年生ということになります。勉強の方は問題ありませんけど、体の方は一二歳なので、皆さん、体育とか、その他の体を使う行事では助けてあげてくださいね？」


　特に返事はない。が、無視しているというわけではない。高校生になって、はーい、などと元気よく返事をするのは、逆にふざけている証拠だ。


（まあ、体力の方も心配ないだろうけどな）


　机の天板に肘ひじを突いて、無感動なロシィの顔を見ながら、瞳はそんなことを考えた。皆もすぐにわかるだろう。彼女は、体に似合わぬ体力の持ち主なのだ。あのトランクを持ってみれば、それは簡単にわかることである。


　先生は、教室の一番後ろ、教壇正面の席を指した。


「それじゃあ、プリムラさんの席はあそこですから。はい、これ教科書」


　差し出された重たそうな紙袋を、ロシィは無言で受け取った。そのまま、名乗りもせずに教壇を降りて、とっとと席に向かってしまう。紹介はもう済んだ、と思ったのだろう。


　小野先生は慌あわてた様子で、あっあぅ、と口ごもったが、少女は足を止めなかった。その背中に明確な拒絶を感じたのか、先生はがっくりと肩を落とすと、そのまま、しおれた切花のような様子で出席簿を開き、生徒たちの名前を読み上げ始めた。


　瞳ひとみがちらりと見ると、ロシィはトランクを下ろし、席に座って真まっ直すぐに前を見た。レンズの向こうで、菫すみれ色いろの瞳だけが、機械仕掛けのように等速度で左右に動き、教室を一いち瞥べつした。


　何となく威い圧あつ的てきな視線を感じるのか、教室は奇妙な緊きん張ちよう感かんに包まれて、瞳は苦笑した。ここに《ドレス》の入り込む余地はない。ハリウッドのＳＦ映画に出てくるような、生きている人間と変わらないきぐるみが作れるというのなら別だろうが、二度の遭そう遇ぐうで、小さな拉ら致ち者しやが持っていたのはいずれも『服』だった。


　それに、たとえこの学園の制服を手に入れたとしでも、正体は簡単にわかるだろう。見知らぬクラスメートがいれば、気付かないわけがない。しかも、明らかな子供なのだから。


「──高たか幡はた、瞳君？」


「あ、はい」


　名前を呼ばれて返事を済ませると、瞳はちらりと後ろを盗み見るように振り返った。と、もう一人、ロシィを見ている生徒がいることに、彼は気が付かないわけには行かなかった。もちろん、勝まさるだ。殆ほとんど体を捻ひねりきって、後ろの生徒にはっきりと嫌いやがられているが、ロシィを見るのに夢中なのか、気付いていない。


　喉のどの奥で笑って、瞳は前に向き直った──お守もりはあいつに任せるか、と考えながら。





「ねえねえ、高幡！　ロシィちゃんて、本当に天才なの？」


　一時間目の授業が何事もなく済み、先生が教室を出ていくのを待たず、数人女子生徒がやってきて机を囲んだ。瞳は、閉じた教科書とノートをまとめて机の中に押し込むと、まあね、といつものにこやかな調子で答えた。本当に高校の勉強ができるのかどうかは知らないが、きっと『日本の天才高校生の眼鏡めがね』でも持っているんじゃないか、と皮肉っぽく思った。もちろん、口には出さなかったが。


「凄すごいよね、一二歳で高校生なんてさあ。やっぱり教科書とか一度読めば、全部、暗記できちゃうとか？　アメリカに住んでたってことは、英語、ぺらぺらなんだよね？」


「いや、俺おれも昨日引き合わせられたばっかりだからさ、詳しくは知らないんだよ。興味があるんなら、本人に聞いてみたら？」


　すると、女子たちは微妙な表情で互いに顔を見合わせた。


「だって、ねえ……？」


「うん……なんか、睨にらんでるんだもん」


　言われて、瞳はちらりと後ろを振り返った──本当だ。ロシィは、パールホワイトの眼鏡の奥から、相変わらずの鮫さめの瞳で、じっと、瞬まばたきもせずにこちらを見ていた。少し──いや、かなり威い圧あつ感かんがある。


「高幡、それよりさ、本当にバスジャックじゃなかったの？」


　真正面に来た来くる栖す恵え美みがしゃがみ、机に両腕を乗せて、大きな瞳で見つめてきた。


「あ、それ、わたしも聞きたい！」


　他ほかの女子も賛同し、話題はたちまちロシィのことから逸それてしまったが、内心で、瞳ひとみはホッとした。あれこれ聞かれても答えようがないからだ。


「ホームルームの前にも言ったけどさ」瞳は、クラスメートを軽く見回した。「子供のちょっとした悪ふざけだよ。怪け我が人にんも出なかったし──あ、一人いたか。その子供自身はきっと、膝ひざとかすりむいたんじゃないかな？」


「でも、警察とか来たんでしょ？」


「まあね。でも、運転手に少し話を聞いて、あとは生徒手帳を見せて名前を控えられて、あとでもしかしたら話を聞くかもしれないから、って言われて、それだけだからさ」


「じゃあ、あとで警察に呼ばれるかもしれないんだ……？」


「なんだ、心配してくれるの？」


　少し微ほほ笑えんで、瞳が訊きくと、


「そりゃあ……」


　白い頰ほおが、微かすかに赤くなる。


「あー！　恵え美みったら、だいた～ん！」


「ひゅーひゅー」


「やめてよ！　そんなんじゃないったら！」


　品のないからかいに、来くる栖す恵美は立ち上がって眉まゆを吊つり上げて睨にらみ、逃げ出した友人を追いかけて、席を離れた。その空いた場所に、一人の女生徒が滑すべり込む。


「ねえねえ高たか幡はた。今日の放課後とか暇ひま？　また、遊ぼうよ」


　高三の男子と付き合っている、茶髪の結ゆい川かわ亜あ矢やがそう誘さそってくる。


「カラオケか？」


「そうそう。男子は、山やま野のと成なる瀬せと末すえ見みと川かわ島しま、女子は、あたしと恵美と京きよう子こと麗れいと祥しよう子こ。一人足りないんだよね？　高幡、歌、うまいじゃん？　それにあんた、がっついた感じがないから、来てくれると助かるんだ。他の男子が勘かん違ちがいしなくてさ」


　拝むように両手を合わせて、ウインクをしてみせる。


「うーん……」


　悩んでいると、しかし、


「駄だ目めだ駄目だ駄目だ駄目だ駄目だっ!!」


　女子たちの間に強ごう引いんに割り込むようにして、勝まさるが後ろに立ち、がっちりと肩を摑つかんできた。そうして、じろり、と彼女たちを一いち瞥べつする。


「こいつの体は、今日は俺おれのものだ！」


　結川亜矢は、目を細めて唇くちびるを尖とがらせた。


「うわ、何よそれ。あんたガキだけじゃなくて、男にも興味があるわけ？　気持ちわるーい」


「うるせえ！」


　勝まさるは、こちらも唇くちびるを尖とがらせて、彼女と睨にらみ合った。


「人をロリコンみたいに言うんじゃねえよ、結ゆい川かわ！　俺おれは年下が好きなだけだ！　俺が一七なのは、俺のせいじやねえ！　五つの差なんてのはな！　社会に出れば珍めずらしくも何でもねえんだよ！」


「あんたの趣しゆ味みなんか、どうでもいいっての。あたしらは、高たか幡はたを誘さそってるんだよ。しっしっどっかいきな、ばーか」


「やかましい！　駄だ目めだっていってんだろ！」


　摑つかまれた肩にぐっと力がこもる。


「今日はな、俺と高幡で、ささやかな、ロシィちゃんの歓迎パーティをやるのだ……」


「うわ、キショ。うっとりしてるよ、こいつ……」


　一いつ斉せいに、女子が引く。


「……そうだよな、高幡？」


「俺は、そんな約束──」


「し・た・よ・な？　何しろ、おまえは昨日、何の連絡もなしに、俺との、この大親友の栗くり原はら勝様との約束を、ものの見事にすっぽかしてくれたんだもんな？　な？」


「それについちゃ、悪かったと思ってるけど、でも──」


「いいや、決めた。もう決めた」


「ちょっと栗原！　こっちが先に誘ったんだから、引っ込めよな！」


「んなこと知るか！」


　たちまち辺りは騒さわがしくなって、わーん、と耳鳴りがし始めた。いつものこととはいえ、正直、ほっといてくれ、と思わなくもない。それでいて、誘われないと猛もう烈れつに寂さびしさを憶おぼえるのだから、人間の心なんて勝手な物だ、と思う。


　──付かず離れず。


　──好かれず、嫌われず。


　その微妙なバランスを取るのは、意外と面倒だ。


（ま、仕方ないか……）


　あきらめ、瞳ひとみはぼんやりと辺りを見回した。少し離れた席で、詠えい美みが少し寂しそうな顔でこっちを見ていた。気が付けば、いつも彼女はそうだ。群れでいる時は、話し掛けてはこない。


（そんな目で見るなよ）


　友人たちの言いあいを遠く聞きながら、瞳は詠美を見返した。すると目を逸そらすのは、いつも彼女の方が先になる。何が言いたいのか知らないが、ああいう態度には苛いら立だたせられる。


　もちろん、そんなことは口にしない。誰だれとも、本音でぶつかり合うような仲にはなりたくはないし、なるつもりもなかった。


　頭の上で繰り広げられる舌戦を聞きながら、瞳ひとみは、


（早く、チャイムが鳴らないかな）


　と考えた。と──





　チャイムが鳴っても、少し大きめの机についたまま、ロシィは、突然、瞳の周りで始まった喧けん騒そうを見つめていた。いつものことなのか、誰だれかが止める気配はない。


　言い争いの内容に大した意味はなく、彼を囲むその中に《ドレス》はいない。とりあえず、危険はなさそうであったので、そのまま観察することにした。今後、危険人物となり得そうな人間を見極める、といった意味もある。


　後ろから肩を摑つかみ、瞳を拘こう束そくしている人物が、行動と態度からすると一番マークすべき人物だったが、その生徒のことは、瞳の関係者のリストにあった。昨夜、木き沢ざわ詠えい美みに会った時には、どうしてかすぐに思い出せなかったのだが、今日はもう大だい丈じよう夫ぶだった。


（あの男子生徒は、栗くり原はら勝まさる──『ＳＳＳ』室長、阿あ部べ宏ひろ明あき一等特佐の秘書官、栗原千ち里さと特曹長の弟だ。性せい癖へきに偏重はあるものの、危険分子ではない）


　そう、はっきりとしている。


　他ほかの女生徒の情報はまだ手に入れてはいなかったが、チェック済みのはずだ。そうでなければ、これほど簡単に、瞳が登校することを、あの特佐が許すはずはない。


（あの男は、それほど無能ではないだろう）


　始めて会った時から、腹の読めない男だった。だが、信用できると思えたのは、《ママ》博士──高たか幡はた裕ゆ美みの実兄だったからだろう。直感的に、似ている、と思えた。その彼は、瞳の護衛をするに当たって、高幡裕美が生存していることを瞳には知らせないように、と念を押した。


　理由については、


「正直な所、裕美が生きて帰還できるかどうかは、五分五分だ。瞳は、裕美は死んだと思ってる。糠ぬか喜よろこびはさせたくねえ。やっと、あいつがいないって事実と、何とか折り合いをつけて生きていけるようになったんだ。頼たのむぜ」


　と言った。しかし──


（折り合いをつけた結果がこれか？）


　人の輪の中にあっても一人っきりに見えるその横顔を静かに見つめて、ロシィは思った。


　顔は笑っている。だが、その瞳は冷めていて、ガラスのようだ。


　その目は、何な故ぜだか精神を乱した。


　更に、クラスメートの女生徒が、無む闇やみと彼に触ふれるのにも、同様に精神が乱れるのを感じた。そんな少女たちに向かって、瞳があまりに簡単に微ほほ笑えむのにも。


　──理由は、わからない。


「高幡！　カラオケだよね！」


「いいや、歓迎会だよな！」


　気を引くつもりだったのか、結ゆい川かわ、と栗くり原はら勝まさるに呼ばれていた女が、瞳ひとみの手を、不自然に日焼けし、爪つめを白く塗った手で握った。瞳が微ほほ笑えむ。


　──むず。


　心臓に虫がわいたらこんな気分なのだろうか、と思うような不快感を感じ、気が付いた時には、ロシィはトレンチコートの前をはだけ、腰の両りよう脇わきに下げたホルスターから、キャリコＭ９５０を引き抜き、セーフティを外していた。


（まずい）


　そう理解はしていたものの、引き金にかかった指は止まらず、そして──





　突とつ如じよとして教室に響ひびいた音が、銃声だと気がついた瞬しゆん間かん、瞳は、凄すさまじい衝しよう撃げきを側頭部に感じ、首が捻ひねられ、千ち切ぎり取られるような錯さつ覚かくに襲おそわれた。痛みはすぐに寸断されたが、悲鳴と、机が倒れる音、そして、何人かの生徒の悲鳴が上がって、その中で世界が回転するのを見た。


「た、高たか幡はた!?」


　それは、誰だれの声であったのか。


　悲鳴はしかしすぐに静まり返って、代わりに、不ぶ気き味みなほどの沈ちん黙もくが訪れた。廊下を行く他ほかの生徒たちの足音がやけに大きく聞こえるのは、床に顔が、ぺたりと張り付いているせいだろうか？　それに、沢たく山さんの上うわ履ばきが見える。


（なんだ？　俺おれ、這はいつくばってるのか？）


　ようやくそのことに気が付いた途と端たん、


「いってえ！」


　猛烈な痛みが首に走って、瞳は文字通り飛び上がった。ぐきり、と音がして、多分、ずれていたと思える骨だか筋だかが、元の位置に戻ったのがわかった。ぶるぶるっと震ふるえるほどの痛みが、その瞬間にもう一度、体を電気のように走ったが、それが過ぎると、あとは脈にあわせて、ずっくんずっくんと鈍い痛みが残る程度になった。


　その時、頭から何かが、耳の真上辺りから剝はがれ落ちて、ぺたり、と倒れた机の側面に落ちて張り付いた。真っ黒な、十字型をした薄いもの。


　見たことがある、これは──


「ロ・シ・ィ～」


　口から火が出そうな思いを腹に抱いて、瞳は振り返った。視線の先には、あの奇妙な形をした拳けん銃じゆうを手にしたロシィが、銃口をはっきりとこちらに向けて座っていた。


「おまえ、何のつもりだよ！」


　床に、べしっとゴム・スタン弾を叩たたきつけ、瞳は、痛みを無視して少女に詰め寄った。


「どこかに《ドレス》がいたのか!?　ああ!?　それとも何か!?　この俺おれが!!　《ドレス》の変装にでも見えたか!?」


　クラスメートたちが、驚おどろいた顔で見ている。それはそうだろう。彼らは──勝まさるでさえ──いつも穏おだやかでへらへらしている自分しか見たことがないのだから。だが抑えられなかった。


「昨日もいきなり撃うちやがったよな!?　いったいおまえはどっちの味方なん──」


　ジャキッと銃口を開いた口の中に突っ込まれて、瞳ひとみは黙だまった。


「……喋しやべりすぎだ」


「う、うぐぅ……」


　一気に怒りが引いて、いつもの冷静さが戻ってくる。このまま引き金を引かれたらどうなるか、それがわからないほど、馬ば鹿かではない。少なくとも、それがわかるくらいには、頭は冷めた。口の中に銃口を入れられて、まだ騒さわぐやつがいたら見てみたい。


「わたしはおまえの味方だ。当たり前のことを訊きくな」


　声はどうにか瞳に届くくらいに小さかった。円陣は大きい。誰だれにも聞こえていないだろう。


「がっだだ、がんで（だったら、何で）」


　何と言ったのかわかったのか、ロシィは何な故ぜか苦しげに眉まゆを顰ひそめた。それは、初めて見た、彼女の人間らしい顔だったと言ってよかった。


「……わからない。ただ──そう、イヤだったのだ。おまえが、女に手を握られて、へらへらと馬鹿のように空っぽな笑いを浮かべるのが」


　ぐぐっと引き金にかかった指に力が入るのを見て、瞳は、どっと汗をかいた。


「ば、ばっへ！　（待って）」


「だが、引き金を引いたら楽になった。心臓を虫が食い荒らしているみたいな、胸を切り裂いて胸骨を開きたくなるような不快感は消えた。だから──これからも撃つことを許してくれるな？　わたしが完かん璧ペきな状態を保つためだ。それがおまえの安全に繫つながる」


（おまえが、一番危険じゃないのかよ!?）


　そう突っ込みたかったが、その瞬しゆん間かんに、引き金を引かれそうでできなかった。


「わかってくれたな？」


　重ねて問われて、瞳は頷うなずくしかなかった。


　それを確認すると、ロシィはゆっくりと銃口を口から引きぬいた。


　つ、と唾だ液えきが糸を引く。


　風ふ呂ろの栓を抜いたように、足から一気に力が抜ける。瞳は、その場に座り込んでしまった。


　その時、二時間目の開始を告げるチャイムが鳴って、ガラリ、と教室の前の扉が開き、古典担当の北きた岡おか先生が入ってきて、教室の中心に広がった惨さん状じように、白いものが混じり始めている眉を跳はね上げると、そのまま回れ右をして、教室を出て行ってしまった。


　自習、というわけではない。彼は、廊下に出ると、


「小お野の先生！　あんたのとこのクラスは、いったいどうなっておるのかねっ！」


「は、はいーっ！」


　おそらくは、隣となりの教室の扉がガラリと開いて、小野先生の悲鳴にも似た声が上がった。


　学年主任である北きた岡おか先生は、何かにつけて若い先生をねちねちと『指導』するのが、三度の食事よりも好きなのだ。


（す、すいません、先生……）


　普ふ段だんから、


「いい？　何か問題を起こしても、北岡先生にだけは見つからないでね？　そんなことになったら、先生、絶対にストレスで円形脱毛症になっちゃうから！」


　と言い含められていた、瞳ひとみたちなのである。


（でも、でも、俺おれが悪いんじゃねー！）


　がくがくと笑う膝ひざを叱しかりつけて立ち上がりながら、瞳は心の中でそう叫んだ。
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「おばさん！　カツサンド二つと、焼き蕎そ麦ばパン二つねっ！」


　曇くもり空の下、細胞分裂を起こして増殖したような同じ制服姿の生徒たちでごった返す出張販売所で、瞳ひとみはそう声を張った。きん、と少しだけ自分の声が頭に響ひびく。


　昼休みの少し前に中庭に軽トラごと乗りつけられる、手作りパンの店の前は、気温が四〇度を超えた夏休みのプールのように込み合っている。もしくは、元旦の有名神社の境けい内だいのように。当然、列などない。


　子供のことを、餓が鬼き、とはよく言ったものだ。日ひ頃ごろ、


「俺おれたちはもう大人だぜ！　子供扱いすんじゃねー！」


　と、唇くちびるを尖とがらせる連中も、この時ばかりは、まさに餓うえた鬼おにとなる。


　その中で、食べ物を手に入れるには、一にも二にも我がを通すことだ。普ふ段だんは、川に落ちた枯葉のように、流れに身を任せる瞳も、この時ばかりは譲ゆずらない。


「はいっ！　カツサンド二つと焼き蕎麦パン二つ！　五二〇円ね！」


　おばさんの逞たくましい腕が、品物を間違えることなく選び取り、ビニールの買い物袋に入れる。


　あらかじめ用意しておいた代金と引き換えに──ここのパンは税込み一三〇円均一であるから計算はしやすい──それを受け取り、瞳は降伏を表明するように両手を上げた。パンを潰つぶさないようにである。そのままするすると横に流れる。暗あん黙もくの了解で、買い物が済んだ人間が出て行く流れ、のようなものができているのだ。四月は、そのルールをよく知らない新入生がそこを塞ふさいだりして、上級生に一いつ斉せいに睨にらまれて震ふるえ上がる、という図が時々見られる。


　そこを抜けると一息つき、少し離れた場所で待っていた、勝まさるたちのところへ向かった。彼の隣となりには詠えい美みが小さな巾きん着ちやくを持って立っていて、その前でロシィがトレンチコートの合わせ目に片手を突っ込んでいる。


「何にもしてないぞ？」


　また、いきなり撃うたれてはたまらない。瞳は上げた手を下ろさずに、近づいていった。


「あのような人込みに入っていくなど、自殺行こう為いだ」


　むっつりと言って、ロシィはコートから手を抜いた。瞳も手を下ろす。


「大だい丈じよう夫ぶだって。ここじゃあの子は目立ちすぎるだろ？　街中とは違うさ」


「なあ、何の話だ？」


　近くのコンビニの袋を下げた勝が話に割って入ってきて、瞳はいつもの笑みを浮かべた。


「何でもねーよ。それより、どこで食う？」


　訊きくと、詠美が小首を傾かしげた。


「空中庭園にしようぜ──俺、鍵かぎ持ってるから」と勝。


「あ、それいい」


　即、詠美が賛成する。瞳も、否はなかった。そんな彼を、ロシィは見上げて訊いた。


「そこはどんな場所なんだ？」


「屋上にある、ちょっとした温室だよ。園芸部が管理してるんだ」


「俺おれ、園芸部」


　にこにことしながら、勝まさるが自分を指差す。


「暖かくていいところだぜ？　あんまり人もいないし」


「……そうか」


「じゃ、そういうことで決まりな──行こうか？」


　瞳ひとみが先に立って歩き出すと、すぐにロシィが横に並んで、無機質な視線を周囲にレーザービームのように照射した。


　これには内心で瞳はほとほと、勘かん弁べんしてくれ、と泣きたい気分だった。たった半日で、もはや学園内で自分のことを知らない人間はいないのではないか、と思えてくる。


　あれから瞳はロシィ共々進路指導室に呼び出されて、小お野の先生に涙ながらに、北きた岡おか先生が普ふ段だんから如い何かに陰険かを、丸々三時間目を潰つぶして聞かされる羽は目めになった。


　先生もストレスが溜たまっていることだし、その原因を造ったのは自分たちなのだから、泣くことでそれが少しでも発散されればいい、と瞳は黙だまって付き合ったのだが、ロシィの方は、小さな密室の方が《ドレス》の襲しゆう撃げきがあっても対処がしやすい、と思ってのことだったようだ。


　幸い、ロシィが銃をぶっ放したことは、知られてはいなかった。


　北岡先生は現場を見ていなかったし、銃声は、車のパンクか何かと思われたようだ。実際、車で通勤している先生の内の何人かは慌あわてて校舎を飛び出していったらしい。それに、クラスメートの誰だれも告げ口をしてはいなかった。


　放課後になったら、差出人不明の怪文書が先生のところに届くかもしれないが、軽く首を捻ひねっただけの瞳の様子に、ただの玩具おもちやだと思った同級生も多かった。さすがに、あれを見て気軽にロシィに話し掛ける生徒はいなかったが──一人を除いて。


「ね、ロシィさん？　今度の日曜日とか、お時間ありますか？　良かったら、俺がこの辺りのお勧すすめのお店とか、詳しく案内しますよ？」


　そう、熱心に彼女に構っているのは、もちろん勝だ。


「断る」


　ロシィはにべもないのだが、勝はめげない。


　昼飯を共に、と言い出したのも彼である。それを見て、詠えい美みもやってきて、


「あ、あ、あたしも！……いい？」


　と言ってきたのは、驚おどろきだったが。


　瞳はよく女子に混じって昼飯を食べることはあったが、そこに詠美の姿を見かけるのは稀まれだった。誘さそわれれば拒まない瞳である。が、理由はわからないが、詠美は何かの偶然で二人きりになると昔のように話し掛けてくるが、大勢の前では珍めずらしかった。


　もっともそれを、瞳は内心ありがたく思っていた。


　過去を知っている詠えい美みは、正直、少し苦手だ──その意識がある。もちろん、そんなことはおくびにも出さないでいるつもりだが。


「高たか幡はた……大だい丈じよう夫ぶなの？」


　その詠美が、こそっと話し掛けてきて、瞳ひとみの笑顔には少しヒビが入った。


「え？──あ、ああ」


　すぐに繕つくろう。すると、詠美の表情に、僅わずかに影が落ちた気がした。そう、と言ってそれきり黙だまると、瞳を追い抜いて先に歩く。何な故ぜだか背中が悲しげに見えた。


「？」


　なんだよ、と訊ききたくなったが、瞳はそれを飲み込んだ。相手の心に踏み込むつもりはない。それをしなければ、こちらも踏み込まれることはない。


「それじゃあロシィさん、水族館、水族館はどうです？　大きな魚が沢たく山さんいるんですよ？」


「魚は食うものだ」


　相変わらず取り着く島のない勝まさるとロシィのやりとりに、瞳は胸の内で笑って階段を上った。


　図書室や、第一視聴覚室といった特別教室ばかりがある四階に辿たどり着くと、生徒の人数はぐっと減る。人気のない廊下を過ぎて、もう半階だけ上がったところにある金属製の扉の前に立つと、勝はポケットから鍵かぎを出して開けた。


　校舎の案内板にもはっきりと『空中庭園』と記されているそこは、広い芝しば生ふに覆おおわれていて小道と丘、それにいくつか、桜や梅といった樹木が植えられていて、ベンチもあり、その中央に半球状のドームが設置されている。


　ドームの外壁は透明な樹脂製で、中では冬にもかかわらず沢山の木々が緑の葉を茂らせていた。いくつか花が咲いているのも見える。ドームそのものの広さは教室ひとつ分くらいだ。南国系の植物が多く植えられていて、それを見ると、ロシィは眉まゆを顰ひそめた。


「……危険だな」


「なにが？」


「待ち伏せをするには恰かつ好こうの場所だ。《ドレス》の持っている衣装の中には、グリーン・ベレーのものがある。グリーン・ベレーはベトナム戦争でベトコンと数々の戦いを繰り広げた、森林戦も得意とする特殊部隊だ」


「だから？　んなの、考え過ぎだって。用心も、過ぎるとただ窮きゆう屈くつなだけだぜ？」


　瞳は少し、いい加減にしろよ、と思い、あてつけの意味もあって、ドームに向かって大きく手を振って歩きだした。詠美が小走りに追いついてくる。扉を開けようとして、しかし駄だ目めだった。ドームの入り口にも鍵がかかっている。


「おい、栗くり原はら」


「おう」


　勝は、それだけで要求がわかったのか、手に持っていた鍵を放ってよこした。


　しっかりと瞳ひとみはキャッチし、ドアノブに差し込んで鍵かぎを外した。扉を引き開けると、むわ、と暖かい空気が流れ出してくる。


「早く早く」


　詠えい美みが後ろを振り返り、勝まさるとロシィを手招く。少女はまだ疑っている。瞳は構わず、中に入った。すると彼女は、仕方ない、といった様子で歩き出し、嬉き々きとして勝が後に続いた。


　全員が入ると、最後の勝はしっかりと扉を閉めた。


　ここの植物群に寒気が大敵なのは、他ほかならぬ園芸部の勝が一番よく知っていることである。


　特別な行事のある時以外には一般生徒はまず入れないここも、勝とよくつるんでいる瞳にはなじみの場所だった。鍵を借りて、他の女子とお昼をしにくることもある。


　もっともそれは、あんなことがあったあとでは、これからも可能かどうかは、怪しかったが。


（……結局、俺おれはなんで撃うたれたんだ？）


　よくよく考えてみたのだが、どうにも馬ば鹿か馬ば鹿かしい理由しか思い浮かばなかった。


　つまり──嫉しつ妬とである。


　一度目は《ドレス》の着替えを見てしまった時だった。そして、二度日は女子に囲まれていつものように適当に話を合わせて、軽いスキンシップなんかもしていた時だ。


　しかもロシィは、嫌いやな気分がして撃ったらすっきりした、と言っていた。


　馬鹿馬鹿しいが、やはり、嫉妬なんじゃないか、と思ったり、いやいや、単に守り難にくい状況に甘んじている自覚のなさに苛いら立だってだ、と考えたりもしたのだが、答えは出なかった。


（まあ、銃口を向けられたのが俺でよかったけど）


　これが、結ゆい川かわなり誰だれなりの女子であったら、色々と五う月る蝿さいことになっていただろう。あのスタン弾の威い力りよくは強きよう烈れつだ。父親にスパルタ式に鍛きたえられて、打たれ強くなっていたおかげで気絶せずに済んだと思えるが、まだ、くらくらする。


　二度と喰くらいたくなかったが、それよりも心配なのは、これでもう、彼女たちが遊びに誘さそってくれなくなるのではないか、ということの方だった。それはつまらない。


　ちらりと見ると、勝が止めるのも聞かず、ロシィはずかずかと木々の間に入っていって、植え込みを調べたり、ドームの壁を殴なぐりつけて強度を試したりして、彼を慌あわてさせていた。


　その間に、瞳は詠美と共に観察用のベンチに移動して座った。


「ロシィちゃんが、うちの高校に転校するって、教えてくれても良かったのに」


　隣となりで、肩口でそろえた髪を揺らして、詠美が言った。瞳が首を向けると、彼女は膝ひざの上に乗せた巾きん着ちやくの紐ひもを忙せわしなく弄いじっていた。微ほほ笑えみが、固い。


「あ、ああ……俺も、今朝、聞いたんだよ。びっくりだぜ。もっと早く言えってんだよな。伯お父じさんとグルだったんだぜ？──それより、珍めずらしいじゃんか。木き沢ざわが俺たちと一いつ緒しよに昼飯なんて。おまえ、栗くり原はらと仲良かったっけ？」


「ううん。話なんかはするけど、良いってほどじゃないよ。でも……なんか、嬉うれしくって。今日は、高たか幡はたとご飯したいなあ、って思ったの」


「嬉うれしかったって、何が？」


「ロシィちゃんに玩具おもちやの鉄砲で撃うたれたあとの高幡が、昔の高幡だったから」


「何だよ、それ」


　瞳ひとみは、眉まゆを顰ひそめた。こんな暖かいところにいるのに、心臓が冷たくなるのがわかる。


「……でも、今はもういつもの高幡だよね」


「わけわかんねえ、何言ってんだか」


「うん、そうだね」


　詠えい美みはちょっと悲しげに微ほほ笑えむと、巾きん着ちやくの紐ひもを解ほどいて、小さな弁当箱を取り出した。


　瞳は何も言わず、前を向いた。


（これだから──こいつは苦手なんだよな）


　そう思う。


　すると、ようやく納なつ得とくしたのか、ロシィは相変わらずの無表情でベンチに来て、それほど広くは空いていなかった、瞳と詠美の間に、問答無用で座った。苦笑して、詠美は移動する。


「おまえなあ……」


「とりあえずは大だい丈じよう夫ぶだ」


「あたりまえだっての」


　嘆息して、瞳は袋の中からカツサンドと焼き蕎そ麦ばパンを出すと、ロシィの腿ももの上に置いた。


「ほら、今日の昼飯。──言っとくが、毒物検査とか始めるなよ？」


「……仕方ない」


　ということは、やるつもりだったのだろう。


「代わりに一口先に食べさせろ。わたしなら、高レベルの睡すい眠みん導入薬や麻酔薬ますいやくにも、耐性ができている。それがいやなら──検査だ」


「わかったわかった」


　瞳は自分の分のパンも、ロシィの膝ひざの上に乗せた。


「なあなあ、さっきから何の話なんだよ？」


　餌えさを欲しがる犬のように、ベンチの前を行ったりきたりしながら、勝まさるが言った。


「毒ってなんのことだよ？　それにグリーン・ベレーって、アメリカの特殊部隊だろ？　いったい──」


「いいから忘れて、おまえも座れよ」


　瞳は、自分の隣となりを叩たたいた。


「とっとと喰くわないと、昼休みなんかあっという間に終わるぞ？」


「……ロシィちゃんの隣を譲ゆずってくれるんじゃないのか？」


「そんな危険な真ま似ねができるか」


「ぬう」


　凄すさまじく残念だ、という顔をして、勝まさるは瞳ひとみの隣となりにいかにもいやいや座った。そうして、コンビニの袋からおにぎりを取り出す。


「大だい丈じよう夫ぶだ」


　というロシィの声がして、振り返ると、膝ひざの上にパンが戻された。カツサンドも焼き蕎そ麦ばパンも少しずつ齧かじってある。ちら、と見ると彼女はもう、興味がない、といった風情ふぜいの横顔で、自分のパンをその小さな口で食べ始めていた。


　瞳もとっとと食べてしまおうと、パンを手に取って口を開けた。途と端たん、横から羨せん望ぼうの眼まな差ざしを感じて目だけを動かすと、勝が涎よだれを流さんばかりの顔をしていた。


（やらん！）


　殆ほとんど本能的にそう考え、瞳は、ロシィが毒見をしたところに齧り付いて飲み込んだ。


　がっくりと肩を落とし、勝は今度こそ自分の昼飯に戻った。


「はい、皆みんな」


　パンを買いに行っている間に買っておいてくれるように頼たのんだパックのジュースを、詠えい美みが回してくれる。瞳は、ごちゃごちゃ言われる前に、自分のオレンジ・ジュースにストローを刺し、ロシィに差し出した。


「……するんだろ？」


「ん」


　両手がパンとジュースで塞ふさがっていたため、彼女は顔を寄せてストローに口をつけた。そうして、ジュースを一口啜すすって、舌の上で転がすようにする。


「大丈夫だ」


　瞳は、これも勝の羨望を浴びつつ、ロシィが口をつけたストローを使って中身を飲んだ。


（これから、外で食事したら、全部一回毒見させなきゃ駄だ目めなのか？）


　それを考えると、ちょっとうんざりだった。昨夜と今朝はそうした行動がなかったのは、事前にチェックしたからだろう。


　普ふ段だんは購買派なのだが、これなら弁当にしてロシィに作ってもらう方がいいかもしれない。


　勝はこう見えて口が堅いし、詠美もよけいなことは言わないからいいが、他ほかの連中にこんな所を見られたら、ますます注目をされてしまう。


「そんでさ、高たか幡はた」


　焼き蕎麦パンをまずは片付けた瞳が、カツサンドをやっつけるべく舌なめずりをした時、自分のおにぎりを食べ終わった勝が、どこか猫なで声で言った。


「ロシィさんの歓迎会だけどさ、どこでやる？」


「……なんで、もうやるって決定してるんだよ」


「そりゃあ、昨日のツケだ」


「俺おれのツケは俺のもんで、ロシィのもんじゃないからな。支払いは別にしてくれ」


「何だよー、冷たいこと言うなよ？……俺たち、親友だろ？」


「それとこれとは、まったく別」


　勝まさるが肩に馴なれ馴なれしく回した腕を取り立てて解ほどこうとせず、瞳ひとみはカツサンドを齧かじった。


「いいじゃんかー。俺にも一時の潤うるおいをくれよー。……それとも何かな？　瞳君、君はロシィちゃんを歓迎したくない、と？」


「その通り」


　おそらく勝はからかうつもりで言ったのだろうが、瞳が躊ちゆう躇ちよせずにそう答えたために、彼と詠えい美みは、信じられない言葉を聞いた、というように目を瞠みはった。


「おまえ、ちょっとそれは──」


　思わず引いた勝の笑顔は、引きつっていた。


「いい。当然のことだ」


　すると、ロシィが変わらぬ無表情でそう言った。


「瞳にとっては、わたしが来たことは迷めい惑わく以外の何物でもないだろう」


「ロシィちゃん……」


　客観的に見て、それは正しい認識だと思うのだが、事情を知らない二人からすれば、彼女はけなげな少女に、自分は優しさの欠片かけらもない極ごく悪あく人にんに見えているに違いない。瞳は彼らの視線からそれをひりひりと感じた。


（わかった！　わかったよ！）


　心の中で、瞳は降参した。確かに今の言い方は《いつもの高たか幡はた瞳》らしくなかったし、むしろ意地が悪かった。それは認めよう。


「冗談だよ、冗談！」


　にやっとすると、勝はホッとしたような表情になって、宇宙人を見るような目をやめた。


「だ、だよな？──よしっ」


　空気を変えようと思ってか、勝は大おお袈げ裟さにガッツポーズをして、それから皆を向いた。


「じゃあ、『フージェイ』にしようぜ？　今、冬のケーキフェアやってるんだよな。やっぱり女の子が主役な歓迎会にはケーキだろ？　クリスマスケーキを一足先に、っていうコンセプトなんだぜ？」


「シュトーレンとか、ブッシュ・ド・ノエルとか？」


　盛り上げるように、詠美が言う。すぐにそうした名前が出てくるのは、さすがに女子だ。シュトーレンもブッシュ・ド・ノエルも、有名なクリスマスケーキだったはずである。


「そうそう、そんな名前の奴やつ」


　調子よく勝が合わせて、うんうんと頷うなずく。本当にわかっているのかは怪しいが。


　彼の提案した『フージェイ』という店は、二四時間営業の、高校の近くにあるファミレスのことである。そのため下校時刻を過ぎると、いつも四し瑞ずい峰ほうの生徒で賑にぎわっている。値段はリーズナブルで、コーヒーはお代わり自由だ。


「ねえ、高たか幡はた……あたしも行っていいかな？」


　おそるおそる、詠えい美みが訊きいた。


「何言ってんだよ。当然だろ？　つーか来てくれ。俺おれ一人じゃ、とてもじゃないけど、この野や獣じゆうを扱いきれそうにない」


　親指で差すと、勝まさるは舌を出してハアハアと犬の真ま似ねをした。


　それを見て、詠美はくすくすと笑う。


（……何とかフォローできたかな）


　瞳ひとみも微ほほ笑えみながら、頭の中で表情とは乖かい離りした冷静さで、そう測っていた。そんなことにはまったく気付いた様子もなく、勝は一人、盛り上がっている。


　すると、隣となりでアップル・ジュースを飲み終えたロシィが、


「……わたしは、行くとも行かないとも言っていないのだがな」


　そう言って、パックを軽々と握り潰つぶした。


　パン、と乾いた音が響ひびき、暖かい温室に沈ちん黙もくが降りて、瞳たちを包んだ──が、


「冗談だ」


　ロシィはそう言って、潰したパックを瞳の足元の袋に入れた。


「瞳が歓迎してくれるというのなら、ありがたく歓迎されよう」


　パールホワイトの眼鏡めがねから、真まっ直すぐに見つめてくる。


　瞳は、それを無言で受け止めた。


（……何を考えてるんだ？）


　人込みに行くな、と言っていたくせに、意図がわからない。


　二人の間に流れる微妙な空気を敏感に感じ取ってか、


「じ、じゃあ決まり！」


　勝が、負けじと手を叩たたき、放課後の予定をテキパキと決めていった。





「皆様の楽しいレストラン『フージェイ』へようこそー！」


　大学生かフリーターかは知らないが、二〇歳位の女性のアルバイト店員が、マニュアル通りの挨あい拶さつと笑顔で、四人を出迎えてくれた。


「四名さまですね？　お傘かさの方、お預かりしまーす！」


　言って、彼女は手を差し出し、瞳たちは、四本の傘を預けた。アルバイトはそれを傘袋に入れてレジの内側に入れて札をつけた。


「お席の方へ、ご案内しまーす！　こちらへどうぞー！」


　メニューを持ち、四人の前に立って歩き出す。瞳たちは黙だまって後に続きながら、店内を見回した。殆ほとんどが学生で、席はかなり埋まっている。ロシィの目つきは相変わらずだ。


　案内されたのはレジに近い窓まど際ぎわの席で、瞳ひとみは突き飛ばすようにして勝まさるを窓際に追いやって、出口を塞ふさぐように隣となりに座った。


　結果として、向かいの席に詠えい美みとロシィが並んで座る形になった。ロシィに促されて詠美が窓際になり、彼女は座席のすぐ脇わきに巨大なトランクを置いた。はっきり言って邪じや魔まだが、気にした様子もない。


「お水の方、すぐに持ってまいりまーす！」


　ウエイトレスは、プリーツの入った短いスカートを、くるりと翻ひるがえして去っていった。


　瞳がやる前に、勝がメニューを開いてロシィの前に置く。


「何でも、好きなものを注文していいからね？　俺おれたち三人の奢おごりだから」


「ん」


　ちろり、と眼鏡めがねの奥から勝を見て、ロシィはメニューを持ち上げた。殆ど顔が隠れる。瞳たちはもとよりブレザーのみでボタンを外したくらいだったが、詠美は着ていたコートを脱いで、畳たたんで横に置いた。その隣でロシィはしかし、少し濡ぬれたトレンチコートを着たままで、脱ぐ気配は見せなかった。


　結局、放課後になる寸前に再び雨が降り出して、ここへ来るまでに少し濡れることになってしまった。瞳は、革製リュックを開けるとタオルを取り出して鞄かばんを拭ふき、それから、


「ほら」


　メニューが僅わずかに下がって、彼女がこっちを見たのを確認してから、それを放った。ロシィは見事に受け取る。


「コート、拭いた方がいい。それ革だろ？」


「ん」


　こっくりと頷うなずくと、ロシィはメニューをテーブルに置いて、コートについた滴しずくを押さえるようにして吸い取った。それが済むと、彼女はタオルを差し出して、


「助かった」


　と言った。瞳が受け取ると、またメニューに戻る。その表情は、何となく、楽しげに見えなくもなかったが、よく見ればやはり、先刻と変わらず無表情だった。


　水が来て、それから一〇分ほども考えた後で、ようやく何にするかが決まった。


　瞳はすぐ決まったのだが、詠美とロシィが長かった。


　手を上げてウエイトレスを呼ぶと、彼女はすぐにやってきて端末を開いた。


「ご注文どうぞー」


「えーと……ケーキセットのオリジナル・ブレンドとモンブラン」


　と瞳が頼たのむと、


「あの、ケーキセットのミルクティーとチーズケーキをください」


　詠えい美みは、無ぶ難なんなメニューを選んだ。


「オリジナル・ブレンド。それと……ん、プラム・プディングがあるのか？」


「はい。当店のお勧すすめとなっておりまーす」


「……では、それを」


「あ、俺おれも同じもの！」


　ロシィの注文に完全に便乗して、勝まさるはそう続けた。端はなから同じ物を頼たのむつもりであったらしい。が──


「あの、お客様？　当店のプラム・プディングはその場で取り分けていただく形でお出しするようになっておりますので、四人様からになっておりますが……」


「あ、じゃあ、全員ケーキはそれで！」


「おいおい」


　勝手に決めた勝に、瞳ひとみが思わず苦笑すると、彼はチッチッと指を振った。


「今日はロシィさんの歓迎会なんだから、彼女が食べたい物を優先するのは当然だろ？」


「それはまあ、そうだけどよ」


　ちら、と詠美を見ると、彼女は微ほほ笑えんで手を振った。


「あたしなら、いいよ？　それ、食べてみたいし」


「……悪い」


　瞳は片目を閉じて、右手で拝むようにした。それを見て、ロシィは眉まゆを攣ひそめ、


「嫌いやならば、わたしは別に、他ほかのものでもいいが──」


　そう言いかけたが、


「だめだめ。ロシィさんが、それを最初に選んだってことは、それが食べたいってことなんだから、遠えん慮りよなんかしないでよ。──じゃあ、そのプラム何とかと、オリジナル・ブレンドを三つに、ミルクティーをひとつで」


　勝は、そう決めてしまった。


　別に何でもよかった瞳は、詠美が構わないと言うのならそれでよかった。


「ご注文、繰り返させていただきます。……プラム・プディングがひとつと、オリジナル・ブレンドが三つ、ミルクティーがおひとつ──以上でよろしいですか？」


「よろしいです」


　勝が頷うなずくと、ウエイトレスは端末の蓋ふたを閉めた。


「ありがとうございます。メニューの方、お下げさせていただきます。少々、お待ちくださいませー」


　テーブルからメニューを回収し、ウエイトレスはそそくさと厨ちゆう房ぼうへ向かった。


　それを待って、瞳は席を立った。


「どこに行く？」


　すぐにロシィが腰を浮かしかけ、彼はそれを手で制した。


「トイレだよ。──付いてくんなよ？」


「しかし」


「なんかあったら、すぐに大声を出すから、そしたら飛んできてくれよ」


　言って、瞳ひとみは席を離れた。途と中ちゆうでちらりと振り返って、付いてきていないか確認する。


　一応、大人しく座っている。


　学校でもトイレに立つ度たびに、ロシィは付いて来ては、入り口の所で警備員よろしく立って見張るという、瞳にしてみたら、やめてくれ、と叫びたくなるようなことをしてくれたのだ。


　しかも初回は、止めるのも聞かずに男子トイレに入ってきて、じろじろと見回し、個室もひとつひとつ調べて、用を足しに来た生徒たちを逃げ出させたのだ。ここで同じ真ま似ねをしたら、追い出されればいい方で、下手をしたら警察を呼ばれかねなかった。


　そんなことになれば、ロシィが持ち歩いている銃器の類たぐいがばれてしまう。逮捕されても、伯お父じの方が手を回して何とかしてくれるだろうが、人の口に戸は立てられない。


　それは、最も望まない事態だった。


（こんな気苦労が、いったいいつまで続くんだ……？）


　ため息をつき、瞳は男性用のマークがついた、トイレのドアを押し開けた。


（仕方ない）


　ロシィは小さく嘆息すると、トレンチコートに手を突っ込んでセピア色の眼鏡めがねを出すと、一いつ瞬しゆんそれにかけ替えた。


　主に警察関係の潜せん入にゆう捜査のバックアップ専門班員の技能に特化した眼鏡で、様々な監視装置を最も効率よく使うことができるものだ。基礎訓練は受けているから、パールホワイトの眼鏡でも扱えなくはないが、その場合、設置に時間がかかる。


　視界が微妙に歪ゆがみ、思考が切り替わるのが実感できる。


　ロシィは真横に手を伸ばし、トランクの蓋ふたに触ふれた。小さなレバーがあり、それを引く。すぐに側板の三分の一ほどが開いて、様々な機器が現れた。


　栗くり原はら勝まさると木き沢ざわ詠えい美みが驚おどろいたような顔をするのには構わず、中から三脚付きの小型のパラボラアンテナのついた小型モニターを出してテーブルに設置すると、折り畳たたみ式のキーボードを差し込んで猛烈な勢いでキーを叩たたき、東京港湾駐ちゆう屯とん地ちのコンピューターからこのフアミレスの構造図を呼び出した。


　そこに、こっそりと瞳の両手足、背中、頭頂部に貼はり付けた超高性能マイクロＧＰＳのデータを重ねて表示させる。すると、モーションキャプチャーを使ったように、補正された瞳の様子が簡単な人形の形で表示された。


　これで襲しゆう撃げき者しやの接近がわかるわけではないが、襲撃されれば動きでそれとわかる。殺すのが目的であればこんな装置はものの役には立たないが、拉ら致ちが目的である以上、瞳ひとみが蹲うずくまったり誰だれかに担かつがれたりした状態で移動するなどの様子がわかれば、素早く対処できる。


　幸いなことに、このファミレスのトイレには窓がない。


　ならば襲しゆう撃げき者しやは、ここの席からはっきりと見えるドアから入るしかない。《ドレス》が単独で動いているのかどうかはわからなかったが、誰かが中に入った時に主に気を付ければいいので、その点では難しい監視ではない。


　ロシィは、眼鏡めがねを基本のパールホワイトに、再びつけかえた。


　他ほかの色の特殊眼鏡は、長時間使用すると脳に強い負荷がかかる。特に制限時間があるわけではないが、頭痛がし始めたら、それは脳細胞の死滅が始まりかけている合図だ、と博士からは教えられていた。


「ロシィちゃん、それは……？」


　すぐ隣となりで、明らかな作り笑顔で、木き沢ざわ詠えい美みが監視装置を指してそう訊きいてきたのに対し、


「何でもない。ちょっとした玩具おもちやだ」


　そう、ロシィは答えた。


　そんなわけはないだろう、としつこく食い下がるようであったら、黙だまらせる方法は一〇〇通りも知っていた。薬など、使う必要もない。人体は、意外と簡単に機能を停止することを、彼女は非常によくわかっていた。


　だが懸けん命めいにも木沢詠美は、そう、と少し強こわ張ばった声で言ったきりで、深くは訊たずねなかった。


　テーブルに沈ちん黙もくが降りる。


　コーヒーのお代わりを勧すすめる声が、あちこちのテーブルでする。


　ロシィは、水滴のついたコップを引き寄せると、くん、と臭においを嗅かいでから一口嘗なめ、薬の混入の有無を確かめてから飲んだ。微かすかに消毒液の味がする。


「そ、そういえばさ、木沢とこうやって店に入るのって、俺おれ、初めてだよな？」


　空気を繕つくろうように栗くり原はら勝まさるが言うのを、ロシィは眼鏡の奥から見た。


「そ、そういえば、そうだね」


　答えた彼女の表情は、ホッとしたものになる。ロシィは、モニターから注意を逸そらさずに、二人の会話にも耳を傾けた。


「木沢って、確か……高たか幡はたとはもう古いんだろ？」


「うん。共通の友達がいて、その子から、あたしはちょっと聞いてたんだ。それで、中学に入ってから同じクラスになって、それからは何となく。でも、どっかに遊びに行ったりとか、そういうのはしたことないんだけどね。こうやって、何人かでお茶したりしたことはあるけど。えっと、栗原君、は？」


「俺は、姉ちゃんが縁、っていうか。あいつのオヤジさんと俺の姉ちゃんが、自衛隊の同じ部隊にいてさ、それがわかってからは、何となくつるむようになったんだよ──最初に声をかけたのは、俺おれの方だけどな」


「いつ頃ごろから？」


「中三。でも、悪い──俺、木き沢ざわがそんな昔からの知り合いだって、知らなかったわ」


　それを聞くと、木沢詠えい美みは微かすかに苦笑した。


「仕方ないよ。高たか幡はたって、過去を振り返らない男、だから」


「あーそうそう。いつもそんなこと言ってるよな。なんか、昔、あったんだろ？　姉ちゃんは知ってるみたいなんだけどさ、教えてくれないし、まあ、あいつが話したくないなら、俺も別に訊きく気もないからいいんだけどよ」


「瞳ひとみは──」


　ロシィがそう口を開くと、二人は、はっきりと驚おどろいて振り返った。だが、すぐに栗くり原はら勝まさるは嬉うれしそうな顔になった。


「何？　何かな、ロシィさん？　あいつのことで答えられることは、大親友のこの俺が教えましょう！　その代わり、ロシィさんのプロフとか、もうちょっと詳しく知りたい──」


「あいつは、昔からああなのか？」


　世よ迷まい言ごとは容よう赦しやなく遮さえぎり、そう訊いた。陸おかに上がった魚のように、栗原勝はパクパクと口を動かして、それからがっくりと肩を落とす。


「ああ、って？」


　木沢詠美は困ったような笑顔になって、小首を傾かしげた。


「ん。今日、一日見ていて思ったのだが、あいつは、ずっと、へらへらしているだろう？」


「え？　そ、そうかな……？」


　木沢詠美は明らかに動揺したが、それには気付いた様子もなく、栗原勝は自分に興味を移そうと目もく論ろんでか、テーブルに身を乗り出した。


「ロシィさん、あいつはいつもあんな感じだよ？　そうだな……ロシィさんに撃うたれて、そのあとのあいつは、ちょっと見たことのない感じだったけどね。らしくなかったから、女子も少し引いてたし──だよな、木沢？」


「うん、まあ……」


「何だよ、歯切れが悪いな？　俺があいつと知り合った中三の時は、もう、あんな感じだったぜ？　中一の頃とかは、違ったのか？」


「うん……もうちょっと、愛あい想そが悪かった、かな？　それに、もうちょっと、今日みたいに怒ったりもしたし……」


「あいつが？　へえー、信じられないな」


「…………」


　ロシィは黙だまって、モニターへと目を戻した。瞳は、トイレ内の洗面台の前に立って、ずいぶんと長くそのままでいる。じっと見ていると、おそらくあるだろう鏡に、薄ら笑いを浮かべた瞳ひとみの顔が映っている様子が思い浮かんで、何な故ぜだか苛いら立だった。


（いかん）


　不必要に大きい感情の起伏は、判断を鈍らせる。あまりひどければ薬物を使う所だが、呼吸で整えられる範囲だ、とロシィは判断した。


（早急に原因を分析しなければ……瞳は何故か、わたしを揺さぶる）


　モニターの中で瞳が動き、トイレのドアが開くのを横目に捉とらえながら、ロシィは予定の行動表の優先順位の高い場所に、それを位置付けた。





（ん……？）


　トイレから出た瞳は、店の中の様子に、少し違い和わ感かんを覚えて眉まゆを顰ひそめた。ぐるりと見回したが、しかし、特に変わった所はなかった。強しいて挙げれば、居眠りをしている客が多い気がする、といった所だろうか？　だが、ファミレスでは別段珍めずらしい光景ではない。


（ま、いっか──ロシィの警戒癖ぐせが伝う染つったかな？）


　ちょっと神経質になっているのだろう、と考えて席へと戻り、テーブルに広げられていた見たこともない機械に、ロシィを見た。


「……なんだ、これ？」


「気にするな。もう済んだ」


　言って、片付けを始める。答えになっていなかったので、もう一言何か言っておこうと思ったが、勝まさるたちが一いつ緒しよであるのを思い出し、止やめた。何か言って、それを捉えられて、色々と質問されたくはない。


　いつの間にか通路側によっていた勝を、元のように窓の方へと押しやって、座る。真正面の席で、黙もく々もくと、手早く機械をしまう彼女の表情からは、何も読取ることはできない。


「おまたせしましたー」


　そこへ、ウエイトレスが注文した品をそろえたワゴンを押してやってきた。珍しい。普通はトレーで運ばれてくるのに。


　へえ、と勝と詠えい美みがワゴンの上に乗っているケーキを見て、感嘆の声を漏もらした気持ちは、瞳にもわかった。ロシィが頼たのんだ『プラム・プディング』は、一見すると、色といい、形といい、丸ごと一本のチャーシューのようだったのだ。ただ、何ともいえない甘い香りが、そうではないことを告げてくれている。


　ウエイトレスは、飲み物と取り皿を先に配はい膳ぜんしてから、プディングの載った大きなトレーをテーブルの中央に置いた。そして、


「これから、ケーキの方にブランデーをかけて、火を点つけさせていただきまーす」


　そう告げると、瞳たちの、いいとか悪いとかの返事は聞かず、機械的に、脇わきに置かれていたカップから、琥こ珀はく色いろの液体をケーキの上にまんべんなくかけ、制服のポケットからガスレンジなどの着火用の口の長いライターを取り出して、カチッとボタンを押した。


　ボッと、青い炎が上がり、たちまち、プラム・プディングは炎に包まれた。


「ご注文のお品は、全すべておそろいでしょうか？──ありがとうございます。ホットコーヒーの方、お代わり自由となっておりますので、お気軽にお声をおかけくださいませ。それでは、ごゆっくりどうぞー」


　判で押したような口上を述べ、戸と惑まどう瞳ひとみたちを置き去りにして、ウエイトレスは丸めた伝票を透明な筒にねじ込み、そのままさっさと行ってしまった。


　燃えるケーキを前に、どうすりゃいいんだ、と戸惑うしかない。


　するとロシィが、迷うことなく取り皿とケーキ・トングを手にすると、燃えるプディングにトングを差し入れた。あらかじめ切れ目が入れてあったようで、するりと持ち上がる。そのまま皿に移し、彼女は瞳に向かってそれを差し出した。


「前に、《ママ》博士に聞いたことがある。プディングの炎が消えないうちに皿を受け取ると、その人物には幸福が訪れる、と」


　瞳は、レンズの向こうのロシィの目を見つめた。何を考えているのか──それは、やはりわからなかった。守り通す、というその意思の表れだろうか？


「…………」


　手を伸ばし、白い皿の上で青く燃えるケーキを受け取った。その瞬しゆん間かんに、火は消えて、ブランデーの素晴らしい香りだけが残った。


「間に合ったな」


　表情は変わらなかったのだが、瞳は何な故ぜだか、ロシィが微ほほ笑えんだように感じた。


　ぐっと胸に何か熱いものが込み上げてきて、それを誤ご魔ま化かすように、


「……貸せよ」


　瞳はぶっきらぼうに言って、彼女の手からケーキ・トングを奪うと、燃えるプディングを摑つかんで皿に載せた。


「俺おれも知ってる。イギリスの言い伝えだろ？　子供の頃ころ、ＳＡＳ──イギリスの特殊空挺部隊に研修に行った父さんが、現地の隊員から教わったって話してくれたことがある。──ほら」


　皿を、ロシィに突き出すようにした。


　青い炎が揺れる。


　少女は驚おどろいたように目をくるりとさせ、小さな手で、ためらいがちにそれを受け取った。


「これで、おまえも幸せになれるな？」


「…………」


　ロシィは答えず、その菫すみれ色いろの瞳でじっとプディングを、消えていく炎を見つめた。


　その合間に、詠えい美みと勝まさるも急いでプディングを取り分けて交換し、ホッとした表情になった。二人とも何とか間に合ったからだ。それから数秒も待たず、トレーの上のプディングのブランデーも燃え尽きて、後には、香りだけが残った。


　何となく、誰だれもが黙だまった。周りもやけに静かだ。


「──んじゃ、始めますか？」


　香りが拡散した頃ころ、コーヒーを一口飲んだ勝まさるが、ぐるりと瞳ひとみたちを見回して言った。


「えー、それでは『ようこそロシィさん。これから仲良く──特に個人的に──の会』を始めたいと思います。ささやかではありますが、どうぞ楽しんでください。それじゃ、さっそくフリータイムってことで！」


　目的はもちろんロシィだろう。彼は勢い込んだが、しかし彼女の方はまったく相手にせず、フォークでプディングを千ち切ぎるようにして、確かめるように匂においを嗅かぎ、小さな口に含み、吟ぎん味みするようにゆっくりと食べて、それから頷うなずて見せた。


　瞳の方もいい加減心得て、ケーキにはすぐに手をつけてはいなかった。許可が出たので、さっそく食べてみると、しっとりとしてとてもいい味だった。様々なドライフルーツにアーモンドなども入っている。


「ねえ、ロシィちゃん。おかあさん、科学者なの？」


　一口目を食べ終わった詠えい美みが紅茶を飲み、そう訊たずねると、ロシィは首を振った。


「博士は博士だ。《ママ》というのは便べん宜ぎ上じよう、皆で呼んでいたに過ぎない。わたしは、家族の顔を知らない。そんなものがいたとすれば、だが」


「えっ──あ、ご、ごめんなさい。あたし、余計なことを……」


「ただの事実だ」


「ま、まあいいじゃないの！」慌あわてたように勝が割って入った。「過去は過去！　これからの学校生活について話そうじゃないか。そう！　この俺おれとの愛の生活とか、そういう話を！」


「おまえ、自分で言ってて恥はずかしくない？」


「なんで？」


　真顔で返されると、ま、頑張ってくれ、と肩を叩たたきたくなる。瞳は苦笑して、プディングを食べる作業に戻った。勝手にやらせておいた方が良さそうだ。と──


「コーヒーのお代わりは、いかがですか？」


　甘ったるい声がして、まだいい、と断ろうと振り向いた瞳は、ぎょっとなった。


　立っていたのは、ぶかぶかの『フージェイ』の制服を着た、一二、三歳くらいの、金髪碧へき眼がんの少女だったのだ。それは間違いなく、あの《ドレス》だった。
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「おまえ──うわ！」


　ずし、と背中に伸のし掛かられて、瞳は声を上げた。勝が、瞳を障害物か何かのように乗り越えようと、身を乗り出したのだ。


「おい、重いって！」


　瞳はそう抗議したが、勝はまったく聞いちやいなかった。


「お、俺おれ、栗くり原はら勝まさる！　いきなりだけど、俺とお友達になりましょう！　幸せにします！」


「……お客様、店内ではお静かにお願いします」


　少女は、実に慣れた様子でそう切り返すと、まったく相手にせずに、再び瞳ひとみを向いた。


「お客様、コーヒーのお代わりをぜひ」


　そう、繰り返す。


　いきなり銃をぶっ放す気配も、催さい涙るいガス弾を使う様子もない。もしかしたら、他人の空そら似にだろうか？　ちらり、とロシィを見ると、彼女は黙もく々もくとプディングを食べていた。


　右手をテーブルの下に下げっぱなしなのは、あまり行ぎよう儀ぎがいいとはいえないが、しかし、敵対する様子はない。


「いや、まだいいです」


　瞳はとにかくカップを引いた。まだ、一口も飲んでいないのだ。


　だが、少女ウエイトレスは、しつこかった。


「そんなことを仰おつしやらずに、ぜひ！　当店のコーヒーは厳選した南米の豆を使用しておりまして安全かつ美お味いしいことで、とても有名です。一杯目よりも二杯目、二杯目よりも三杯目、とそれはそれは後を引いてテイスティーです！　さあ、その一杯目を早く呑のみ干してください！」


「は、はは……」


　やけに強ごう引いんだな、と思った時、背中に伸のし掛かった勝の重みが、急に増した。


　いい加減鬱うつ陶とうしくなって、撥はね除のけようとした途と端たん、ガシャン、と音を立てて詠えい美みが突然テーブルに突っ伏した。続いて、ずるり、と勝まさるの体が滑すベり落ちて、テーブルに倒れる。


（眠って、る……!?）


　慌あわてて辺りを見回した瞳ひとみは、ぎょっとなった。客の殆ほとんどが、二人と同じようにテーブルに突っ伏している！


　気が付けば目の前の少女を残し、他ほかの店員の姿も見えなかった。普ふ段だんは、料理する音がひっきりなしの厨ちゆう房ぼうからも、何の音も聞こえてこない。


　明らかな異常な状況にも、だがしかし、少女ウエイトレスは構わなかった。


「そんなことを仰おつしやらずにぜひ、当店自慢のコーヒーをご賞味くださいませ。さあ……」


　コーヒーポットをずずい、と突き出してくる。


　やっぱりこいつ、と瞳が気付いた時、かちんとガラスの容器が鳴って、ポットが止まった。


「いらないと言っている」


　音は、ロシィが手にしたフォークが、ポットの丸く膨ふくらんだ部分に当たって立てたものだ。


　金髪少女ウエイトレスは、微ほほ笑えみを絶やさずに、ロシィを振り返った。だが、目はまったく笑っていない。


「……とってもおいしいですから、ぜひこの方に、飲んでいただきたいんですわ」


「いらないと言っている」


　同じ言葉を繰り返し、眼鏡めがねの奥からロシィは金髪少女を見上げた。無表情なだけに、やけに迫力がある。ウエイトレスの白い頰ほおが微かすかに引きつった。


「しかし、ぜひ──」


「そんなにお勧すすめだというのであれば、まず、自分で飲んでみろ」


　ひく、と金髪少女ウエイトレスの頰が引きつった。


「強力な睡すい眠みん導入剤入りの、そいつを、な──《ドレス》」


　途端、彼女は汚らしく舌を打つと、持っていたポットに入った熱いコーヒーを、瞳たちに向かってぶちまけた。黒い液体が迫る！　瞳は咄とつ嗟さに腕を上げ、火傷やけどを覚悟した。だが、扉を開けたような音と、ばしゃっというコーヒーがかかった音はしたものの、濡ぬれなかった。


（？）


　細目をあけると、理由がわかった。通路に置かれたトランクが一いつ瞬しゆんにして展開し、熱いコーヒーを防いでくれたのだ！　ホッとする間もなく、ロシィがテーブルに飛び乗った。止める余裕も、時間もない。


　彼女は赤せつ褐かつ色しよくのトレンチコートを一瞬にしてはだけ、両腰につったホルスターから、あの奇妙な形をした銃を抜き、躊ちゆう躇ちよせずに引き金を引いた。


　フル・オート！


　まるで機銃掃射だった。激しい銃声と共に、底が抜けたように空から薬やつ莢きようが真下に落ちて、テーブルの上に転がる。瞳ひとみも耳を押さえ、なるべく頭を低くして待つことしかできなかった。


　弾が切れたのか、銃声が止やんだのを見計らって、瞳はおそるおそる顔を上げた。少し耳鳴りがする。ロシィは、まだ銃を構えたまま、油断なくテーブルの上に立っていた。


　瞳も少しだけトランクの陰から顔を出した。


　辺りを見回すとあちこちに黒い十字架が張り付いていた。もちろん、ロシィの撃うったゴム・スタン弾だ。客の何人かは、初めは睡すい眠みん薬やくで眠らされたかもしれないが、そのあとでスタン弾の直ちよく撃げきを食らって気を失ったに違いない人たちが、多数いた。


　どこにも《ドレス》の姿はない。


「あの子は……？」


「まだいる」


　そう言った瞬しゆん間かん、女子トイレのドアが勢いよく開き、小柄な黒い影が飛び出してきた。


　ロシィが再び引き金を引き、瞳は咄とつ嗟さに耳を押さえる。


　無数のスタン弾が、ドアにたたきつけられ、ヒビを入れたが、《ドレス》への直撃は一発もなかった。彼女は物陰から物陰に、常人では考えられない速さで移動し、銃撃を悉ことごとくかわしていく。ちらりと見えたその姿は、黒くろ装しよう束ぞくだった。まるで、忍者のような──。


「くそ」


　ロシィはあまり感情の伴わない声でそう呟つぶやくと、銃をホルスターに戻し、トレンチコートの内側から所々をわざと擦こすったかのような模様の眼鏡めがねを取り出して、それにかけ替えた。トランクの架か台だいから黒塗り鞘さやの日本刀を引っ摑つかむ。彼女はテーブルから飛び降りると同時抜刀し、振り向きざまに誰だれもいない場所へ斬きりつけた。


　ぎぃん、と鋼はがね同士がぶつかる音がして、青白い火花が散った。刀が止まる。


　一瞬前まで、確かに誰もいなかったのに、《ドレス》がそこにいた。


　彼女は、ロシィの刀に比べると長さが三分の二程度の、これもやはり日本刀で一撃を受け止めていた。その装束は、やはり『忍者』のそれだった。黒布で覆おおわれた顔からは、青い瞳の目と、ポニーテールにした金髪だけが覗のぞいている。黒い手てつ甲こうをはめた左手を自分の刀の峯みねに当て、押し斬ろうとするロシィの力に耐えながら、ちらりと自分を見た視線に、瞳は思わず後あと退じさった。強い渇かつ望ぼうを、そこに見た気がしたのだ。


「《ドレス》氏うじ！」


　普ふ段だんのロシィなら決して出さないような大声が、《ドレス》を振り向かせた。


「何なに故ゆえに《パパ》博士に従う！　御お主ぬしらは、もはや『命令』を受けてはおらぬはずじゃ！」


　勝まさるごと、できるだけ窓まど際ぎわに下がりながら瞳は、ロシィの喋しやべり方が、何となく武士っぽい、と考えた。日本刀といい、『サムライになる眼鏡』か何かなのかもしれない。


「答えよ！　何を吹き込まれたのじゃ！」


「うるさい！　《ママ》に贔屓ひいきされてたおまえが、偉そうに！　ええ、そうよ！　これは『命令』なんかじゃない！　わたしたちは『取り引き』をしたのよ！　《パパ》は、こいつを連れて帰れば、本当の記き憶おくと心を返してくれるって言ったわ！　だから、絶対にわたしはこいつを頂いていく！」


「そのような世よ迷まい言ごとを、御お主ぬしは信じたのか!?　《ママ》博士がいなくて、本当の自分など取り戻せるものか！」


「！……《ママ》を殺したおまえが言うことかっ!!」


　くわ、と目を見開き、《ドレス》は渾こん身しんの力を込めて、ロシィの刀を撥はね上げた。


　ロシィが、たたらを踏んで後ろによろめく。


　その隙すきを縫ぬい、《ドレス》の腕が自分に伸ばされるのを見て、瞳ひとみは固かた唾ずを呑のんだ──捕まる！


「ぎゃっ！」


　だが、短い悲鳴を上げ、彼女の腕は座席に叩たたきつけられた。


　下がりながら振るったロシィの刀が、《ドレス》の腕を斬きったのだ！　しかし、刃は手てつ甲こうに止められて、斬り落とすまでには至らず、叩いただけで終わった。それでも、相当な衝しよう撃げきであったのだろう。手甲はへこみ、骨にヒビが入ったような、嫌いやな音が確かにした。


　ロシィは、刀を下段に構えてすり足で前進した。


「……《ドレス》氏うじ。拙せつ者しやは《ママ》博士を殺してなどおらぬ。そうしようとしたのは《パパ》博士の方じゃ。確かに、今は行ゆく方えは知れぬが、生きておる、と拙者は信じておる。それに、瞳ひとみを拉ら致ちして帰れば、また『命令』をされるだけであろう？　それがわからぬのか？」


　腕を押さえ、涙目になりながら、《ドレス》はロシィを睨にらみ付けた。


「だから『取り引き』なのよ、《スペクタクルズ》！　この少年を拉致できた一人は、本当の自分を取り戻し、自由になれる！　おまえはいいわよね！　いつも《ママ》に可か愛わいがられて、本当の自分の《鍵かぎ》も手に入れて！　でも、わたしたちには《ママ》はくれなかった！　だったら『取り引き』をするしかないでしょう!?」


「約束を守ると思うのか、あの《パパ》博士が」


「守るって信じるしかないでしょうっ！」


　そう叫ぶと、《ドレス》は片手で刀を大だい上じよう段だんから振るった。ロシィは後あと退じさらずに、下段から振り上げた刀でこれを弾はじいた。腕が跳はね上がり、《ドレス》の腹が、がら空きになる。ロシィは腰を屈かがめてコートの裾すそを翻ひるがえすと、ホルスターに納めたままで銃の引き金を引いた。


　短く連続した銃声が轟とどろき、《ドレス》は苦痛の悲鳴を上げて、たたらを踏み、通路の行き止まりのテーブルに寄りかかって止まった。黒い十字架が、バラバラと落ち、《ドレス》は吐はいた。震ふるえる手で口を覆おおっていた黒布を外し、唾だ液えきを拭ぬぐうと、しかし、微ほほ笑えんだ。


「ふ、ふふふ……昔と同じに見えるわ、《スペクタクルズ》。本当の自分を取り戻しても、おまえの本性は、変わらなかったってこと？」


　す、とロシィは足音をさせずに瞳の横を通り過ぎた。


「……拙せつ者しやはまだ、本当の己を取り戻してはおらぬ。だが、拙者は信じておる──《ママ》博士が無事に戻ることを。《ドレス》氏うじ。こちらへ来い。我らの同志となれ。《ママ》博士が必ず我らの過去を取り戻してくれる」


　ロシィは空いている左手を、《ドレス》に向かって差し伸べた。だが、右手が握った刀は不測の事態に備えるように、刃を彼女に向けて下段にある。


《ドレス》は濡ぬれた唇くちびるで微ほほ笑えんだ。が──


「そんな、みえみえの懐かい柔じゆうなんてっ！」


　少女は懐ふところに手を突っ込むと、ロシィが斬きりつけるよりも早く何かを取り出し、それを床に叩たたきつけた。破裂音と共に、急激な勢いで煙が噴出し、たちまち《ドレス》の姿を覆おおい隠す。ロシィはそこへ、躊躇ためらいなく刀を突き出した。


　ガチ、と鈍い音がして、瞳ひとみはぞっとした。骨に当たった音ではないのか、と思ったのだ。


　その時、煙を感知してスプリンクラーが作動した。


「うわ！」


　頭の上から大量の水が降り注いできて、瞳は顔を伏せ、両腕を防ぐように上げたが、その程度ではまったく役に立たなかった。体が、たちまち濡れていく。諦あきらめて濡れるのに任せ、瞳は顔を上げた。煙は、晴れつつある。そして、ロシィの突き出した刀の先に、《ドレス》の姿はなかった。


「あの子は……？」


「逃げ申した」


　女子トイレのドアが、意味ありげに揺れていた。作りが、男子トイレとあまり変わらないなら、窓はないはずだが、逃げ道は色々とあるのだろう。


　ロシィは刀を引くと踵きびすを返し、通路に放り出していた鞠さやを拾って刀を納めた。眼鏡めがねをパールホワイトに戻す。表情はあまり変わらない。トランクから飛び出した架か台だいに刀を架けると、代わりにごつい無線機を取り外し、スイッチを押した。


「……わたしだ。四し瑞ずい峰ほう学園の傍そばにあるファミレスの『フージェイ』で、《ドレス》と遭遇。交戦した。──そうだ。瞳は無事だ。彼の友人だと言う二人が一いつ緒しよだった。ああ、怪け我がはない。わかった、待機する」


　通話を終えると、ロシィは無線機を戻し、座席に戻ってトランクを殴なぐった。架台が引っ込んで展開していたトランクが、元に戻る。スプリンクラーは停止し、天てん井じようの放水口からは水が滴したたるだけになった。


　瞳はため息をついて、濡れた髪を絞しぼるようにして水を落とした。服の方は、今はどうしようもない。勝まさるも、詠えい美みも、まったく気付かぬ様子で眠っている──死んではいない、眠っているだけだ。口元にできた水みず溜たまりに息で波は紋もんが生まれる様子からもそれがわかる。


（勘かん弁べんしてくれ……）


　どっと襲おそってきた疲れに、瞳ひとみは背もたれに寄りかかりそのままずるずると下がった。


　ロシィが、《ドレス》が使ったのが睡すい眠みん導入剤だ、と言うのならそうなのだろう。だがもしそれが毒であったら、と思うと濡ぬれたせいではなく、ぞっとした。勝まさるや、詠えい美みだけでなく、ここにいた全員が、自分ひとりを拉ら致ちするために、殺されたかもしれない──。


「なあ」


　瞳は、濡れた座席に構わず座ったロシィにそう、話し掛けた。トレンチコートに包くるまって座る姿は、少し冷たい感じのする人形のようだ。


「あの子は、どうしてここにいる客を、眠らせただけで済ませたんだ？　バスの時に催さい涙るい弾だんを使おうとしたのはわかる。混乱を引き起こして、その隙すきに俺おれを攫さらおうとした、って思えば、な。だけど、今回は何だ？　眠らせるのも、殺すのも、変わらないだろ？」


「本気で言っているのか？」


　眼鏡めがねの向こうで、ロシィは眉まゆを微かすかに顰ひそめた。


「あきれたやつだな。毒薬と睡眠薬では盛られた人間の反応がまったく違う。毒は苦痛だが、睡眠は快楽だ。毒を使って、店の中の人間がうめきだし、血を吐はけば、嫌いやでも気付く。だが、睡眠ならそれはない。突っ伏して大きな音を立てれば人目を引くだろうが、明らかな異常ではない。全員が揃そろって眠ってしまえばそれも別だが、現に瞳、おまえは気付かなかった。そしてあのまま《ドレス》が焦あせらず、待っていれば、わたしもおまえもこの睡眠導入剤入りのコーヒーを飲んで、今いま頃ごろ、わたしは死体に、おまえは拘こう束そくされて、車のトランクにでも入れられて運ばれていただろう」


「本当に、俺は狙ねらわれているんだな」


「初めからそう言っている」


「……だよな」


　もう一度、瞳はため息をついた。


　本当には、まだ、よく理解していなかったのだ、とわかった。勝を、詠美を巻き込んでしまって、初めて事の重大さが身に染しみた。こんな目にあうようなことをやらかした、あの父を思うと怒りが込み上げたが、だからと、恨うらみ言を言っても時間が戻るわけではない。


　それに、ロシィと《ドレス》の話を聞いていた限り、どうやら自分には何か賞金のようなものがかけられていて、何人かでそれを競っている様子だった。


（休学、した方がいいのかもな……）


　そう思えた。


　解決まで、どのくらいかかるのか、そもそも解決する目め処どがあるのか、それすらわからなかったが、このまま学校に行っていれば、敵はその内に必ず、学校にまでやってくるだろう。そうなれば、クラスメートや他ほかの生徒にも被害が及ぶことになる。


　母がいなくなって、桜さくら乃の一家がいなくなって、孤独に押し潰つぶされそうになって、それで、誰だれが消えてもいいように、誰とでもそれなりの距離をおいて付き合ってきたつもりだった。だが、自分のために人がいなくなるのは、それは──嫌いやだ。自分と同じような思いをする人間が、自分のせいで生まれるのは、それは、耐えられない。


（いっそ──）


　その時、自分が何を考えようとしたのか、瞳ひとみ自身、よくわからなかった。


　そして、真正面に座り直したロシィは、そんな彼の思いも知らず、何事もなかったかのように食べかけだった、びしょ濡ぬれになってしまったプディングに、それでも静かに、フォークを入れた。





「お気をつけて」


　隊員のその声を背中に聞きながら、瞳とロシィは、黒に近い濃い緑に塗られ、白で『自衛隊ＳＳＳ』と所属の書かれたバンから降り、エントランスの外の屋根の下に駆け込んだ。息をつき、振り返った時には、バンはすでに発進して、赤いブレーキランプを闇やみの中に残して走り去った。


（今日も、とんでもない一日だったな……）


　瞳は、大きなため息をついた。


　あれから『フージェイ』には、警察よりも早く『ＳＳＳ』が到着し、たちまち周辺を封ふう鎖さしてしまった。もとより『ＳＳＳ』は、国内で発生した国際テロに対応するための組織でもある。独自に行動し、テロと認定されれば、地元警察よりも権限は上になる。


　日本には『ＳＡＴ』──『Ｓｐｅｃｉａｌ　Ａｓｓａｕｌｔ　Ｔｅａｍ』があるが、これは警察組織であり、隊員も警察官である。アメリカに照らし合わせれば『ＳＷＡＴ』に近い。アメリカ軍の対テロ戦闘部隊『デルタ・フォース』などとは性格が違い、犯人については『逮捕』が優先される。


　だが、テロとは犯罪ではなく戦争だ、という考えの『ＳＳＳ』は、情報を取る目的では逮捕することもあるが、優先されるのは『制圧』である。テロリストが降伏を受け入れなければ、躊躇ためらわず射殺する。未然に防ぐことと、隊員の命が優先されるのだ。


　濃いブルーの突入用装具で現れた彼らは、危険がないとわかるとすぐに衛生班に連絡し、テントを設営し、客と従業員の治療に当たらせた。胃の洗浄が主である。睡すい眠みん薬やくは強力なものではあったが、残っていた飲料から、量も命に別状はないとわかると、身分の照会後、順次、帰宅が許された。


　遅れて警察も到着し、テロではないという判断で指揮権は彼らに委い譲じようされ、瞳たちは『ＳＳＳ』のバンに乗った。


　そこに待っていたのは、伯お父じ──阿あ部べ宏ひろ明あき一等特佐だった。


「やっと、真実だって実感できたか？」


　濡ぬれた体のままシートに座り、瞳ひとみは頷うなずいた。勝まさると詠えい美みは別の車で、すでにそれぞれの家に送られていった。ロシィは、シートを倒して作った空間にトランクを運び込み、その横で胡あ座ぐらをかいた。車は動かない。


「つまり、そういうことだ」


「わかんねえ」瞳はぐっと組んだ手に力を入れた。「何で、俺おれを自由にさせておいたんだよ。駐ちゆう屯とん地ちにおいておけば、こんな被害は出なかっただろ？　俺は正直、ろくに信じちゃいなかったけど、伯お父じさんは信じて──事実だって確証があったんだよな？　なのになんで、俺を人込みに出したりしたんだよ？」


　伯父は笑みを浮かべかけ、瞳の顔が真剣だとわかると、それを引っ込めた。


「まあ、理由は色々あるんだが……一番大きな理由は、日本政府は認めるわけにはいかない、ってことだ。おまえの親おや父じさんが──『ＳＳＳ』が、海外に派遣され、米軍と共に武器トラストの壊かい滅めつ作戦に参加したって事実は。おまえ個人が狙ねらわれている、ってことになれば、その理由を説明しなくちゃならねえ。そいつはまずいんだよ」


「じゃあ、俺は国の体面のために放り出され、これだけの人が巻き込まれたってことかよ？」


「それもある。だが、人込みにいた方が『拉ら致ち』ってのは難しいんだよ。おまえの場合、目的は殺すんじゃなく攫さらうことだから、海外に運び出さなけりゃならない。その場合、空路はない。まず間違いなく海路だ。もちろん事が発覚すれば、俺たちが黙だまって出港させるわけもない。だから連中にとつちや、一時間でも、三〇分でも、おまえが攫われたことは知られない方がいいに決まってる。だが、学校じゃそうはいかねえ。おまえは常に人目に晒さらされている。顔見知りも多い。授業が始まれば、いなくなったのはすぐにわかる。だが、マンションに引きこもってて攫われたら、こっちにはわからねえ。大っぴらに動かせる人数も限られてるからな」


「だから、こうなるってわかってても、登校を止めなかった、ってわけかよ。ロシィを転入までさせて。使われたのが毒だったら、どうするつもりだったんだよ」


　伯父は顔の前で手を振った。


「そりゃあない。殺せば、こっちの大義名分が立つことを連中も知っている。『ファミレス集団昏こん睡すい事件』じゃ警察沙ざ汰たにしかならねえが、『ファミレス集団毒殺事件』なら、テロの可能性として扱える。わざわざ作戦の遂すい行こうが困難になるような真ま似ねはしないだろうさ。ま、個人的な意見を言わせて貰もらえば、いっそそっちの方が大っぴらに動けてありがたいんだけどな──睨にらむなよ？　そんなことにはならないように、って思うから、まだ十分に調査も済んでねえ秘蔵の《ＭＭＰＳ》のロシィを、兵器開発研究部の引渡し要請を撥はね除のけて、おまえの護衛につけたんじゃねえか。わかんねえかも知れねえが、大変なことなんだぞ？」


「そんなのは、そっちの都合だろ？　とにかく俺は、休学するからな。俺のせいで誰だれかがいなくなるなんてのは、ごめんだ──怨うらまれたくない」


　伯父は、ため息をついた。


「裕ゆ美みや、瑠る璃りちゃんのことを言ってるなら、おまえのせいじゃないだろう？」


「わかるもんか。母さんは俺おれのことがなければ、学会に出席することもなかった。瑠璃ちゃんの事件だって、そうさ。あの日、俺がちゃんと見舞いに行っていたら、瑠璃ちゃんはいなくなったりしなかったかもしれない」


「そんなこたあねえと思うけどな」


　ため息をつき、伯お父じは頭を搔かいた。


「父さんが家に寄りつかなくなったのは、俺を見ると文句を言いたくなるからだってのを、気付かなかったと思ってんのか？　わかるさ、そのくらい。瑠璃ちゃんのことだってそうさ」


　自じ嘲ちよう的てきに肩を竦すくめた瞳ひとみの後ろから、


「どういうことだ？」


　そう、ロシィの声がした。


「特佐。その情報は貰もらっていないぞ？　良好な関係を築くために、対象に関する全すべての情報を渡せと言ったはずだ」


　伯父は瞳の頭を越して彼女を見ると、息をついた。


「……たいしたことじゃねえよ。こいつは昔、気が弱くってどうしようもなかった。そんでまあ、何とか強い意思を持つ子供になってもらいたくて、色々と試したんだな。それが意外と上う手まくいって、裕美は──こいつの母親はそれを論文にまとめ、学会で発表しょうとして、その会場でテロにあった、ってわけだ」


「桜さくら乃の瑠璃のことは？　わたしは、一家が交通事故にあい、両親が即死、娘の瑠璃が軽症を追って入院中に失しっ踪そうした、としか聞いていない。そこにどう、瞳が絡からむ？」


　淡々とした声を背中に聞きながら、瞳は白くなるほど手に力を入れた。


「……俺は、瑠璃ちゃんが入院してから、毎日、見舞いに行ってた。殆ほとんど留守ばかりだった父さんの代わりに、俺のことを面倒見てくれたのは、桜乃の小お父じさんと小お母ばさんだったから、瑠璃ちゃんの傍そばにいてやるのが当然だと思ってた。だけど、瑠璃ちゃんが失踪した日、俺は、見舞いに行かなかった。同じ日に、クラスの奴やつらに彼女との仲をからかわれたのが原因だった。くだらない理由さ。なんでもないなら、遊びに付き合え、と言われてそうしてしまった。そして……瑠璃ちゃんはいなくなった」


「それは、瞳のせいではないだろう。おまえがいれば何かが変わったのか？」


「わかんねえよ、そんなこと。だけど、伯父さんが言ったろ？　いなくなったことがすぐにわかれば対処ができる、って。あの日、俺がいつも通りに見舞いに行っていれば、いなくなったのが五分でも、一〇分でも、早くわかったなら、結果は変わったかもしれない。でも、俺は行かなかった。そして、彼女はいなくなった」


「酷ひどいマイナス思考だな」


「そうか？　学んだこともあるぜ？　世の中には絶対に変わらない関係なんてない、っていう事実だ。世界はいつだって、あっけなく変へん貌ぼうする。おまえが来た。俺おれは拉ら致ちされかかってる。今日のことだってそうだ。昨日の夕方までは、こんな事態、考えたこともなかった。明日──いや、この瞬しゆん間かんにも、どこかで誰だれかが消えている。ほんの一瞬前までは、そんな未来を思っても見なかった人々が。だから──」


「だから、おまえは外ではああして、眼鏡めがねをかけているのか」


　言葉を奪うように言ったロシィの言葉に、瞳ひとみは眉まゆを顰ひそめた。


「何のことだよ？　俺は、眼鏡なんてかけてねえぞ」


「いや、かけている。──わたしは不思議だったのだ。今日一日おまえを見ていて、何な故ぜ、ああも顔だけで笑っているのだろうか、と。だが、今の話を聞いてわかった。おまえは、ああして自分の心に眼鏡をかけて、誰とでも一定の距離を保っているのだな？　そうすることで、世界が変貌した時に耐えられるよう、備えているというわけだ。──姑こ息そくだな」


「……なんだと？」


「正直、腹が立つ。おまえの気が知れない。わたしや《ドレス》が、それこそ命を賭としても欲しいものを、おまえは持っているというのに、それをわざわざ眼鏡をかけて隠すなど。あまりにも贅ぜい沢たくだ」


　その言葉に、頭の中が白くなって鼻の奥がつんとし、気が付けば瞳はシートの背もたれを思い切り殴なぐりつけていた。抉えぐりこむように沈んだ拳こぶしの震ふるえが抑えられなかった。


「……うるせえよ。おまえに、俺の気持ちの何がわかるってんだ」


「それはおまえも同じだろう？　満腹の人間に、餓うえた人間の気持ちがわかるものか。大体、何故、桜さくら乃の一家の写真を今も飾っているのだ？　それほど辛つらい思い出なら、引き出しにでも隠して思い出さぬようにしておけばいいだろう」


「俺の勝手だ」


「ああ、そうだな。勝手にするがいいさ」


　それきり互いに口をきかず、伯お父じもそれ以上は何も言わなかった。今後のことは明日にでも、もう一度話し合おう、とだけ告げて、バンを降りて、運転手に送るように指示を出した。


　──それが、三〇分ほど前である。


　冬ゆえに一八時前だというのに、もう真っ暗だった。瞳は郵便箱を覗のぞいて、広告やら手紙やらをまとめて鞄かばんの中に放り込むと、セキュリティをクリアしてマンションの中に入った。閉まる前にロシィも続く。あれきり彼女とは口をきいていない。そんな気分じゃなかった。


　エレベーターに乗り、七階のボタンを押す。


　カーゴは途と中ちゆうで止まらず上がり、到着すると、当然のようにロシィが先に下りた。


　途中の通路で襲しゆう撃げきされることもなく、マウンテンバイクにも細工されたようなあとはなかった。瞳は無言で家の鍵かぎを開けた。今度もロシィがとっとと先に入る。待ち伏せの可能性を考えれば当たり前の行動なのだろうが、何となく腹立たしい。


　彼女は、あてがわれた部屋に真まっ直すぐには向かわず、リビングにトランクを下ろし、あちこちの点検を始めた。それが自分の部屋に及ぶ前に、瞳ひとみは自室に飛び込んで扉を閉め、


「入るなよ！」


　と怒ど鳴なった。家に帰っての第一声がこれとは、気持ちがささくれる。リュックを下ろし、椅い子すに腰掛けると、写真立てが目に入った。アクリルのカバーの向こうで、幼い自分と瑠る璃りが笑っている。これを見るたびに、あの日の後悔が蘇よみがえって胸を締めつける。


（何でいつまでも飾ってるのか、だって？）


　瞳はフレームを撫なでた。


（そんなの決まってる。あの日の気持ちを忘れて、うっかり深く関かかわったりしないためさ。こいつはその為ための……踏絵だ）


　その時、鞄の中で携帯がメロディを奏かなで始め、瞳は慌あわてて携帯を取り出してディスプレイを見た。相手は、公衆電話、となっている。不審に思いつつも、瞳は通話ボタンを押した。


「もしもし……？」


『こんばんは、高たか幡はた瞳君。誰だれだかわかる？』


　瞳は眉まゆを顰ひそめた。女だ。こういう形で電話がかかってくることに心当たりはあるが、声に、はっきりとした聞き覚えはない。何となく、耳にしたことがあるような気はするが、どこの誰なのかは、わからなかった。


「……誰だ？」


『わからないの？──《ドレス》よ』


　聞き覚えがあって当然だった。言われれば確かにそうだった。それにしてもなんという大胆不敵さか。そもそもどうやって携帯の番号を手に入れたのか、それもわからない。


『切っちゃ駄だ目めよ？　これから大事な話があるんだから』


「……何だよ？」


　受話器の向こうで、《ドレス》は小さく咳せき払ばらいした。


『こほん。……今夜二四時、マンション前の公園に、一人で来ること。もし来なければ、明日から一人ずつ、おまえの知っている人間を殺していくわ』


「なっ!?」


『噓うそなんかじゃないわよ？　大量に殺せばテロだけど、一人ずつなら、怨えん恨こんや通り魔の犯行に見えるわ。そうじゃない、ってわかるのは、おまえとわたしだけ。ＳＳＳの連中に相談しよう、だなんて思わない方がいいわよ？　その連中が死ぬだけだから』


「そんな脅おどし──」


『効くわよね？　そうね。初めに、あの女なんかどうかしら？　今日、おまえたちと一いつ緒しよにいた、ショートカットの胸のやたらとでかい女。あの女の、みっともなく大きい胸を、抉えぐり落として送ってあげましょうか？　肉まんの詰め合わせみたいにして。そうすれば、わたしが本気だってこと、わかってもらえるかしら？』


「やめろ！」


　思わず怒ど鳴なり、それを聞くと少しかすれた声で《ドレス》は笑った。


『それは、おまえ次第ね』


「……抜け出すなんて無理だ。絶対にロシィはついて来る」


『それを何とかするためのアイテムを、ポストに入れておいたわ。見てないの？』


　瞳ひとみは急いで鞄かばんを開けると、さっきまとめて突っ込んだチラシや手紙を取り出して、机に広げた。だが、それらしいものは何もなかった。ダイレクトメールが何通かあるだけである。


「何もない」


『そうかしら？　化粧品のダイレクトメールがない？　試供品在中、って書いてあるやつ』


（──あった）


　その通りの封筒が一通、確かに混ざっていた。封を切るかどうか、一いつ瞬しゆん躊躇ためらったが、瞳はハサミを出すと、慎しん重ちように端を切った。いきなり爆発したり、何かが噴出したりすることも、剃かみ刀そりの刃が仕掛けられていることもなかった。中には折り畳まれた紙が入っていて、開くと少し濁にごった色をした、粉薬を飲む時に使うオブラートに似た紙状のものが数枚入っていた。


『あったでしょう？』


　ガサガサいう音が聞こえたのか、《ドレス》は言った。


『それ、無味無臭の強力な睡すい眠みん導入剤。それを今夜、コーヒーに混ぜて《スペクタクルズ》に飲ませなさい。そうすれば、あいつは明日の朝までぐっすりよ。……本当は毒の方がいいんだけど、あいつ、その辺、敏感な上に耐性もあるから駄だ目めなのよね』


「こいつが毒じゃない、つて保証は？」


『ないわ。──そうね。おまえが嘗なめてみてもいいわよ？　それを止めないっていうのが、毒じゃないって証拠にはならないかしら？』


　確かに、なる。気が変わって、拉ら致ちではなく殺すことに考えを変えたのでなければ。


（こっち側にいて、誰だれかがいなくなるのを見るのは、もうごめんだ）


　残されたものの孤独、後悔は思い出すまでもない。毎日のように感じていることだ。それが自分のせいで起こるなど、耐えられそうにない。あれだけ気をつけていたのに、詠えい美みとの距離のとり方を失敗していたことに、瞳は今さらながらに気が付き、唇くちびるを嚙かんだ。


「……わかった」


　受話器の向こうで、ブロンドの少女が微ほほ笑えむのが見えるようだった。


『聞き分けが良くて助かるわ。それじゃあ、もうひとつ。出かける前に、ぜひともしてもらいたいことがあるの。一種の保険ね』


「何だ？」


『大したことじゃないわ。極ごく、簡単なこと。《スペクタクルズ》を上う手まく眠らせたら──』
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　着替えを終えて部屋を出てみると、ロシィの姿はリビングにはなかった。彼女の部屋かと思ったが、キッチンを見ると給湯器のランプが赤く灯ともっていて、そうではないとわかった──シャワーだ。こっちが部屋から出てこないと考えて、浴びに行ったのだろうか？


（何にしても、好都合だ）


　瞳ひとみはヤカンに水を入れて火をかけると、食器棚の下の収納庫から手動のミル（コーヒー豆を挽ひくための機械）を出してきて、冷凍庫に残っていた、銘めい柄がらは知らないが、南米産のコーヒー豆を中に入れ、ハンドルを回してゴリゴリと粉にした。インスタントは香りも味も薄い。《ドレス》は、無味無臭、と言っていたが、念には念を入れた方がいい。


　お湯が沸くのを待って、フィルターに粉になったコーヒー豆を入れ、ドリップ方式で大きめのカップに抽ちゆう出しゆつしてやる。その前に瞳は、陶とう器き製せいのカップの底にシート状の睡すい眠みん導入剤を置いておいた。ちょろちょろと落ちる褐かつ色しよくの液体がそれを溶かしていく。その間も、瞳はちらちらと給湯器のランプを見ていた。


　顔を合わせたくはなかった。気まずいから、というよりも、目を見られたら、すぐにばれてしまいそうだったからだ。


（……何が、心に眼鏡めがねをかけてる、だよ）


　カップを満たしていくコーヒーを見ながら、瞳は舌を打った。


（それを言うなら、仮面を被かぶってる、じゃねえのかよ）


　おそらくロシィは、自分に照らし合わせてそう言ったのだろう。彼女は、眼鏡をかけることで心が発現する。では、それを取ったら？　《ドレス》は『混乱する』と言っていた。すぐには正常な判断ができなくなる、と。だから、時間稼かせぎには丁ちよう度どいい、とも──彼女が瞳に命じたもうひとつのこと、というのがそれだった。


　眠らせ、眼鏡を外す。


　とにかく、ロシィにコーヒーを飲ませられなければ意味がない。瞳は丁度いい具合に入ったカップをキッチンのテーブルに置くと、よく搔かき混ぜ、砂糖とパウダーミルクを一いつ緒しよに置いてそこにメモを残した。『さっきは言い過ぎた。今日は疲れたからもう寝る』──と。


　これで、飲めばよし。


　駄だ目めなら、時間になったら窓からでも抜け出すしかない。幸い、父に鍛きたえられたおかげでロープを使ってそのくらいの芸当をやるのは朝飯前だった。もっとも、あの男が今日のような事態を予測して自分に訓練を施ほどこしたとはまったく思えなかったが。あれはただの腹立ち紛まぎれだったに違いない、と瞳は今も思っていた。


　ふっ、と給湯器のランプが消えて、バスルームでガサゴソ音がした。


　瞳は、搔き混ぜたスプーンとは別のを戸棚から出して置くと、使った方のスプーンは部屋に持って戻ることにした。これには一番薬がついているはずだからだ。


　忍び足でキッチンを出て部屋に戻ると、スプーンは机の上に置き、電気を消してベッドにもぐりこんだ。耳を澄すます。廊下が微かすかに、ぎし、と鳴って誰だれかが──ロシィに決まっているが──扉の前に立ったのがわかった。


「……瞳ひとみ？　寝たのか？」


　答えず、息は殺さずにゆっくりと呼吸した。ノブが回る気配はない。


「……さっきは、わたしも少し言い過ぎた。コーヒー、ありがたく飲ませてもらう」


　す、と気配が遠とお退のく。


　瞳は、シャツの胸の部分を摑つかみ、強く握り締めた。あれが毒だったら、と考えると、今すぐに飛び出していって、飲むのをやめさせたくなる。ロシィに電話のことを打ち明け、相談したらどうだろうか、という誘ゆう惑わくが頭をもたげたが、それを瞳は振り払った。


　二度、取り逃がしているのだ。


　今度も同じように取り逃がしたら、明日には詠えい美みの無残な死体が見つかるかもしれない。


　自分のせいで、また誰かがいなくなるのだけは、それだけは避さけなければならなかった。


　だが、それはロシィでも同じことだ。


　瞳はベッドを出ると、扉に近づいてそつと耳を澄ませた。あれが毒なら、悶もん絶ぜつするはずだ。その声が聞こえたら、飛び出していくつもりだった。


　だが、いつまで待ってもそうした声も、いきなり倒れるような音も聞こえてはこなかった。


　それでも瞳は、じっと耳を澄ませ続けた。


『もしもし？』


　二四時少し前、携帯電話から聞こえてきた声は、まだ少し、眠たそうだった。


「木き沢ざわ？　俺おれ」


『高たか幡はた？　どうしたの、珍めずらしいね』


「いや、大だい丈じよう夫ぶかな、って思ってさ。びっくりしただろ？」


　ベッドに腰掛け、少し背を丸めて瞳は訊きいた。すでに着替えは済ませてある。ミリタリー・スタイルと呼ばれるパンツとジャケットの上下、それにパーカーだ。別に恰かつ好こうつけのためではない。本物は動きやすさが格段に違うのだ。これを着ると覚悟が決まった。大人しく拉ら致ちされるつもりだが、ただ殺されるつもりはない。


『うん。ニュース見た？　未成年だから名前は発表になってないけど、バイトの一人が、睡すい眠みん薬やくを入れたんだって。期末テストの点が悪かったから、だとか言ってるみたいだけど、そんなんだったら、あたしだって悪かったよ』


　瞳は笑った。


「テロじゃなくて良かったな」


『うん。嫌いやな事件多いよね。先月は、なんてビルだっけ？　展望台が爆破されたでしょ？』


「ああ。個人じゃ、気をつけようにも気をつけようがないもんな、ああいうのは」


『ほんと』


「気にするな、って言っても無理だと思うけどよ、前向きに考えような」


『大だい丈じよう夫ぶ。ちゃんとカウンセリングも受けたから。──でもどうしたの？　なんだか今日の高たか幡はた、優やさしいよ？』


「ばーか」


　からかうような口調に、瞳ひとみは笑いながらそう返した。


「じゃあな。よく寝ろよ」


『うん。それじゃあ、また明日』


「……ああ」


　瞳はボタンを押して通話を切ると、深呼吸をして立ち上がった。引き出しを開け、奥にしまっておいた、大ぶりのサバイバルナイフを取り出すと、鞘さやを払い、刃を確認した。錆さびてはいない。振ると、自分の腕の一部のように感じる。鞘に戻し、瞳はそれをパーカーの下、腰の後ろに装着した。荷物はそれだけだ。


　静かに部屋を出ると、廊下は明るかった。リビングに向かいキッチンを覗のぞくと、ロシィがいて、足が止まった。だが、彼女はテーブルに突っ伏してピクリともしなかった。白いスリップ一枚という恰かつ好こうで、両腕を投げ出している。長い髪が、ざあ、と広がって流れ落ちていた。


　よく見ると、背中が微かすかに動いていて、瞳はホッとした──眠っている。


　どのくらい深い眠りなのかはわからない。とにかく、もうひとつやらねばならないことが残っている。瞳はテーブルの横に立つと、ロシィを抱き起こした。かくん、と首が仰のけ反ぞる。真っ白な喉のどが、目に焼きついた。


　そっと抱き上げると、思ったよりも重いのに驚おどろいた。よく鍛きたえているせいだろうか？


　そのままリビングのソファーに運び、横たえる。一向に目を覚ます気配はない。


　瞳は膝ひざをつくと、深呼吸をし、ロシィの眼鏡めがねに両手を伸ばした。


　ひどく卑ひ猥わいなことをしているような気がして、思わず躊躇ためらわれた──やったことはないが、寝ている女の子の服を脱がそうとしているような気分だった。素顔を見るというのは裸を見るのと変わらない、と誰だれかがＴＶで言っていたのが不意に思い出された。


　だが、やるしかないのだ。


　パールホワイトの蔓つるに触ふれた時、微かに睫まつ毛げが震ふるえたが、それだけだった。いきなり瞼まぶたが開いて、菫すみれ色いろの、あの鮫さめのような目が見つめてくることはなかった。


　静かに顔から眼鏡を抜き取り、ガラステーブルの上に置いた。トレンチコートは、脇わきに置かれたままのトランクの上に、放るようにかけられている。


　すると、素顔を見られるのを本能的に嫌いやがるように、ロシィは寝返りを打って背中を向け、まるで胎たい児じのように体を丸めた。小さいから、そうしてもソファーから落ちることがない。だが、スリップ一枚、というのはあまりに寒そうで、瞳は一いつ旦たん部屋に戻ると、毛布を持ってきて彼女の細い体にかけてやった。


「……じゃあな」


　呟つぶやき、瞳ひとみは立ち上がるとリビングを出て、玄関に向かった。スピードレースを使用したコンバットブーツを出してきて履はくと、気持ちが引き締まった。オートロックに設定し、外に出ると、背中で閉まったドアが、カチッと施せ錠じようされる音がした。


　外はずいぶんと冷え込んでいた。瞳は、よく磨いてあるマウンテンバイクのシャフトを撫なでると、サドルを軽く叩たたいて愛車に別れを告げ、エレベーターへと向かった。





　──警報のブザーが鳴っている。


　微かすかなその昔を意識が捉とらえたのは、奇跡に近かった。ブザーは、瞳が保護範囲外に出た時に自動的に鳴るように設定されている。ロシィは、瞼まぶたを引き開けようとしてしかし、肉体が意思に逆らおうとしているのに気がついた。普通の反応ではない。


（薬を盛られたのか）


　体の各部の応答の鈍さに、そうだとわかった。これは──試したことがある。脳幹に作用するタイプの睡すい眠みん薬やくだ。体睡眠が先に来たが、耐性があり、脳睡眠がまだだったために、ブザーに反応できたのだ。


　機会があったとすれば、あのコーヒー以外にはありえない。


　これが《ドレス》の策略なのか、それとも《ＳＳＳ》の作戦なのかはわからなかった。どちらにしても、瞳を守ることは、《ママ》博士との約束である。それを破るつもりはなかった。


　トランクの中には、対催さい眠みん剤ざいの覚かく醒せい薬やくがある。使われたタイプがわかっていれば、薬の効果を打ち消すのは簡単だ。


　体を伸ばし、なんとか瞼を引き開けた。


　その瞬しゆん間かん、ロシィは異変に気がついた──視界が！　世界がぼやけている！


　脳がそれを感じ取った途と端たん、パニックが起こった。


　自分と言う存在の認識が消える！


　凄すさまじい恐怖が真っ暗な世界の底から湧わきあがり、耳にすれば腰を抜かさずにはいられない、そんな悲鳴が、噴火する寸前の火山のマグマのように、喉のどにせりあがってくる。


　ロシィは、錆さびた機械のように軋きしんで、ろくに言うことを聞かない体を必死に動かして、すんでのところで口を押さえることに成功した。


「きいいいぃいいぃぃぃぃいいい……」


　くぐもった、ガラスを引っかいたような音が、唇くちびるの隙すき間まから漏もれる。うなじの毛が、はっきりと逆立っているのがわかった。もし間に合わなかったら、この建物中に響ひびき渡るほどの悲鳴を叫んでいたに違いなかった。ああ、脳が叫んでいる！


　──わたしはだれ!?


　──わたしはだれ!?


　──わたしはだれ!?


　──わたしはだれ!?


　──わたしはだれ!?


　──わたしはだれ!?


　──わたしはだれ!?


　──わたしはだれ!?


　──わたしはだれ!?


　──わたしはだれ!?


　──わたしはだれ!?


　──わたしはだれ!?


　──わたしは──


　その時、窓の外で微かすかな笑い声がした。


　まとまりのなかった意識が、吸い寄せられるようにその声に向かった。


「…………」


　常人であれば、決して捉とらえることのできない声。だが、《ロシィ》であったはずの少女は、それを捉え、ゆらり、と立ち上がった。


　そして、赤せつ褐かつ色しよくのトレンチコートを纏まとい、トランクの肩ベルトを引っ摑つかむと、裸眼のまま窓を突き破り、七階のベランダから躊躇ためらいなく夜空へ向かい、ダイブした。





　その少し前。


　エレベーターを降りた瞳ひとみは、道路を渡り、公園へと足を踏み入れていた。


　深夜のことでもあり、もちろん人影などない。夜の遊具は、それがにこやかに微ほほ笑えむ擬人化された動物などであるほど、一いつ層そう不ぶ気き味みな感じがする。


　マンションの前に、バンタイプの車が一台、止まっている。見慣れない車だ。伯お父じが監視のために派遣した部下だろうか、と考えたが、確かめることはしなかった。


　もしそうであったとしたら、すでに《ドレス》が対処をしている可能性が高い。覗のぞいて、もし死体がそこにあったら──冗談じゃない。そんなのは見たくなかった。


「ちゃんと来たわね」


　その声に振り向くと、いつ現れたのか《ドレス》が外灯の明かりの下で、クローゼットでもあるトランクの横に立ち、微笑んでいた。白い光の中に浮かび上がった少女の服装は、最初の時に見た、ゴスロリっぽい黒いドレスだった。瞳だけであれば、わざわざ戦闘用衣装に着替えるまでもない、ということなのだろうか？


「手を上げて、こっちへ来てもらおうかしら？──そう、ゆっくりね」


「…………」


　言われた通りにして、瞳ひとみは《ドレス》に向かって歩き出した。薄明かりの中で、少女の瞳は忙せわしなく動いている。ロシィが本当にこないかどうか警戒しているのだろうか。ゆっくりと、ゆっくりと近づく。


　だが、その警戒も、瞳が目の前にまで来ると、ようやく緩ゆるんだ。少女の唇くちびるには、はっきりと微ほほ笑えみが浮かび、青い瞳は喜びに輝いた。


「じゃあ。後ろを向いて手を回してもらおうかしら」


　瞳は、その通りにした。身体検査をしようという様子がないのには、拍子抜けしたが、ホッとした。今は、腰のサバイバルナイフだけが心の頼たよりだったからだ。


　親指に軽い痛みが走って、おそらくは結束バンドで拘こう束そくされたのだとわかった。手て錠じようで手首を繫つなぐのではなく、親指同士を結ぶのは軍隊のやり方だ。


　と、背中で少女が肩を震ふるわせているのがわかった。泣いているのか、と思い、ちらりと振り返ると、そうではない。笑っていた。


「ふふ、ふふふふふ……やったわ。あいつらではなく、このわたしが！　見なさい！　第一世代だからなんだって言うの!?　わたしは《スペクタクルズ》を出し抜いて、あんたたちがもたもたしている間に、高たか幡はた瞳を手に入れたわ！　あはははははははははははははは！」


　睡すい眠みん薬やくが効いていると確信してなのか、《ドレス》の哄こう笑しようには狂気が滲にじんでいて、瞳は背筋が寒くなり、気温のせいではなく、シャツの下で肌が粟あわ立だつのを感じた。彼女の言う、あんたたち、というのが誰だれなのか、瞳にはわからなかったが　『ＳＳＳ』ではないような気がした。


「これで！　これで、わたしは自分に！　本当の自分に戻れる！　もう、嫌いやな命令に逆らえなくて頭が変になりそうにならなくてすむの！　あはははははははは、あはは──」


　だが！　そんな《ドレス》の哄笑は、突とつ如じよとして起こった、車同士が猛スピードで激突したような、ドガン、という轟ごう音おんに、搔かき消された！


　瞳は見た。


　マンションの前に駐車してあったバンの屋根が、無残に潰つぶれているのを！


　そして、そこにいたのは──


「……ロシィ？」


　見間違えるはずもなかった。街灯の下、足を抱えるようにした彼女が、そこにいた。バサリと垂れ下がった髪が、顔を隠している。屋根を潰したのは、彼女の背よりも大きい、彼女の背負ったトランクだった。


（七階から飛び降りたのか！）


　おそらくそうだった。だが、確かに彼女は眠っていた。そうでなくて、どうして眼鏡めがねを取らせるだろうか？　どうして黙だまって行かせるだろうか？


「貴様っ！」


　膝ひざを後ろから蹴けられ、瞳ひとみは膝をついた。そのまま背中を押されて、地面に顔をなすりつける恰かつ好こうになる。首を摑つかまれているために、起き上がることができない。


「薬を使わなかったわね！　殺してやる！　あの、うすらみっともない胸をした女の死体を、貴様の学校に晒さらしてやるわ！　それを見て、己の愚おろかさを後悔しなさい！」


「俺おれは言われたとおりにした！　眼鏡めがねも外した！　俺のせいじゃない！」


　土を嚙かみながら、瞳は叫んだ。


「なんですって！──きゃっ!!」


　突とつ如じよ、フルオートの銃声が鳴り響ひびいたかと思うと、周囲に着弾があり、土が、水のように噴き上がった。瞳は咄とつ嗟さに目をつむり、しかしぞっとした。弾丸の正体がわかったからだ！　これはスタン弾じゃない！　フルメタルジャケットだ！


「殺す気っ!?」


　顔色を変えて、《ドレス》は怒ど鳴なった。


　だが、まったく聞こえていないかのように、ロシィは足を伸ばして屋根にめり込んだトランクを引き抜くとバンから飛び降り、それをアスファルトの上に置いた。やはり顔は見えない。彼女の手には、あの奇妙な形の銃がある。だが、何な故ぜかその銃口はゆらゆらと定まっていなかった。それでいて、少しでも動こうとすると、周囲に弾丸の雨が降った。


「あんたっ、何をしたのよっ！」


　瞳の首根っこを摑み、じりじりと下がりながら、《ドレス》は叫んだ！


「おまえに言われた通りのことしかしてない！　あの薬のせいじゃないのか!?」


　──着弾！


「きゃっ！　あれはただの睡すい眠みん薬やくよ！──ちょっと！　本気!?」


　さらに強くぐいと引かれ、瞳は後ろ手に拘こう束そくされた掌てのひらを、酷ひどくすりむいてうめいた。だが、そんなことは大したことではなかった。《ドレス》が焦あせった理由は、ロシィが、トランクの上部を殴なぐりつけて架か台だいをフルオープンにすると、ずらりと並んだ武器の中から、明らかに対人間用の兵器ではないとわかる、小型のミサイル発射装置のようなものを、持ち出してきたからだ！


「冗談じゃないわよっ！」


《ドレス》は瞳を自分のトランクの陰に放り込むようにすると、ロシィと同じようにフルオープンにして、一いつ瞬しゆんにしてゴスロリ風のドレスを脱ぎ、どこかの軍隊の迷彩服に着替え、スコープのついた長大なライフル銃を手にして、レバーを引いて構えた。


　一瞬、足を払って邪じや魔まをしようか、という考えが浮かんだが、何かが押しとどめた。あまりにも普ふ段だんと違うロシィの様子が、理由であったのかもしれない。


　だがそれは、結果的に正解だった。


「つっ！」


《ドレス》が引き金を引いた直後、ドドン、という轟ごう音おんと熱、そして爆風が吹き寄せて、トランクを激しく揺さぶった。もし、陰に隠れていなかったら、と思うとぞっとした。なぜなら、周囲の地面は破片でグズグズに抉えぐられていたからだ。《ドレス》が撃うったのはロシィではなく、彼女の発射したミサイルか何かだったに違いなかった。


「あの馬ば鹿かっ、暴走してるのっ!?　確率的には相当低いはずなのに、よりによってっ！」


　少女は瞳ひとみの衿えりを摑つかむと、無理矢理に顔を上げさせた。


「おまえ、どうにかしなさいよっ！」


「ど、どうにかって、なんだよ！」


　バシッと頰ほおを張られた。


「わたしたちは命令待機状態になると、一切の行動が抑制されるわ！　筋肉が硬直し、行動不能になる！　暴走状態においても例外じゃない！　おまえはその《鍵かぎ》でしょう!?　教えなさい！　どうすれば、わたしたちを命令待機状態にできるの!?」


「何のことだよ！　俺おれは知らないぞ！」


「噓うそをつかないで！　おまえの母親がしたことよ！　何か聞いているでしょう!?」


「何言ってんだ！　母さんはもうずっと前に死んでる！」


「!?──おまえ、知らないの!?」


　何が、と問おうとした時、凄すさまじい爆音と共に衝しよう撃げきに襲おそわれて、トランク諸もろ共とも、瞳も、そして《ドレス》も吹き飛ばされ、公園の端にまで吹き飛ばされていた。


　全身に激しい痛みが走り、瞳はうめいた。


　トランクは倒れ、その向こうに《ドレス》は仰あお向むけになって倒れていた。その手にライフルはない。それは遠く、ブランコの傍そばにまで飛んでしまっていた。


　マンションの、まだ人が住んでいる窓に、次々と明かりが灯ともっていく。これだけの騒さわぎだ。目を覚まさない方がどうかしている。


　瞳は痛みをこらえて足を屈かがめ、必死に腕を前に抜こうとした。拘こう束そくされた親指の付け根が、引き攣つれる。だが何とか抜けた。体をよじり、腰のサバイバルナイフを抜こうともがいた。ロシィが近づいてくる。トランクは道路に残したまま、ランチャーは放り捨て、両手にあの奇妙な銃だけを構えて。うつむき加減の顔は、垂れ下がった前髪に隠れて目の辺りは見えない。けれど、その口元には微ほほ笑えみがあった。


　ナイフが鞘さやから抜ける。瞳は体を起こすと、手の中でそれを回転させて、すりむけた掌てのひらに納めた。バンドは、そんな簡単に切断できるような代しろ物ものではない。


　ロシィは《ドレス》の傍に立つと、小首を傾かしげて見下ろした。髪が下がり、横顔が隠されて見えなくなる。銃を探すように、横たわった少女の手が動いた。ロシィの両手が、二つの銃口がゆっくりと上がる。


（まさか……）


　く、と引き金にかかった指に、力がこもるのが見えた。


「やめろ！」


　だが、瞳ひとみの叫びは無数の銃声に搔かき消された。空から薬やつ莢きようが次々と排出されて地面に転がり、《ドレス》は寝転がったまま、奇妙なダンスを踊っているように見えた。腹部を目掛けて、次々とフルメタルジャケット弾が叩たたき込まれる。


　聞こえないとわかっていても、瞳は叫び続けた。


　やがて、残ざん響きようを残して排莢は止まり、同時に《ドレス》も動かなくなった。


　その時には、瞳の声は枯れていた。


　ロシィは、不思議そうにもう一度小首を傾かしげると、彼女を軽く蹴けり、それから、くるり、と瞳の方を振り返った。揺るぎのない足取りで、ゆっくりと近づいてくる。


（くっ）


　木を背にして、瞳は立ち上がった。まだ、全身がずきずきと痛い。こちらの武器はサバイバルナイフ一本。いくら得意だといっても、銃に勝てるはずもない。


（勝てなかったら、どうだっていうんだ？）


　ふと、そう思った。


　もとより殺される覚悟だったはずだ。それに、ここで自分が死ねば、もう何の心配もいらなくなるんじゃないのか──そう思った。


　途と端たんに、抵抗する気持ちが萎なえた。ナイフを持った手が、だらりと下がった。


　その時──


『瞳─っ!!』


　耳を劈つんざくようなローター音と突風に混じって、明らかにスピーカーで拡声された声が響ひびいた。


（伯お父じさん……？）


　強きよう烈れつな投光器のビームが四方から浴びせられ、瞳は目を眇すがめた。ヘリだ。そう気付いたのとほぼ同時に、装甲車と『ＳＳＳ』の隊員が現れ、公園の外周をぐるりと取り囲んだ。しゃがんで膝ひざを立て、アサルトライフルを揃そろって構える。


　ロシィは、そんな周りの様子が目に入っていないのか、足を止める気配はなかった。


『何を諦あきらめてやがる!!　生きて母さんに会いたくねえのか!?　父親は──まあ置いとくとしてだ!!　瑠る璃りちゃんに会いたくねえのか!?』


　そうだ──そういえば、《ドレス》がおかしなことを言っていた。


（俺おれが、何を知らないっていうんだ……？）


　瞳は、ヘリを見上げた。投光器のせいで、機体は黒い影としか見えず、伯父の顔などまったく判別はできなかったが、そこにいるのがわかった。


『瞳─っ!!　俺の言葉の意味を知りたかったら、ロシィを無効化しろぉ!!　俺たちは、彼女を撃うちたくねえぇ!!　いろんな理由でなぁ!!』


「どうしろって言うんだよ！」


　声が出た。少し黙だまっていたことで、回復したらしかった。


『彼女の目を真正面から三センチ以内で見つめて、名前を呼べぇ!!　コードネームや、仮かり初そめの名前じゃねえぞぉ!!　彼女の本当の名前だぁ!!』


「なんて!?　ロシィの本当の名前はなんて言うんだよ!!」


『──桜さくら乃の瑠る璃り!!』


　背筋を電流が走りぬけ、体がぶるっと震ふるえた。


（なん、だって……？）


　瞳ひとみは、ゆっくりと近づいてくるロシィを見た。


　風に弄なぶられる長い黒髪が顔に張りついて、その表情は殆ほとんど見えない。わかるのは、微ほほ笑えむ赤い唇くちびるだけだ。だが、それだけでも、彼女が自分の知っている桜乃瑠璃ではないことは、明らかだった。顔が全然違う。それに──彼女は今、自分と同じ一七歳のはずだ！


（同姓同名の別人なのか……？）


　だとしたら、何という質たちの悪い偶然なのか。


『瞳─っ!!　早くしろぉ!!』


　銃を握り締めたロシィの両手が、ゆっくりと上がっていく。


　途と端たんに、ローター音に混じって、何十丁もの銃が構え直される音が、微かすかに聞こえた。


（わかったよ！）


　瞳は思いきり地面を抉えぐるようにして、ロシィを目掛けてダッシュした。


　距離にして、僅わずか数メートル。


　それを、ほぼ一いつ瞬しゆんで零ぜろにして、括くくられた腕を振り上げ、できた輪の中にすっぽりと彼女の小さな体を収め、締め付けるようにした──つまり、抱きしめたのと同じ恰かつ好こうになる。


　両腕は拘こう束そくしたが、すぐに力の違いがありすぎることを瞳は悟った。


　──これでは、数秒と持たない！


（ええい、ままよ！）


　瞳はおでこをロシィのおでこに擦こすりつけるようにして、髪を払った。菫すみれ色いろをした裸眼が下から現れる。瞳と瞳が凹凸のようにぴたりと適合したのが、何な故ぜかわかった。腕の中で、少女の腕を上げようという動きが、僅かに鈍る。


（今なんだな!?）


　そうだと思えた。伯お父じもわかったのか、ヘリが一気に上昇してローター音が遠ざかる。瞳は大きく息を吸い、そして──


「桜乃瑠璃!!」


　ありったけの声で、そう叫んだ。


　ロシィ──幼なじみの少女と同じ名前をもつ最狂の兵士は、体をはっきりと硬直させた。引き攣つった指がトリガーを引き、弾丸が足元を抉り、土煙が上がった。


『撃うつなあっ!!』


　伯お父じの声が辺りに響ひびき渡り、隊員たちは命令を忠実に守った。


　弾はすぐになくなり、硝煙の匂においだけが残った。


　ロシィはぐったりとして、瞳ひとみはその体重を支えきれずに諸もろ共とも、転倒した。


　軍靴の音が、ヘリのローターの音が近づいてくる。


　その振動と響き、そして、容よう赦しやなく照らされる投光器の白い光の中で、瞳は、知らず少女を抱きしめ、そして──気を失った。





「二人は？　伯父さん」


　ＳＳＳ室長室のソファーに座り、千ち里さとが出してくれたコーヒーに手をつける素そ振ぶりも見せず、瞳は目の前に座った『ＳＳＳ』室長──阿あ部べ宏ひろ明あき一等特佐に、そう訊きいた。千里は自分の机でパソコンをいじりながら、時折、心配そうにこちらを見る。


　あれから、三人は伯父の乗ってきたヘリで東京港湾駐ちゆう屯とん地ちに運ばれたらしい。


　その記き憶おくは瞳にはなく、気が付いた時には、室長室のソファーで横になっていて、伯父と千里の三人きりであった。


　目を覚ました瞳に、伯父は、今度のことは、自衛隊官舎を狙ねらったテロということで処理されたと言った。現場が官舎であったのと、個人携行用の対戦車ミサイル──自衛隊では『軽ＭＡＴ』と呼ばれている種類のものが使用されたことで、警察の対処できる犯罪ではない、と認定され、『ＳＳＳ』が対処の全権を把は握あくした、という話だった。


　だが、あの子たちのことはまだ聞いていない。


「ロシィと……《ドレス》は？　無事なのか？」


「ああ、無事だ」


　固い表情のままで、伯父はそう答えた。普ふ段だん、どちらかと言えば人を食ったような笑顔ばかりの彼には珍めずらしい様子だった。こんな顔は母の合同葬で見て以来だ、という気がした。


「《ドレス》の着ていたのは特殊なアラミド繊せん維い製せいの服──つまり抗弾機能に優れた服でな。至近距離からの銃じゆう撃げきをあれだけ受けても、一発の貫通もなかった。もっともひどい痣あざにはなってたし、内臓もずいぶん揺さぶられだからな。眠らせて、今、精密検査中だ」


「ロシィ……は？」


「あの子の方は異常ない。体も、心もだ。おまえの部屋で見つけた、パールホワイトのＢ装備──『基本眼鏡めがね』をかけて、別の部屋で装備品の手入れをしている。使った記憶がないのに、キャリコの弾倉が空になってるのが不思議そうだったな」


「それ、どういうことだよ？」


「《ＭＭＰＳ》は命令の焼付け準備状態になると、その前の十何分かの記憶を失うように調整されているからな。だから、憶おぼえていないのさ──おまえが《ドレス》の口車に乗って、薬を盛ったことはどうかわからんが……にしても、馬ば鹿かな真ま似ねをしたもんだ。言ってみろ、理由は何だ？　知らない、なんて言うなよ？　おまえの部屋からは、トラスト製の特殊な睡すい眠みん薬やくが発見された。携帯電話の通話記録もある。公衆電話からは《ドレス》の現在の指し紋もんも見つけた。となりやあ──だろ？」


　瞳ひとみは、ため息をついた。さすがに手回しが早い。が。もとより、しらを切るつもりもない。


「……そうさ。俺おれがロシィに薬を盛って、眼鏡めがねを外したんだ。《ドレス》の指示通りに。そうしないと、木き沢ざわを惨ざん殺さつする、俺が大人しく捕まるまで、俺の顔見知りを一人ずつ殺していく、って言われたからさ」


「何で、俺に相談しなかった」


「して、それで？　『ＳＳＳ』は動けないんだろ？　それに、今度護まもるのは俺じゃない。俺の知っている人間の全すべてだぜ？　そんなこと、できるわけないってことぐらい、わかるさ。それに警察なんかじゃ《ドレス》を捕まえられるはずはない。かと言って、ロシィを俺から外すわけにも行かない──そうだろ？　だとしたら、俺が行かなかったら、夜が明けたら木沢は死体になってることになる。そんなの……冗談じゃない」


「ロシィがいただろう？　おまえを二度も《ドレス》から護った。だったら──」


「実績があるって言いたいのかよ？　あれは追い払っただけさ。捕まえるのはまた別の話だろ？　今度ばかりは、逃げられました、じゃ済まなかったんだよ。誰だれかがいなくなるくらいなら、俺がいなくなった方がマシだ」


「そんな……瞳クン、だからってあなたがいなくなったら、室長やわたしが悲しむとは思わなかったの？」


　デスクの向こうで、千ち里さとが形のいい眉まゆを悲しげに顰ひそめた。


「わかってるよ、それは！　でも……だからって、俺はもう嫌いやだったんだ！　誰かがいなくなるのを見るのは！」


　拳こぶしが白くなるほど、瞳は組んだ手を握った。


「瞳クン……」


　気き遣づかわしげな優しい、しかし悲しげな声が耳に響ひびいた。しかし──


「……情けねえ」


　ポツリと呟つぶやかれた伯お父じの言葉に、瞳は蒼そう白はくになって顔を上げた。


「何だって……？」


「聞こえなかったか、瞳？　情けねえ、って言ったんだよ。誰かがいなくなるくらいなら自分がいなくなる？　そんなのはなあ、ただの逃とう避ひだ！　逃げなんだよ！」


　珍めずらしい伯父の大声に、その迫力に、瞳は声を失った。伯父は、その岩のような拳こぶしで、テーブルを叩たたいた。カップがソーサーに当たって、澄すんだ音を立てる。


「そいつは自己犠ぎ牲せいのふりをした、逃避だ！　おまえは、自分が傷つきたくなくて、そこから逃げだしただけだ！　嫌いやだって言うなら、何でそいつと戦わねえ！　聞き分けのいいふりをして、何でもかんでもすぐに諦あきらめやがって！　俺おれも、勇ゆう二じも、決して諦めなかった！　裕ゆ美みだってそうだ！　それなのに何だ、おまえは!?　おまえはあの二人の子供だろう!?　生きるってことはな、いつだって戦いなんだよ！　いいか、おい！　どうしようもないことなんて、ねえんだ！　結果として、目的が果たせなかったとしても、それは、どうしようもなかった、わけじゃねえ！　端はなから諦めていたんじゃな、絶対に奇跡は摑つかめやしねえんだ！　今度、自分がいなくなれば、なんて言ってみろ!?　この俺が許さねえ！　生きていたい、って言うまで、死ぬまでぶん殴なぐってやる！」


「……室長」


　千ち里さとの声に我に帰ったのか、鬼のような形ぎよう相そうだった伯お父じは、ふーっと息をつくと、いつもの表情に戻って、ソファーに座りなおした。ぎじ、とソファーが軋きしむ。


　瞳ひとみは、何も言えなかった。伯父がこれほど感情を剝むき出しにする所を見たのは、初めてだった。それに確かに──逃げだった、あの選択は。詠えい美みがいなくなることよりも、それで彼女の周囲が傷つくことよりも、まず、それで自分が傷つくのが嫌だったのだ。それを、彼女のため、と誤ご魔ま化かしていたのを、認めざるを得なかった。


「……もう、しないよ」


　小さな子供のように、瞳は言った。伯父は、何も答えず、ただ深いため息をつき、瞳は顔を上げて、そんな彼を真まっ直すぐに見つめた。


「だから教えて欲しい。本当のことを、全部。俺が、わけのわからない連中に狙ねらわれている、本当の理由はなんなのか。《ドレス》は俺のことを《鍵かぎ》だって言ってた。理由は、恨うらみなんかじゃないんだろ？　それと、ロシィの本当の名前がどうして『桜さくら乃の瑠る璃り』なのか。そして《ＭＭＰＳ》ってのはいったい何で、それに母さんがどういう風に絡からんでいるのか──そうしたことの全すべてを訊ききたい」


　伯父は、すぐには答えなかったが、急せかさず、瞳は辛抱強く待った。壁にかかった時計の秒針の音が、海の底のように静まり返った部屋に響ひびく。千里も、もはやキーボードを叩たたかず、じっと上司が何と答えるのか待っているように見えた。


「……わかった」


　伯父は、両腕を膝ひざに置くと、大きな体を前に、テーブルの上に乗り出すようにした。それはまるで、頭を下げているように見える恰かつ好こうだった。


「いずれ話すつもりでいたんだがな。もっとはっきりとした結果が出てからにするつもりだった。今さら期待を抱かせて、それを奪いたくはなかった──いや、これも言い訳だな」


　伯父は気持ちを落ち着かせるように、コーヒーを一口飲んだ。


「んじゃ、俺にとっても、おまえにとっても、一番大事な話から行くか」


　母のことだな、と瞳は直感的に思った。


　科学者だった高たか幡はた裕ゆ美みは、外国の公演先でテロにあい、観衆一〇〇人と共に、どれが誰だれの肉片なのかわからないほど木こっ端ぱ微み塵じんに爆殺された。遺体はまったく判別がつかず、遺骨も何もない状態で合同葬が行われて、正式に戸籍からも抹まつ消しようされている。


「瞳ひとみ。裕美は──おまえの母親は、あのテロで死んじゃいなかったんだ」


（……やっぱりな）


　あの時の《ドレス》の口ぶり、ヘリからの伯お父じの言葉に、その予感はあった。しかし、こうしてはっきりと彼の口からそのことを聞いても、何な故ぜか喜びは沸かなかった。実感が伴っていないからかもしれない──いや、根本的な所で信じられていないのかもしれなかった。


「で、今は？」


　少し体の力を抜いて、瞳はソファーに寄りかかった。


「どこで、何をしてるのさ？」


「一ケ月前までの生存は確認できている。だが、その後の生死は不明だ」


　それだけを言って伯父はうつむき、再び沈黙すると、しばらく何かを考え込む様子を見せたが、今度も待つのはそれほど長い時間ではなかった。


　やがて顔を上げた伯父の表情は変わらず厳しかったものの、先さき程ほどとはまた別種の厳しさがあった。それは肉親に見せる顔ではなく、『ＳＳＳ』室長としての顔なのだ、と瞳は気が付いた。


「……これから話すことは、特Ａ級の機密事項だ。もしこれが僅わずかでも外部に漏もれれば、俺おれたちは真っ先におまえを疑うから、そのつもりで聞け。俺がおまえの伯父だからって、おかしな慈じ悲ひは期待するなよ？　いくら綺き麗れい事ごとを並べたって、国家機密の前には平民一人の命なんてもんは蟻ありを踏み潰つぶすより軽い──それが現実だ。意味はわかるな？」


「もし、俺が漏らせば殺す、ってことか」


　伯父は、肯定も否定もしなかった。代わりに、


「まだ、聞きたいか？」


　と訊きいた。


「このまま何も聞かずに家に戻り、ロシィのボディガードを受けながら生活を続ける、という選択もできる。その場合、時間がやがて真実を明かしてくれる可能性もある。それでも、今聞きたいのか？」


「ああ」瞳は、はっきりと言った。「はっきりしないまま、待ち続けるのは、もう沢たく山さんだ」


「……そうか」


　伯父は、もう一度ため息をついた。そして、


「瞳。『ＳＳＳ』が何の目的で設立されたか知ってるか？」


　そう始めた。


「テロ対策のため、だろ？」


「そうだ。表向きは親米派を通している日本は、アメリカと敵対する国々のテロリズムの標的になる可能性が日々高くなり、実際、裕ゆ美みが巻き込まれた事件を含めて、海外邦人を標的としたテロや誘ゆう拐かいは増加の一方だった。いずれ同じことが国内でも起こる可能性を考えて、アメリカの特殊部隊シールズに倣ならい、警察の特殊部隊ＳＡＴよりもより実戦的なチームを自衛隊内に作ろうと、という意見が高まった。『ＳＳＳ』は自衛隊の陸海空から選抜された精鋭で構成された、レンジャー部隊よりもより精鋭化された部隊だ」


　いったいそれが、自分たちのことにどう話が繫つながるのかわからず、瞳ひとみは眉まゆを顰ひそめた。


「まあ、焦あせるな」


　表情を読み取ったのか、伯お父じはそう言った。


「おまえの父さんが、隊員だということは知ってるな？」


「あたりまえだろ？」


「俺おれが『ＳＳＳ』の室長になったのも、おまえの父さんが志願し、隊員になったのも、気持ちは同じ──簡単に言っちまえば、私的な理由からだ」


「……どういうことだよ？」


「復ふく讐しゆうだよ。裕美を殺された──そう思ったそのことが、俺たちを突き動かした。あの時のお国の対応を憶おぼえているか？　やった連中がわかっていながら、その潜伏先も摑つかんでいながら、ただ遺い憾かんの意を表明し、引き渡しを電話や文章で求めることしかできない腰抜け外交だ。俺たちは猛烈に腹を立てた。殴なぐられてへらへらしていたらどうなるか、瞳、わかるか？　また殴られるんだよ。力を持っていながら、守れなかった悔くやしさがわかるか？　本当に血を吐はいたよ。だから俺たちは、『ＳＳＳ』をより実戦的な部隊に編成し直すことにした」


「そんなことができたのか？」


「ああ。色々と汚いこともやったが、ころころ首がすげ変わる大臣はともかく、上の方でも憤りや考えは俺たちと同じだったからな。三年でひとまず形にはなった。その頃ころにはさすがにもう、復讐じゃ動いちゃいなかったがな。俺たちは『演習』という形で出かけ、大体はアメリカと共同で様々な任務をこなし、実戦の経験を積んだ。もちろん殉じゆん職しよく者しやも出たが、全すべて事故ということで処理されてきた」


　伯父は、何かを思い出したのか深く息をついた。


「そんなある日、米軍と共同で壊かい滅めつさせたある組織の捕ほ虜りよから、俺たちは連中に武器を密売している兵器トラストの存在を突き止めた。秘密結社と言ってもいい。中古武器の横流しだけでなく、独自に武器を開発してそれを売り捌さばくことまでやっている連中だ。──次の標的はそいつらに決まった。アメリカ国内の軍ぐん需じゆ産業からの圧力もあったんだろうな。何しろテロリストばかりでなく国家も商売の相手にして、イージス艦かんと同等の能力のある艦船をアメリカから買うよりもよほど安く提供しようとしていた連中だ」


　瞳は黙だまって開きながら、冷めたコーヒーに手を伸ばして、それを飲んだ。いつ母に関係する話になるのかわからなかったが、今は聞くしかない。


「俺おれたちは徹底的に情報を集め……その過程で、トラストに参加している科学者連中のリストの入手に成功した」


　瞳ひとみの手が止まった。伯お父じが、ゆっくりと頷うなずく。


「そうだ。その中に、裕ゆ美みの名前があったんだよ」


「まさか、そんな……」


「本当だ。だが、裕美がテロリストだったって話じゃねえ。連中は、これぞ、と目をつけた科学者を攫さらい、自分たちの研究を手伝わせていたと思われる節がある。裕美が殺されたと思っていたあの事件──あいつも含めて、確認できなかった遺体が一〇〇人以上もあった。その内の三三人の名前が、リストにあったんだよ。つまりあのテロは、表向きの犯行声明とは異なり、あの会場で講演を行っていた科学者の中から目ぼしい人物を拉ら致ちするのが目的だったのさ」


「じ、じゃあ、母さんは──」


「生きていた。そしてトラストである新兵器の開発の基礎を担になわされていた」


「新兵器？」


「《ＭＭＰＳ》──《Ｍｅｎｔａｌ　Ｍｅｔａｍｏｒｐｈｏｓｅｓ　Ｓｏｌｄｉｅｒｓ》計画。あらゆる状況下での潜入を可能とし、数々の専門的知識と腕を持つ、暗殺を主目的とした超人兵士を作り出す計画だ」


「ロシィや《ドレス》の正体、ってのがそれってわけか？」


「そうだ。簡単に言えば、《触しよく媒ばい》を変えることによって、『エースパイロット』から『甘え上手な妹』まで、何でもこなすことができる兵士ってことらしい──なんで兵士に『甘え上手な妹』なんてもんが必要なのかは知らんが、トラストの研究所の所長は相当マッドな科学者だって情報だからな。ものの考え方が、俺たちとは違うんだろう。……瞳、裕美が何を研究していたか、おまえ、知ってるか？」


　瞳は少し考え、そうして首を振った。母は家で、研究の内容を子供に話したことはなかったし（言ってもわからないだろうと思ったのだろうか）、『遺品』として残された書籍などは父が片付けて、瞳は見ようとしたこともなかった。


「裕美が研究していたのは、バイオサイバネティックスの中の、人間の記き憶おくと経験についてだ。人に魂たましいなどなく、非常に高度で複雑な生体機械であるというのなら、記憶とは何らかの形で脳に記録されたデータであるはずだから、これを取り出して移植してやれば、労せずして様々な分野の達人になれるはず、というのが裕美の研究だった。応用分野としては、クローン体への自分の経験と知識の移植、伝統芸能の保存などを考えていたようだが、軍ぐん需じゆ産業界がこれを見逃すはずはない。もし実用化できれば、何ヶ月もかけて行う訓練を経ずして、工場で大量生産をするようにベテランの兵士を作り上げることができるんだからな。もちろん、肉体は鍛きたえなけりゃならんが、こいつもサイバネティック・オーガニズム──つまりサイボーグ技術や、バイオミメティクス──生体機能を合成化学的に模も倣ほうする技術の応用で何とかなる」


「つまり……どういうことだよ？」


「要するに、ラ○ボーみたいな超人的な能力を持つ兵士だけの部隊を、いとも簡単に作れるようになる、ってことだ。もちろん裕ゆ美みはそんなつもりで研究をしていたわけじゃねえから、誘さそいは全すべて断っていたがな。後で調べてわかったんだが、トラストの表の顔である企業からの資金の提供も、裕美は断っていた。だから連中は強硬手段に出たんだろう」


「……で？」


　瞳ひとみはカップを置いて、眉まゆを顰ひそめた。


「母さんが攫さらわれた理由はわかった。それで、どうしたのさ」


「一昨日、おまえの父さんが参加した作戦については話したよな？」


「！　そうか！　母さんを攫った連中の──」


「そうだ。あの作戦は表向き、確かに研究所の壊かい滅めつが目的だったが、俺おれの──そしておまえの父さんの目的は別にあった。裕美と、あいつが関かかわった《ＭＭＰＳ》計画の全ての研究資料の奪取だ。本当は『ＳＳＳ』だけでやるつもりだったんだが、どこで聞きつけやがったのか、米軍がしゃしゃり出てきやがった。俺は反対したが、上層部の方じゃ、これまでの借りもあってどうしても断ることはできなかった。だが、連中の目的はわかっていた。俺たちと同じ《ＭＭＰＳ》計画さ。作戦の初期目的は成功。だが──案あんの定じよう、連中はその銃口を今度はこっちに向けやがった。予想はしていたが、それでも前線は混乱した。おかげで肝かん心じんの研究所の所長──《パパ》博士と、量産化前の五体の《ＭＭＰＳ》を、取り逃がした」


「母さんは……その戦闘で死んだ、ってことか？」


「いや。今度もまた、俺たちは裕美の死を確認してはいない。不測の事態が起こり、あいつは勇ゆう二じと──おまえの父さんと共に、南米のジャングルに残った。二人がジャングルに逃げ込む様子は、ヘリから確認されている。まだ、望みはある」


　伯お父じは、慰めとかではなく、本当に諦あきらめていないことが、その目を見ればわかった。


（生きている……）


　瞳は、その言葉の意味を嚙かみ締めた。それは、ずっと考えないようにしてきたことだった。諦めなければ、希望を捨てなければ、前には進めないからだ。だが、自分が本当の意味で前に進んでいたかは、今はもう自信はなかった。表向きは明るく振舞い、しかし、自分の殻に籠こもっていただけのように思える。


　と、伯父はやおら手を伸ばして、雑然とした机の上から一枚の紙を取った。書類の山がその拍子に崩れて、千ち里さとがやれやれという顔をするのには構わず、その紙をテーブルの上に置く。


　紙には、英単語が並んでいて、


『Ｄｒｅｓｓ』


『Ｂ・Ｐ』


『Ｗｉｇ』


『Ｍａｓｑｕｅｒａｄｅ』


『Ｍａｋｅ・ｕｐ』


『Ｓｐｅｃｔａｃｌｅｓ』


　と印刷されていた。


「これは？」


「《ＭＭＰＳ》のコードネーム、そして《触しよく媒ばい》のリストだ。《鍵かぎ》とも言っていたな。あの子たちは、それを替えることで、様々なその道の達人の経験を、頭の中から引き出せることができるってのは、さっき話した通りだ。《触媒》は、開発された各世代によって異なるらしい。例えばロシィは《眼鏡めがね》を使うが、おまえを襲おそった少女は《服》だ。どういう仕組みかは、俺おれも専門家じゃねえんでわからんが、切り替えには、視覚による認識を使うって話だ」


「視覚？」


「ああ。目ってのは脳の直接的な末端だからな。《ドレス》の場合は、自分がその道の達人の服を着て、それを確認することで認識を切り替え、ロシィの場合は、各眼鏡のレンズの度合いによる微妙な視覚の歪ゆがみで、認識を切り替えるって話だ。何でそんな面倒なことをするのかと言うと、脳が処理できる情報ってのは限りがあって、ベーシックな兵士としての経験情報に付加できるのはせいぜい一種類が限度なんだそうだ。だから、触媒を失うと脳がオーバーフローを起こして、パニック状態に陥おちいる」


「それで、あれか……とんでもないな」


　瞳ひとみはロシィの様子を思い出して眉まゆを顰ひそめたが、伯お父じは首を振った。


「いや、あれは特殊なケースらしい。通常は、何もできなくなるだけだ。だが、そこに何らかの外的要因が加わり、バラバラだった意識が統一された方向に向かうと──《暴走》を起こす。《ＭＭＰＳ》は、どんなに多彩な特技を刷り込まれていても、その根本は《兵士》だ。結果、ああいう行動になる」


「不安定なんだな」


「試作段階の兵器なんてのはそんなものさ。もちろん、そうした事態に対応するための安全装置が彼女たちにも組み込まれている。それが──」


「目を見て、本当の名前を呼ぶ、ってことか？」


　思わず、瞳は苦笑していた。だが、あくまで伯父は真ま面じ目めだった。


「笑いごとじゃないんだよ。──《ＭＭＰＳ》は兵器だが、あくまで人間だ。感情もあれば、思考もする。与えられた命令に、嫌けん悪お感かんを抱くこともあるんだろう。感情を取ってしまえば解決するが、それではアンダーカバーとして役に立たない。例えばどこかの国の元首が、無感情で反応のない子供を、自分の子供の友達にさせようとは思わないだろう？　だが、感情によって命令が遂すい行こうできないんじゃ、兵器としては役立たずだ。そこで連中は、刷り込みを行い、命令を一種の強迫観念として植え付ける。命令の不遂行こそが、最大の嫌悪だ、とな。その刷り込みと、安全装置に、《ＭＭＰＳ》は同じシステムを使っている──それが、おまえの瞳ひとみの虹こう彩さいパターンと、おまえの声せい紋もんだ」


「……なんで？」


「それが裕ゆ美みにとって、おまえの声を連中の監視下でも聞く、唯ゆい一いつの方法だった、とロシィは言っていた。虹彩のパターンは──本当に覚えていないのか？　《ＭＭＰ》理論は、元々おまえのために考え出された物だったんだぞ？」


「え!?　じゃあ、まさか──」


　伯お父じは頷うなずいた。


「そうともよ。元々は、極端に気の弱かったおまえの性格をどうにかしたくて、考え出されたものだったのさ。そのあとで思いっきり飛躍したがな。天才を作る技術、とか言われて、散々ＴＶでも取り上げられただろ？」


「憶おぼえてない」


　即答した瞳ひとみに、伯父はため息をついた。


「……まあ、仕方ないか。あのテロの後、そんな感じだったもんな、おまえ。ああ、もしかしたらおまえ、サバイバルナイフの使い方、勇ゆう二じにしごかれて会え得とくしたもんだと思ってたりするのか？　だとしたら、とんだ間違いだぜ？　おまえのその捜術は、言ってみれば副作用だ。勇二の性格を移植した、な」


「な、何だって!?」


　瞳は愕がく然ぜんとして、思わず身を乗り出していた。


「じ、じゃあ、俺は──俺じゃないってことなのか!?」


「待て待て。落ち着けよ」


「落ち着いてなんかいられるかよ！　自分が……自分じゃないって言われたんだぞ!?」


　瞳はやっと、ロシィの気持ちがわかったような気がした。今の話が本当だとしたら、だったら、自分は誰だれなんだ──それは、足元が突然抜けたような、恐ろしい感覚だった。


　そんな気持ちを読み取ったのか、伯父は逞たくましい両腕を上げて、彼の肩を押さえるようにした。


「違う。そうじゃない。おまえは間違いなく高たか幡はた瞳だ。ただちょっと父親の真ま似ねをして、気分までその気になって、それが続いてるってだけだ。だがな、裕美がおまえを実験台にしただなんて考えるんじゃねえぞ？　あいつはあいつなりに必死だったんだ。おまえは、感受性が強すぎてちょっとしたことにも過か剰じように反応した。二四時間、覚めない悪夢を見ているようなもんだった。おまえの精神はあらゆる物に、ことある毎ごとに削り取られて疲ひ弊へいし、そのままだったら、心をすり減らして五歳になる前に衰すい弱じやく死しするだろう、と言われていた」


「……憶おぼえてない、そんなこと」


「それが、成功したって証あかしだ。裕美が、おまえに転写する性格の参考に勇二を選んだのは当然のことだった。親子なんだからな。すんなりと気持ちの変化を受け入れられると考えたんだろう。実験は成功した。おまえにとって、世界は恐ろしい物ではなくなった。そのことで、おまえが何かを失ったかどうかはわからない。だが、間違いなく、今おまえがこうして生きているのは、裕ゆ美みの実験のおかげだ。勇ゆう二じの技術の一部まで転写されちまったのは、計算外だったが、そうだと気付いたあいつは、おまえが技術を使える肉体にするべく、時間を見つけては鍛きたえた。厳しいと思ったろうが、おまえのためだったんだ。体が伴っていなければ、技術だけ身に付いていてもそれを使いこなすことはできない。怪け我がをするだけだからな」


「……親ってのは必ずそう言うよな。おまえのためだ、って」


「だが、事実だ。勇二はおまえを嫌ってなどいない。逆だ。おまえに嫌われてもいい、という覚悟でおまえをしごいたんだ。もちろん、すぐにわかってやれ、とは言わない。これまで黙だまっていた俺おれたちにも非はあるからな」


　瞳ひとみは、わざとらしく肩を竦すくめた。ショックはまだ体の芯しんのほうに残っている。


「聞いたところで、こんな話、実際に体験してなかったら信じなかったさ」


「そうだな。だが、事実だ。──話は戻るが、我々は研究所を襲しゆう撃げきした際に、ほぼ、全すべての資料を回収し、それが不可能な物については破壊した。ようするに《パパ》博士は、五体の《ＭＭＰＳ》以外はほとんど何も持ち出せず、それゆえに、命令の刷り込みができない状況にある、ということだ」


「……それで、俺が必要、ってわけか」


「ひとつには、な。だが、虹こう彩さいと声だけなら、盗み撮りでもすればいい。しかし、だ。《ＭＭＰＳ》に新たな技術と性格を刷り込むための装置を作動するブラックボックスのプログラム起動はそうはいかない。そいつには、おまえがある特定の物事を考えた時に脳内で発生する神経伝達物質の量と、電流のパターンが《鍵かぎ》に使われていた。こればっかりは、おまえを拉ら致ちして計測するしかない。国内の施設はこっちですでに押さえてある。だから、連中はおまえを拉致して国外に連れ出すしかなかった、ってわけなんだよ」


「迷めい惑わくな話だな」


「そう言うな。いつ殺されるかもしれない状況で、裕美にとっちや、おまえをそういう形ででもいいから感じることだけが、生きる希望に繫つながったんだ」


　伯お父じは背もたれに体を預けると、息をついた。


「別に……母さんのことを言った訳じゃないよ」


「……そうか」


　カップをテーブルに戻すと、瞳もソファーに体を預けた。


「それで？　もうひとつ、重大なことが残ってるだろ？」


「《桜さくら乃の瑠る璃り》だな？」


　瞳は頷うなずいた。


「同姓同名なんだろ？　それとも、母さんがそう名付けたのか？」


「ちがう。あの子は、本当におまえの知っている《桜さくら乃の瑠る璃り》だ」


「だって──」


「年齢のことか？　《ＭＭＰＳ》は、心理的効果を狙ねらって、全員が少女に　『固定』されている。被験者は、世界中から様々な方法で集められ、彼女たちは特殊な金属塗料の直接塗布による骨の強化、筋力のリミッターの解除、遺伝子操作による代謝の加速、その他、認知されている最新のサイバネティック・オーガニズムとバイオミメティクス技術を大きく越えた技術によって、経験を活用できる肉体に造りかえられているんだよ。そして、過去の一切を消されている。記き憶おくも、顔も。あれでも彼女たちは一七歳と一九歳だ。とてもそうは見えないがな」


「……マジかよ」


　喉のどから出た声は静かだったが、震ふるえてしまうのはどうしようもなかった。


　信じたくはなかった。話が本当で、母だけでなく、瑠璃までもが生きていたというのは、喜ばしいことのはずだ。だが、こんな形の再会で、喜べるわけがなかった。体も、顔も弄いじられ、過去の一切を奪われて、しかもそれに、仕方なくとはいえ、母が加か担たんしていたのだ。


「……何でだよ。何で、瑠璃ちゃんだったんだよ」


　怒ど鳴なってしまわないよう、革張りのソファーに拳こぶしを押し付けた。


「あの子は、おまえの成功を見て、《ＭＭＰ》理論の被験者になるべく、検査を受けている。転写の予定固定率は個人によって違う。《桜乃瑠璃》のそれは、計測された数値からはかなり高かった。裕ゆ美みと共に検査を受けた人々のリストも手に入れたトラストの連中は、その子供たちを拉ら致ちした。その数は、世界中で一〇〇人を超えている。その中にはおまえの名前もあったが、成功例であるおまえが拉致されなかったのは、おそらく裕美に協力させるためだろう。おまえを《ＭＭＰＳ》に調整しろ、と言われても絶対に拒こばむだろうからな」


「他ほかの子供ならいいってのかよ」


「じゃあ、協力を拒んで自殺でもすればよかったって言うのか？」


「それは……」


　瞳ひとみは視線を逸そらし、テーブルの上のコーヒーカップを見つめた。


「わかんねえよ……」


「確かに、裕美の選択は、社会正義の観点から見れば間違っていたのかもしれねえ。だがな、兄貴っていう立場から言わせて貰もらえば、正直、生きていてくれて嬉うれしいんだよ。泥どろ水みずを啜すすってでも生き延びていてくれていた、そのことが何よりな。どこの誰だれともしらねえ子供のことより、俺おれはあいつの命の方が大事だ」


「……なんだか、伯お父じさんが恐ろしく傲ごう慢まんな人間に見えてきたよ」


　それを聞くと、彼はようやくニヤリとした。


「正直、と言ってくれ。家族を見捨てて他人を救うことで『英雄』と呼ばれたい奴やつはそうすればいいさ。だが、俺はお断りだ。俺は神様じゃねえんだ。欲と煩ぼん悩のうに塗まみれた、くたびれた中年だよ。俺おれは目の前の家族と他人、どちらか一人だけしか助けられねえとしたら、迷わず家族を助ける──そういう男さ」


「そういう考えの男が『ＳＳＳ』の室長なんてやってるのは、まずいと思うけどな。作戦も何もなくなっちゃうんじゃない？──親しん戚せきの身としては、心強いけどさ」


「何、ほんの数人しかいない人間を除けば、あとは平等に扱うから問題ないさ。肉親が絡からんだ場合は、大抵、現場から外されるようになってるしな」


「なるほど、ね」


「ああ、そうだ。ロシィには、自分が《桜さくら乃の瑠る璃り》だってことは教えるなよ？　いずれ、本当の自分の記き憶おくと性格を取り戻した時に、余計な知識があると障害になるらしい」


「！──じゃあ、戻るのか!?」


「裕ゆ美みが無事に帰国する、っていう条件はつくがな。あいつはちゃんと、《ＭＭＰＳ》に調整された連中の過去を引き出す《鍵かぎ》を、こっそりと作っておいたんだよ。ちょっと厳重に保管しすぎて、取り出すのに苦労してるがな」


　言うと、伯お父じは一枚の写真を瞳ひとみに見せた。そこには、琥こ珀はくのようなものに固められた、ひとつの『眼鏡めがね』が、写っていた。


「それが《スペクタクルズ》の《鍵》──《Ｇｒａｓｓ　Ｏｆ　Ｃｈｅｒｒｙ　Ｂｌｏｓｓｏｍ》──要するに《桜乃眼鏡》だ。ロシィは、これの取り出しと、過去を取り戻すという約束で、おまえの護衛を引き受けている」


「あの子の仮の名前──ロシィってのは、どういう意味があるのさ」


「ロス、って最初は呼ばれてたっていうのは聞いてるか？」


　瞳は頷うなずいた。


「そうか。瑠璃は英語で『Ｌａｐｉｓ　Ｌａｚｕｌｉ』だ。前後ともＬＡで始まる。ＬＡはロサンゼルスのことだから、ロス。んで、呼びにくかったから、ロシィ、だ。過去の接触で、裕美がそう教えてくれた。何とか、本当の名前の意味を含ませたかったんだろうな。そんなもの偽ぎ善ぜんだ、と言われちまえばその通りだが」


「……そうだね」


　本当にその通りだ。だが、真実はわからない。もしかすれば、《ＭＭＰＳ》に調整することでしか、母は瑠璃を生かす道がなかったのかもしれない。それは──誰だれにもわからないことだ。


「とにかく」と伯父は続けた。「《ＭＭＰＳ》はまだ四人残っている。この先も、ロシィにおまえの護衛をさせるから、今まで通りに生活を続けろ。ちゃんと学校にも行けよ？　人の中にあった方がおまえは守り易い。とりあえず、おまえのクラスは何とか理由をつけて、監視下に置くからよ。それと今後はああいうことがあったら、とにかく俺に知らせろ。こっちはテロリストとの交渉には慣れてる。いいな？」


　瞳は肩を竦すくめた。


「わかったよ、そうする。瑠る璃りちゃんが傍そばにいて、母さんが生きているんじゃ、そうそう簡単に拉ら致ちされるわけにもいかないよな」


「そうだ。戻った時におまえがいないんじゃ、俺おれは裕美に殺される」


　それを聞いて、ほんの少しだけ瞳ひとみは笑ったが、すぐに真顔になった。


「……んで？　《ドレス》はどうするのさ？」


「あの子か？　話し合い次第だな。幸い、おまえの拉致は刷り込みではなく、取り引きで請うけ負おったらしいからな。だったら、条件次第でこっちの中に引きこむこともできるだろう。何といっても、《ママ》博士がこっちにはいるんだ。肉体の方は《パパ》博士の方の専門だったから難しいが、本当の自分は肉体じゃない。その辺をきっちり理解してくれてりゃあ、仲間にすることも可能だろうよ。敵の戦力を減らして、こっちの戦力を倍増できる。一石二鳥だ」


「そう上う手まくいくのかね」


「やってみる価値はあるだろ？」


「……かな」


　瞳は、テーブルの上に置かれた『眼鏡めがね』　の写真を見つめた。


　ここに瑠璃がいる──いや、これをかけるとロシィがあの瑠璃になるということなのだが、何とも不思議な感じだった。


　生きていたら、と想像していた彼女とは、当たり前だが全然違う。


　戻った時、彼女はいなくなった当時の彼女なのだろうか？　それとも、それなりに年月を経た彼女なのだろうか？


　そしてその時──瑠璃は、母を許すのだろうか？


　何も、答えはなかった。


　自分のことも、よくわからず、実感もない。


　ただ、それでも。


　頭の奥に、瑠璃を眠らせた少女がここにいるのは、確かな事実だ。


　そして、いつ全すべてが終わるのか、それはわからないが、それまで彼女と生活を共にすることも、また事実なのだ。ならば、できるだけ、それは楽しいものにしてやりたい──そう、瞳は思った。そのくらいしか、自分にしてやれることはないから。


「……帰るよ」


　ソファーを立ち上がり、瞳は軽く微ほほ笑えんだ。


「瑠──じゃなかった、ロシィ、つれて帰っていいんだよな？」





「……言えませんでしたね」


　初めて瞳がここでロシィと会った日と同じように窓まど際ぎわに立ち、ジープで送られていく二人を見つめる特佐に向かい、千ち里さとはそう呟つぶやいた。


「あの子たちの、体のこと」


「……ああ」


　特佐は、両腕を後ろに組んだまま、振り向こうとはしなかった。大きく、頼たよりがいのある背中が今夜は萎しぼんで見えるのが、とても切なかった。


「あいつに教えても、どうしようもないことだ。──そうだろう？」


　それは返事を求めているというよりも、自分自身に言い聞かせているようであった。それでも、千ち里さとは自分にできることとして、ええ、と小さく答えたが、彼は何も言わなかった。


　彼女は、手元の報告書に目を落とし、小さくため息をついた。


　押収した資料の抜ばつ粋すいには、はっきりとこう書かれていた。





　──『《ＭＭＰＳ》の耐用年数は、三年から五年である』
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「おっはよーっす！」


　がらりと二─Ｃの教室の扉を開きながら、瞳ひとみは昨日と変わらず、明るく挨あい拶さつをした。おはよう、と扉の傍そばの席のクラスメートから返事がくる。それも今日は、自分にだけに向けられたものではない。彼を通り越して、後ろの──


「瞳、瞳」


「ん、なんだ？」


　振り返ると、赤せつ褐かつ色しよくのトレンチコートを着て、巨大なトランクを背負ったロシィが、また眉まゆを顰ひそめていた。バスの中でもずっとこうだった。雨は降っていないが、トランクを背負ったままのロシィと二人乗りをすることは無理だったので、しかたなくバス通学に切り替えたのだった。近いうちに、バイクを買うつもりでいる。


「昨夜は、本当に何もなかったのか？　何か隠しているだろう？」


　同じ質問が、これで一五回目だ。


「何にもなかったって。テロが起きてもぐーすか寝てたからおかしいと思って、伯お父じさんに頼たのんで駐ちゆう屯とん地ちに運んでもらって、調べてもらっただけだって、何回、言わせるんだよ」


　もちろん、噓うそである。


「むう……」


　やはり信じられないのか、ロシィは唇くちびるを軽く尖とがらせて、そう唸うなった。


　信じられないことといえば、もうひとつ。今朝、伯父から連絡があって、内容を聞いたロシィは、パールホワイトの眼鏡めがねの奥で、珍めずらしく目を見開いていた。


　どうしたんだよ、と訊きくと、


「……《ドレス》が『ＳＳＳ』に出頭し、協力を申し出たそうだ。信じられない」


　と呟つぶやいた。


　それを、キッチンのテーブルで、イタリアンな朝食を食べながら──三回も『ボーノ！』と言わされた──聞いた瞳は、白々しくフォークを振った。


「おまえの言ったことを、よく考えてみたんじゃないか？……ああ、そうだ。伯父さんから開いたぜ？　母さん、生きてるんだってな？　よくも、黙だまっててくれたよなあ」


　フォークを置き、ニヤリとしてぽきぽきと指を鳴らすと、ロシィは、


「特佐にそう命じられたのだ。わたしは悪くない」


　そう言って、あっという間に（どこか逃げるように）自分の部屋に行ってしまった。


　何となく、表情が柔らかくなったような気がするのは、ロシィが瑠る璃りだと知ったせいだろうか、と考えながら、彼女の頭を軽く撫なで、自分の席に向かった。


　詠えい美みと目が合い、彼女は軽く手を振り、瞳も振り返した。


　鞄かばんを椅い子すの背もたれにかけ、座ると、すぐに何人かの女子がやってきた。


「おっはよう、高たか幡はた」


「おはよっす」


「ね。今夜、カラオケ行くんだけど、高たか幡はたもどう？」


「そうだなあ……よし！　行く──がぼあっ!!」


　銃声と衝しよう撃げき。


　瞳ひとみは、後頭部を思い切り千本ノックされたような衝撃を受けたと思った瞬しゆん間かん、思い切り机に突っ伏して、したたかに鼻とおでこをぶつけていた。目の中に、星が散っている。


　ぶるぶると震ふるえながら顔を上げ、瞳はねじ切れんばかりの勢いで、後ろを振り返った。


「おまえなあっ！」


　ポロリ、と張り付いていた黒い十字──ゴム・スタン弾の弾頭が机の上に落ちる。


　[image: ]


　ロシィは、硝しよう煙えんの立ち昇る銃口を天てん井じように向けると、あの鮫さめのような冷めた目で、


「でれでれするな。気分が悪い」


　と言い放ち、コートの下にそれをしまった。


　それを見て、女子たちはそそくさと傍そばを離れて自分の席に戻っていってしまった。当然の反応だろう。これでは、当分は遊びにいけそうにもない。


（やっぱり嫉しつ妬となのか……？）


　都合のいい考えだと思いながら、彼女が瑠る璃りだとわかると、それもありえない話ではない、と考えるのは自うぬ惚ぼれだろうか、と瞳は思った。と──


「おーっす！」


　後ろの扉が開いて、教室にまた一人、生徒が入ってきた。顔見知り──栗くり原はら勝まさるだ。その様子からは、昨日のことがショックとして残っている様子は見られない。それどころか、


「あ、ロシィさん！」


　と少女が来ているのを目め敏ざとく見つけると、席に直行した。


「ロシィさん、昨日は楽しかったですよね？」


　床に跪ひざまずいてこコニコと笑う。


「睡すい眠みん薬やくを盛られたのがか？」


「はははは、手厳しいなあ、ロシィさんは。そうだ。今日のお昼も、ぜひご一いつ緒しよに！」


「瞳ひとみに聞け」


　ぐるっと、勝の頭が振り返る。瞳は苦笑して、わかった、と言う意味で頷うなずいた。勝の顔が、現金に輝く。持つべき物は友達だ、とでも言いたげな顔だ。


　その時、チャイムが鳴って教室の前の扉が開き、担任の小お野の先生が入って来た。なにやら複雑な表情をしている。何事があったのだろう、と見ていると、すぐ後ろからもう一人、白衣を私服の上にだらしなく来た人物が、続いて入ってきた。途と端たん──


「貴様、何な故ぜここに!?」


「おまえっ!!」


「お友達になってください！」


　ガタガタと椅い子すを鳴らして三人の生徒が立ち上がった。ロシィと、瞳と、そして勝である。


「……何ですか、あなたたち？　ちゃんと席につきなさい、もう」


　その様子に、ちょっと膨ふくれて、小野先生は出席簿を振った。


　仕方なく瞳は座ったが、ロシィは座ったと見せてしかし、微かすかに腰を浮かしていた。手はとっくにトレンチコートの内側だ。


　勝は──目がハートになりそうなだらしない顔をしている。


「はい、皆さん。新しく赴ふ任にんなされた先生を紹介します。先生もちょっと信じられないんだけど、二─Ｃの副担任も務めてくださる、化学担当の──」


「アリシア・ボールドウィンですわ」


　そう言って、にっこりと微ほほ笑えんだブロンドの《少女》は、


（──《ドレス》じゃんかよ！）


　であった。


（先生って、マジかよ……）


　瞳は頭を抱えた。確かに彼女なら、先生も難無くこなすだろう。そういう《服》なのだろうから、あれは。ロシィは、何かおかしな動きをすれば、すぐにでも撃うつつもりだ。


　そんなぴりぴりした雰ふん囲い気きには少しも気付いた様子はなく、小野先生は、出席簿に挟はさんであったメモを取り出すと、目を瞬またたいてそれを読んだ。


「えーと……ボールドウィン先生は、一〇歳でアメリカの大学を卒業した天才で、この度たび、本校の強い要請で、化学を教えてくださることになりました。……はあ」


　ため息は、先生の正直な気持ちだろう。


「よろしくね、皆みんな」


　白衣のポケットに両手を突っ込んだまま、一二歳くらいにしか見えないブロンドの少女は、にこやかに微ほほ笑えんだ。戸と惑まどう生徒の中でただ一人、勝まさるが、うおーっと歓喜の雄お叫たけびをあげる。


　その声を聞きながら、


（勘かん弁べんしてくれ……）


　瞳ひとみは机に顔を突っ伏し、大きな、大きな、ため息をつくしかなかった。





　──同時刻。


　成田空港の到着ロビーに、二人の少女の姿があった。


　一人は、ロシィと同じような灰色のトレンチコートを羽は織おった、背のすらりと高い、イタリア系の少女で、髪も目も黒かった。コートの裾すそから覗のぞく足は素足で、ミュールを突っ掛けただけだ。見ようによっては、下に服を着ていないように見える。


　もう一人は、丸い帽ぼう子しケースを持った、対照的に小柄な碧へき眼がんの白人の少女で、眉まゆ毛げはブロンドなのに、鍔広つばひろの帽ぼう子しからはみだした髪の色は、どうしてか銀色だった。服装は、ふわりとしたメルヘンチックな人形を思わせた。


「《ドレス》は失敗したみたいね、《Ｂ・Ｐ》」


　帽子の少女が言うと、


「あの子には、初めから無理だったのよ、《ウィッグ》」


　そう、コートの少女は答えた。


　二人は静かに睨にらみ合うと、やがて、互いに背を向けて、別々の方角へ歩き出した。


「……《パパ》にご褒ほう美びを貰もらうのはわたしよ」


　少女たちが小さくそう呟つぶやいたのを、もちろん、瞳たちは知るよしもない──










《続》







　あとがき




　私の視力は、〇・四を切っています。


　なので眼鏡めがねが必要だったりするのですが、近視なので、普ふ段だんはかけていません。


　必要なのは映画を見る時、誰だれかと待ち合わせをしている時、それとパーティくらいです。


　あとは、車を運転する時にも必要なんですが、ペーパードライバーなので、あまり関係はなかったりします。


　そういえば、初めて眼鏡を作ったのは免許の更新の時でした。


　その時は、適当にフレームとレンズがセットになった、お買い得品にしたのですが。


　自分でかける場合にも、どうせなら、と欲が出るものです。


　その後で、店をいろいろと回って、もうひとつ、新調してしまったりしました。


　いま風の、レンズがスマートな感じの眼鏡なので、こっそりと『勝負眼鏡』などと呼んでいたりします。誰と何を勝負するのかは、謎なぞですが（笑）。


　ところで、新しいシリーズです。


　タイトルからして、もう嗜し好こうがだだもれですが、ヒロインは眼鏡っ娘こです。しかも、いくつ持っているか作者にもわからないほど、大量の眼鏡を所持しています。その上、ただ所持しているのではなく、常に持ち歩いてたりします。赤い革のトレンチコートの内側に挿さして。


　その理由は、本編で。


　なかなかの難産でしたが、その分、楽しんでもらえるものになって……いますように。


　銃もバンバンぶっ放します。敵も味方も。おしげなく。あと天てん井じように張りついたり、フライパンを振り回したりもします。『おふくろの味』も作れます。





　さあ、いったいどんな話なのか──ぜひ、ご一読下さい。





　それでは、またしばらくお付き合い下さいませ。





　二〇〇三年　九月下旬




ゆうき　りん





ゆうきりん


埼玉在住。執筆の励みは、玩具と回転寿司。一冊上がると出かけて行って自分にご褒美。近著に『ヴァルキュリアの機甲』シリーズ（電撃文庫）、『オーパーツ[image: ]ラブ』シリーズ（集英社スーパーダッシュ文庫）がある。
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いぬぶろ


２月25日生まれ。うお座。ちょっとまぬけなＢ型です。趣味は絵を描くこと。そのまんまですいません。あと、アナログゲームが好きです。誰か「知恵の輪」ください。




電撃文庫


めがねノこころ





ゆうきりん
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